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　魔ま物ものの繁はん殖しよく期も無事に乗り越こえ、ほっと一息のグランフェリア。

　秋も深まり、収しゆう穫かく祭を間近に控ひかえた花の都は、徐じよ々じよににぎやかさを増していく。

「は～い、お待たせしました～！」

　大衆食堂の看板娘むすめは、今日も元気に料理を運ぶ。

　煮に鶏どりに焼き魚にキノコのソテー。秋らしいメニューをせっせと運ぶ。

「わう～ん！」

　孤こ児じ院いんのわんこは、今日も明るく楽しく遊ぶ。

　愛犬や家族、それに友だちといっしょに、秋空の下をてってこ走り回る。

「オレはもっと強くなる！」

「学園迷めい宮きゆうの更さらなる下層へ」

「実験だ。試ためしたいことがある」

　冒ぼう険けん者が、大貴族が、あるいはエルフの研究者が。

　それぞれがそれぞれに目標を立て、精力的に動く秋。

　食事、勉強、スポーツ、読書。何をするにも向いていて、何をしても気持ちがいい秋。

　そんな秋という季節に、とある何でも屋の青年は、

「すかー、すかー」

　自宅のベッドで寝ね息いきを立てていた。

「ふふふ、むにゃ」

　実に幸せそうに、実に満足そうに、枕まくらに顔をうずめる青年。

　まあ、秋は睡すい眠みんの秋でもある。気温もほどよく、寝るにはいい季節だ。

　しかし、時刻は午前九時。惰だ眠みんをむさぼるには、少しばかり遅おそい時間のようで──。

「…………」

　それを見たメイドは、懐ふところからやたら硬かたくて、ゴツゴツしたものを取り出すのだった。




　その日の貴たか大ひろも、いつものように起こされた。

　無理やりベッドから追い出され、のたのたと一階のリビングに下りてきた。

　そして、死んだ魚のような目をしながらコーヒーを一口。

　大きなため息をついて、かたわらに控えるユミエルへと顔を向けた。

「月曜の朝くらい、大目に見てくれよ」

　そう言って、恨うらみがましい目をする貴大。

　しかし、それを受けても、小さなメイドは表情ひとつ変えなかった。

「……いけません。月曜が肝かん心じんなのです」

　可か憐れんな声でつれないことを言う。

　ただ、それもいつものことだ。月曜日だろうが金曜日だろうが、彼女はいつも貴大を叩たたき起こすし、容よう赦しやなく仕事へと追い立てる。

　そんな彼女も、仕事上がりや休日では甲か斐い甲が斐いしいのだが──。

　一日はまだ始まったばかりで、今週もまた、始まったばかりだった。

「はああ」

　あまりにも無情な現実に落らく胆たんする貴大。

　彼はもそもそと朝食のパンを食べては、憂ゆう鬱うつそうに窓の外を見る。

　すると、そんな彼の視界を遮さえぎるように、ユミエルはスッと席を立つと、

「……ご主人さま、見てください」

「んあ？　なんだ？」

「……今週はお仕事がこんなに」

　リビングの壁かべにかけられたコルクボード。

　そこには依い頼らいの数だけメモが貼はられるのだが、今は一面、メモでいっぱいに──。

「待てーっ！　いや、おかしいだろ！　なんでこんなに！」

「……嬉うれしいことですね。それだけ《フリーライフ》が信用されているということです」

「ウソだろ……!?」

「……今週もお仕事、頑がん張ばりましょうね」

　焦あせる貴大と、無表情ながら、どこか満足そうなユミエル。

　このままでは今週も仕事だけで終わってしまう。

　秋なのに！　せっかくの秋だというのに！

「よし、こうしよう。一日一件だけこなすんだ。そしたら……ユミエルさん？」

「……なんでしょう？」

「なぜダーツを投げているのですか？」

「……予行練習です」

　ヒュ、カッ！

　ヒュ、カッ！

　一定のリズムで予備のコルクボードに刺ささっていくダーツ。それはあたかも顔面の急所をなぞるように正確に突つき刺さり、貴大の心しん胆たんを寒からしめる。

「いやぁ、僕、仕事って大好きだなぁ！　ハハハ！」

「……それはようございました」

　今さら「何の予行練習ですか？」と聞くのは野や暮ぼというものだ。返事の代わりにダーツが飛んでくるに違ちがいない。貴大は朝食を終えて席を立つと、ユミエルが差し出した依頼書の束を受け取った。

「……最近、冷え込んできましたので、上着もお忘れなく」

「わーってるよ」

　ハンガーラックにかけてあるジャケットを取り、長なが袖そでシャツの上に羽織る。

　前面のボタンはそのままに、ショルダーバッグを肩かたにかけ、居間のドアに手をかける。

「……いってらっしゃいませ、ご主人さま」

　背中へとかけられる無機質な声。

　ダルそうにのたのたと歩く店主。

　季節はもうすぐ冬になろうとしていたが、何でも屋《フリーライフ》の朝は、こうしていつも通りに始まった。
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　彼女は飢うえていた。

　お腹なかが空いて、どうにかなりそうだった。

　食べたかった。

　温かな肉を、柔やわらかな臓ぞう腑ふを、思う存分貪むさぼりたかった。

　気が狂くるいそうな飢き餓がのなか、自分の腕うでをかじっては解放を待つ日々。

　美しい翅はねが透とう明めい感かんを失ったのはいつの頃ころだろう。

　黒く艶つややかな体皮がくすんだのはいつの頃だろうか。

　失うだけの無益な時間。それでも彼女はただただ待った。

　この空腹を満たし、再び王国を築く日を。

　いつの日かここから解放され、思うがままに飛び回る日を。

　そして、封ふう印いんされてから数十年後。ついにその機会はやってきた。

「グゥゥゥ……！」

　彼女には分かる。結界が無くなろうとしていることが分かる。

　もうすぐだ。宴うたげはもうすぐ始まる。

　今度こそ失敗しない。邪じや魔まが入る前に何もかも食い散らかしてやる。

　そして優ゆう秀しゆうな兵隊を増やし、どこまでも、どこまでも繁はん栄えいしてやるのだ。

　彼女は暗い炎ほのおを瞳ひとみに宿し、ぶるりと体を震ふるわせた。

　どうやら結界が崩ほう壊かいを始めたようだ。ピシピシと音を立て、彼女を封ふうじ込めていた箱がひび割れていくのが分かる。それに合わせるかのように、彼女の体には力が満ち、その複眼には赤い光が灯ともり始めた。

　いよいよだ。ヒビを押し広げ、彼女は箱の縁ふちに手をかけた。

　そして、忌いま々いましい人間に復活を知らしめるべく──。

　高らかに叫さけび声を上げて、ついに結界を打ち破った！

「キシャアアアアアア～～～～～～～～～～～ッ！」

「あ？　でけえシロアリだな、おい」

　ブシュゥゥゥゥゥゥゥ～～～～～～～～！

「ギャシャアアア～～～～～～～～～ッ!?」

　封印から解き放たれた「アビス・アント・クイーン」を出で迎むかえたのは、白く煙けむる殺虫剤ざいの洗礼だった。大きく開けた口でそれをまともに吸い込んでしまい、のたうち回る女王アリ。そこへ更なる追つい撃げきがかけられる。

「んん？　よく見りゃアビス・アントの女王じゃねえか!?　なんでこんなところにいるんだよ……！」

　女王を虫けら扱あつかいした青年は、顔を青くして噴ふん霧む器の出力を上げた。

　もうもうと立ち込める白はく煙えん。吹ふきかけられるシロアリ退治の殺虫剤。

　しかし、いくら虫型とはいえ、この魔ま蟻ありは力あるユニークモンスターだ。

　殺虫剤など牽けん制せいにしかならない。彼女はすぐさま立ち直ると、無礼な青年へと勢いよく飛びかかった！

「キシャアアアアアアア～～～～～～～～～～～ッ！」

「うわ、キモッ！　【スナイプ・エッジ】！」

　サクッ。

「ァァァァァ～～～～～……」

　青年の──佐さ山やま貴たか大ひろによる、本気の投げナイフだ。

　それを受けた女王アリは、憐あわれ、脳天を貫つらぬかれて絶命した。

　…………。

　いや、彼女も弱くはない。

　アビス・アントの女王に相応ふさわしいレベルを持っている。

　その１５０という数値は、あの「憤ふん怒ぬの悪あつ鬼き」に匹ひつ敵てきするほどだったが──。

「あ～、気持ち悪っ。でかくなっても、虫は虫だな」

　などとのたまいながら、ナイフを拾っている青年のレベルは２５０だ。

　相手が悪すぎた。いくら何でも、あまりに酷ひどすぎる相手だった。

「これだから空き屋や敷しきの掃そう除じとか嫌いやなんだよ」

　ぶつくさ言いながら、残りの部屋に殺虫剤を散布していく貴大。

　女王アリなど歯し牙がにもかけなかった青年は、ふと顔を上げると、

「まだこんなに残ってるし」

　廊ろう下かの両りよう脇わきに連なるいくつものドア。

　それを見て、がくりと肩を落とすのだった。




‐２‐




　何でも屋とは、文字通り何でもやる仕事だ。

　できる仕事は何でもこなし、その対価を受け取っている。

　街の中は何でも屋、街の外は冒ぼう険けん者という線引きのようなものはあるが──。

　それも状じよう況きようによりけりだ。何でも屋が迷めい宮きゆうで魔ま物ものと戦うこともあれば、冒険者が街中でおつかいに行くこともあった。

　だから、この日の貴大も街の外に出て、薬草採取などに励はげんでいたのだが、

「だーっ！　腰こしいてーっ！」

　開始三十分で音を上げた。

　そのまま後ろにひっくり返り、腰を反らして顔をしかめた。

　まあ、彼にしてはよく持った方だ。こういった地味できつい仕事など、彼が最も苦手とするものだというのに。

　むしろ、これまで三十分もよく頑張ったなと言うべきだろうか。

　いまだ地面に転がる貴大は起き上がる気配もなく、う～う～と低い声を上げていた。

「なんだい、だらしないね。まだ始まったばかりだよ？」

「んなこと言ってもさ」

「ほら、続けるよ？　次は《ヤドリギの葉》の採取だ」

「今度は上かよ～」

　嫌そうな顔をする貴大。

　体を起こしてあぐらをかくも、それ以上起き上がろうとしない彼に、依頼主は、

「仕方ない。特別に元気の出る薬を作ってあげよう。なあに、《ハイ・アルケミスト》の私にかかれば簡単なことさ。先ほど採った《ドドンガ草》に《ゲロリアスの蜜みつ》を組み合わせてだね。そこに数すう滴てきの《蛇へびの毒液》を垂らせば、興味深いことに毒が反転して」

「よし、続けようか」

　優やさしげな顔をして、毒々しい薬を調合し始めた黒くろ髪かみのエルフ。

　図書館の魔ま女じよことエルゥから逃のがれるように、貴大はすたすたと歩き出した。

「ったく、大掃除の次がこれかよ」

「君も忙いそがしそうだねえ」

「おかげさまでな」

　苦々しげに言う貴大と、さらりと受け流すエルゥ。

　ふたりは軽い調子で言葉を交かわしながら、丘おかの上へと進んでいく。

　彼らの背後にあるのはグランフェリアの街並みと大きな湾わんだ。それらを一望できる場所で足を止め、貴大は改めてエルゥに目を向けた。

「んで？　目的のものはあったのか？」

「いや、見当たらないね。ガセとは思えないけど」

「幻まぼろしの薬草ねえ……」

　貴大がここ、《さざ波の丘》に来ているのは、エルゥの依い頼らいによるものだ。

　彼女の耳に届いたひとつの噂うわさ。それはグランフェリア近きん郊こうのこの丘で、《フェアリーズ》という薬草が見つかったというものだった。

　それを他ほかの者には渡わたすまいと、エルゥは知人である貴大を頼たより、彼を護衛兼けん助手として連れてきたわけなのだが──。

「もう根こそぎ採られたんじゃねえの？」

《さざ波の丘》は王都から歩いて一時間もかからない近場中の近場だ。

　街かい道どうからは外れているものの、日当たりがよく、気持ちいい風の吹くこの丘は、絶好のハイキングスポットとして知られている。魔物も滅めつ多たに現れず、出てきたところで雑ざ魚こばかりで、もう少し進めばキャンプ場もあるくらいだ。

　そんな誰だれでも気軽に訪おとずれられる場所に、幻の薬草なんてあるわけがない。

　あったとしても、今ごろ誰かが採取しているはずだ。

　貴大はそう思っていたのだが、

「いや、そうとは限らないよ？　《フェアリーズ》はいわゆるレア素材だ。低レベルの者には見つけられないだろうし、高レベルでも《ファイター》や《ソードマン》などのジョブではやはり見えもしないだろう」

「あ～、そういうことか」

「君は神の書物《アートウィキ》を手に入れた男だからね。その斥せつ候こう職の技能を活いかせば、レア素材のひとつやふたつ、三つや四つくらいは軽いものだろう？」

「いやいやいや、無む茶ちや言うなって！」

　確かに《ローグ》をはじめとする斥候職は、【ドロップ確率アップ】、【レア素材入手確率アップ】などのスキルを覚えられる。他のジョブよりもずっとアイテムや素材を集めやすいし、迷宮では隠かくし宝箱なども見つけられる。

　ただしそれは《トレジャーハンター》などの上位職になってからだ。

　貴大が選んだのは暗殺特化の《パニッシャー》。一応、先のふたつのスキルを覚えてはいるものの、専門職に比べれば微び々びたる効果のものだった。

「《アルケミスト》系も素材集めは得意だろ？」

「いやあ、私は実験一筋でね。実験に使う魔ま法ほうばかり覚えているんだ」

「俺だって似たようなもんだよ」

　ふたりはあれやこれやと話しつつ、また丘を歩き出した。

「なかなか見つからないね？」

　途と中ちゆう、薬草などを見つけては採取し、道を進む貴大とエルゥ。

　彼らはあちこちに目を向けて、《フェアリーズ》を探そうとしていた。しかし、

（レア素材なんか見つかるもんか）

　貴大はまったく本気ではなかった。

（レア素材はレアだからレア素材なんだよ）

　ちょっと出かけた程度で見つかるものではない。

　それを知っている貴大は、今回の依頼、最初から諦あきらめていた。

（まあ、普ふ通つうの素材は集まったからいいだろ）

《さざ波の丘》は北からの潮風を受け、少し特とく殊しゆな薬草が生える。

　特に秋も終わりのこの季節、種を作ったものも多く見つけられる。

（それでお茶を濁にごして、適当なところで切り上げよう）

　採れたての薬草と薬草の種。

　いかにも研究者が喜びそうなものを籠かごに入れ、貴大はエルゥに笑え顔がおを向けた。

「さーて、じゃあ、そろそろ切り上げ」

　さり気なさを装い、さっさと帰ろうとしたところで。

「……っ！」

　見た。見つけてしまった。

　丘の斜しや面めんにそれっぽいものが生えているのを──。

　見つけてしまった。

「どうしたんだい？」

「い、いや。ところでさ」

「うん？」

「《フェアリーズ》って、どんな薬草なんだ？」

「大きな葉を持った多年草だね。その形状から、妖よう精せいのソファーとも呼ばれているんだ」

「へ、へー。妖精。妖精ね。ほんとにいるのかね」

「いるとも。君のところのユミエル君は妖精種だそうだね？　あれは人間と妖精の合いの子であり、それが定着した種族と言われており」

「ふう～ん」

　気のない返事をしてそれから目を逸そらす貴大。

　気づかれてはならない。見つけられてはならない。

　幸い、エルゥの目にはまだ映っていないらしい。彼女はまだ気づいていない。

　それでいい。このまま無事に丘を下りる。間ま違ちがっても採取されてはならない。

　なぜなら、それは──。

　あからさまに毒々しい色なのだ！

「君、あそこを見ていたね？」

「ひっ!?」

　捕つかまってしまった。

　踵きびすを返した貴大は、背後から頭を両手でつかまれた。

　そのままギリギリと向きを変えられ、肩かたの後ろからはエルゥがぬっと顔を出した。

「うん、あそこだ。君はあそこを見ていた」

「い、いや」

「ああ～、あるねぇ～。私にも見える。見えた」

「うわあ」

「感謝するよ。これで《フェアリーズ》が手に入る」

　ガクガク震ふるえる貴大を残し、エルゥがスキップで丘を登る。

　そして細い指で虹にじ色いろの薬草を摘つまみ──顔に近づけ、大きく息を吸い込んだ。

「うう～ん。香かおりは文ぶん献けん通りだ。甘くほろ苦い匂においがする」

「あわわ……！」

「知っているかな？　これを煎せんじて飲めば妖精が見えるようになるそうだ」

「ひええ……！」

「せっかくだ。生の味もみてみよう」

「や、止やめろーっ！」

　匂いを嗅かいだ時点で目が回り出し、あらぬ方向を見始めたエルゥ。

　彼女がこれ以上トリップしないよう、貴大は全力で止めにかかった。
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　収しゆう穫かく祭。それは晩秋の一大イベントだ。

　この期間中、王都にはいつにも増して多くの人が集まってくる。

　国内のみならず、他国からも多くの物見遊ゆ山さんの人がやってきて、押し合いへし合い通りを歩く風景。それを道みち端ばたでぼんやりと見ながら、貴大はぽつりとつぶやいた。

「昨日はひでえ目に遭あった」

　思い返すも忌いま々いましい、あの丘での一場面。

　エルゥは正気を取り戻もどし、《フェアリーズ》なる薬草は焼しよう却きやく処分できたのだが、

『いやあ、助かったよ。君がいなければどうなっていたのやら』

『…………』

『次もタカヒロ君に頼たのもうかな』

『ぜってーイヤだ！』

　貴大はもう絶対、エルゥの仕事は請うけないと心に決めていた。




「第一から第五魔導隊、【ブラスト・ランチャー】斉射！」

「「「【ブラスト・ランチャー】！」」」




「…………ん？」

　拡声魔法による声が響ひびいたと思ったら、次いで、魔法を放つ音が聞こえた。

　どうやら湾に浮うかぶ船の上から、魔導隊が空に向かって火か炎えん魔ま法ほうを放ったらしい。

　広こう範はん囲い炸さく裂れつ魔ま法ほう【ブラスト・ランチャー】。

　放物線を描えがき、色とりどりの煙けむりの尾おを引いて空へと舞まい上がる西すい瓜か大の光球。

　それは重力に捕まり、上じよう昇しようする勢いを無くしたところで──一いつ斉せいに爆ばく発はつした。

「「「おおおおお～～～～～～～～！」」」

　秋空を震わせる轟ごう音おんと閃せん光こう。

　そして爆炎に、王都の誰もが感かん嘆たんの声を上げたのだが、

「は～。また懐なつかしいもんを」

　貴大だけは違ちがった思いで魔法を見ていた。

「流は行やったよなあ、あれ」

【ブラスト・ランチャー】の特筆すべき点は、威い力りよくではなく効果範囲だ。

　屋外で使えば大きな爆発を起こし、室内で使えば通路に沿って炎がすべてを吞のみ込んでいく。

　その範囲の広さから、貴大がプレイしていた《Another World Online》でも【ブラスト・ランチャー】の人気は高かった。もっとも、こちらは戦せん闘とうでの使用よりも、耐たい熱ねつ装備で固めた仲間にあえて打ち込んで、

『やったか!?』

『なに……無傷だと……？』

　というごっこ遊びで盛んに使われていたのだが──。

　いずれにせよ、懐かしい魔法である。

　しばらくの間、貴大は目を細めて空を見上げていた。

「このポーション、いくらだ？」

　ボーッとしていると正面から声がかかった。

　どうやらお客さんらしい。貴大は慌あわてて笑みを浮かべる。

「あ～、はいはい。ポーションですね。一瓶びんで銅貨八枚です」

「安いな」

「でしょ？　お買い得ですよ」

　広場の端はしに置いた木箱、それを挟はさんで会話をするふたり。

　彼らの周りには似たような組み合わせがいくつもある。

　多種多様な露ろ店てんと、そこへ立ち寄る老ろう若にやく男なん女によたち。

　ここはいわゆるフリーマーケットだ。

　それも祭りの時だけ拡張される、国内屈くつ指しの大市場。

　それが今日の貴大の仕事場であり、ちょっとした小こ遣づかい稼かせぎの場でもあった。

「まいどあり～♪」

　ひらひらと手を振ふり、青年を見送る貴大。

　売れたのはポーションが三本とナイフが一本。

　売れ行きは順調だ。この調子なら、用意したものが全部売れるかもしれない。

（これで倉庫も片づくかな）

　貴大は《フリーライフ》の事務所、その奥にある小部屋を思い出した。

　そう広くはない物置のような倉庫。そこには依い頼らいの現物報ほう酬しゆうや、依頼の過程で手に入れた素材、アイテムなどが保管されている。

　それを整理がてら、フリーマーケットで売ろうというのだ。

　倉庫の空間も有限、貴大が持つシステムメニューのアイテム欄らんも有限だ。

　定期的に片づけないと、すぐに物が溢あふれて大変なことになるのだった。

（しかし、やっぱいいよな）

　こうして露店を構えて、のんびりと客を待つ。

　意外とこれが楽しかった。

　ぼちぼち売れて、ほどよく暇ひまで、お祭り騒さわぎも傍はたから見ると面おも白しろい。

　ひょっとすると、こうした仕事の方が自分には向いているのかもしれない。

　空いた場所に新しい商品を並べつつ、貴大がそのようなことを考えていると──。

「おい、これ見せてくれるか？」

「ええ、どうぞ！」

　そうこうしているうちに次の客がやってきたようだ。

　貴大は愛あい想そよく、はきはきとした声で客を迎むかえた。

「触さわってみていいか？」

「もちろん！　ぜひ、お手にとっ……て……？」

　…………。

（あれ？）

　どこかで見た顔のような──。

（って、ヤバイッ！）

　貴大の目の前にいたのは、あの悪あつ鬼き殺しの英えい雄ゆう、アルティだった。

　燃えるような赤毛。ミルクチョコレートのような褐かつ色しよく肌はだ。

　そして小こ柄がらながらも鍛きたえられた体と、強い意志を宿した目！

　間違いない。アルティだ。あのアルティがここにいる！

　それを認にん識しきした瞬しゆん間かん、貴大は急いで帽ぼう子しのつばを下げた。

「どうかしたのか？」

「い、いいぇぇ、何でもないんですよ？」

「んん？　そうか？」

　巻いていたマフラーを引き上げながら、上っ調子な声で答える貴大。

　アルティはそんな彼を不ふ審しんな目で見ていたが──。

　どうやらその正体には気がつかなかったようだ。すぐに視線を外すと、手にしたナイフを熱心に調べ始めた。

（ふ～、焦あせらせるなよ……ったく）

　貴大は心の中で汗あせを拭ぬぐった。

　他ほかの場所、別の時間ならともかく、今だけはまずい。

　ここで知り合いには会いたくないし、他人に顔を見られたくもない。

　なぜなら、彼はこのフリーマーケットで──。

　少しばかりレアなものを出品しているからだ。

　普ふ段だんは市場に出せば出所を聞かれる、ちょっぴりレアなアイテムや装備品。それを祭りの喧けん騒そうに紛まぎれ込ませ、後あと腐くされなく売り払はらおうと企たくらんでいるのだ。

　昨日の《フェアリーズ》がそうであったように、貴大はうっかりレア素材、レアアイテムを見つけてしまうことがある。持っているだけで「お？　あいつ、なかなかいいもん持ってるじゃねーか」と目をつけられるものを、倉庫やアイテム欄に溜ため込んでいる。

　そういった品を処分するために、そして懐ふところを温めるためにここに来たのだ。

　そのための変装もした。服も普ふ段だん着ぎとは別のものにした。

　偽ぎ装そうは完かん璧ぺきなはずだ。少なくとも、今まで誰だれにも気づかれていない。

（大だい丈じよう夫ぶだ。うん、大丈夫）

　それでも少し心配になって、貴大はアルティの様子を上目でうかがったが、

「う～ん」

（よし、気づいてねえな）

　幸いにして、アルティは店主の顔になど興味はないようだった。

　ナイフを水平に構え、恐おそろしいほど真しん剣けんな表情で細部を見ている。

（お目が高いな）

　あれは《複合毒のナイフ》。貴大渾こん身しんの一ひと振ふりだ。

（あれ、作るのに苦労したんだよな）

　貴大は、製作系スキルはあまり身につけてはいない。

　簡単な品物くらいは作れるが、本職の《ブラックスミス》や《アルケミスト》には、まるで及およばないところがあった。

　しかし、自分の得物、ナイフの作製だけは別だ。

　やらない時はする気も起きない貴大ではあったが、やるとなれば徹てつ底てい的に行うのが彼の性格だった。今回売りに出している《複合毒のナイフ》もその情熱の賜たま物もので、装備品としては中の下だが、彼なりの工く夫ふうが込められた逸いつ品ぴんなのだ。

（うんうん、やっぱいい出で来きだ）

　市し販はんのナイフを研とぎ、毒を塗ぬった。

　貴重な付ふ与よ素材もいくつか使った。

《火か炎えん樹じゆの粉末》でツヤ消しし、柄つかには《エビルプラントの蔓つる》を巻いた。

　それほどまでに苦心して作り上げた品を、まさか気に入らない者などいるはずがない。

　物を見る目があれば、その価値が分かるはずだ。現にアルティも目を輝かがやかせ、嬉うれしそうな顔で感嘆の声を上げ、

「すげえじゃねえか！」

「ん？」

　なかなかに無む邪じや気きな顔だった。

　手に持っているのは物ぶつ騒そうな代しろ物ものだが、アルティは頰ほおを紅潮させて喜んでいる。

「お前が作ったのか？」

「え、ええ、まあ」

「そうか！　分かってるなあ。こういうのが欲しかったんだよ！」

《複合毒のナイフ》を掲かかげ、弾はずんだ声を出すアルティ。

　彼女もいつも険しい顔をしているわけではない。貴大以外にはこうした姿を見せることもあるようだ。

「これ、いくらだ？」

「えっと、銀貨四枚です」

「安いな！　もっと取れよ！」

　などと言って、アルティはベルトのポーチから大銀貨を一枚取り出した。

　銀貨十枚分のそれが、《複合毒のナイフ》に相応ふさわしい値段らしい。その気前の良さ、そして自分のナイフへの称しよう賛さんに、貴大もついつい嬉しくなってしまう。

「お気に召めしていただいたようで……」

「ああ！　これがあったら、戦い方ももうちょい工夫ができそうだ！」

「そうなると、こういった品もいいのでは？」
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「おっ！　商売上手だなあ～！」

　今度は投げナイフを箱から出して、商品台に置く貴大。

　アルティはそれを手に取って、また嬉しそうな笑え顔がおを見せる。

　元々、ふたりは気が合わないわけではないのだ。斥せつ候こう職と軽戦士職、戦い方に共通点のあるふたりは、昔はペアを組んだこともあった。ある事件をきっかけに、関係がこじれにこじれてしまったが、それがなければ今も親しくしていただろう。

　そう、まさに今のように。

　フリーマーケットで歓かん談だんするふたりは、本当に気の合う友人のように見えた。

「それじゃ、こいつとこいつももらっていくな」

「はい、まいどあり～」

「また店を出したら連れん絡らく入れろよ？　買いに行くからさ」

「考えておきます」

　結局、最後まで和なごやかに話は進んだ。

　貴大自じ慢まんのカスタムナイフ、痒かゆいところに手が届く逸品は、すべてアルティが買い上げてくれた。その価値を知り、気前よく払ってもらえるのは気持ちのいいことだ。アルティも満足、貴大も満足の好取引。

　そんな取引も終わりが近づいて、貴大は名な残ごり惜おしささえ感じていた。

「それじゃ、こいつが代金だ」

「はい、どうも」

　大銀貨数枚を取り出して、貴大に差し出すアルティ。

　それを貴大が受け取って、深々と頭を下げたところで、

「あっ」

　帽子が落ちた。

　ついでにマフラーもずり下がった。

「やばっ！」

　慌あわてて顔を隠かくすももう遅おそい。

　アルティはしっかと目にしていた。

　貴大の顔を。どうやら命の恩人らしく、最近、気にかけている男の顔を。

　そんな相手と楽しげにおしゃべりをし、無邪気な笑顔も見せてしまった。相手をすごいすごいと褒ほめちぎり、その言葉を全部聞かれてしまった。

「あ、あ、あああああ……っ!?」

　ボッ！　と火がついたように赤くなり、わなわな震ふるえ出すアルティ。

「あああああ～～～～～～～～～～～っ!?」

　彼女はすぐさまそこから逃にげ出したが──。

　その晩、恥はずかしさのあまり、ベッドの上をごろごろ転がり回るのだった。
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　収しゆう穫かく祭も終わりを迎むかえ、その翌日の週末のこと。

　今日の貴大の仕事は郵便配達だった。例によって例のごとく、人手の足りない郵便局から、なんと五十通も回された。それを一日かけて配達していたのだ。とっくの昔に昼が過ぎ、もうすぐ日は沈しずもうとしていた。

　しかし──。

「終わったぁ～っ！」

　中級区の道みち端ばたで歓かん喜きの声を上げる貴大。

　これで郵便配達は終しゆう了りようした。五十通、すべて配達し終えたのだ。

「あ～、めんどくさかった」

　何でも屋に回されるだけあって、なかなか面めん倒どうな仕事だった。

　中級区のすみに一通。下級区の港に二通。アパルトメントの階段を上り、警けい邏ら隊の詰つめ所に足を運び、入り組んだ路地を抜ぬけ、スラムのような場所にも行った。知り合いのわんこにはじゃれつかれ、手紙を食うはぐれ山や羊ぎには狙ねらわれて、おまけにタイムセールのおばちゃんの群れに巻き込まれた。

　そのすべてを乗り越こえて、その日のうちに仕事を終えることができたのだ。

　この圧あつ倒とう的解放感。貴大は自分で自分を褒めてやりたい気分だった。

「久しぶりに酒でも飲むかな。いやいや、甘いものもいいかもしれん」

　むふふと頰をゆるませながら、通りを歩く貴大。

　今週は踏ふんだり蹴けったりな一週間だったが、終わり良ければなんとやらだ。

　幸いにして明日あしたは休み。しかも、今日のこれで仕事は全部片づいたのだ。

　これが嬉しくないわけがなく、彼は軽い足取りで繁はん華か街がいへと向かって、

「……ん？」

　ふと、あることに気がついた。

「マジかよ」

　ショルダーバッグから財さい布ふを取り出そうとした際に、手に当たるものがあった。

　引っ張り出してみると、どうやら見落としていた手紙のようだ。シンプルな白い便せんに、達筆な字で宛あて先さきが書かれている。

「ちゃんと数えたと思ったんだけどなあ」

　たった一枚の手紙をいじりつつ、彼は大きなため息をついた。

　終わったと思ったところで、実は仕事が残っていたことが分かる。面めん倒どう臭くさがり屋な貴大でなくても嫌いやなパターンだ。モチベーションなど上げられるはずもなく、彼はその場に立ち止まったまま、どうしたものかと考え込んだ。

（来週に回すか？）

　それがいいのかもしれない。

　手紙を見なかったことにして、このまま酒場か食堂に向かう。

　それもひとつの手ではある。

　しかし、仕事を残したまま食事をするというのも据すわりが悪い。

　どうせならゆっくりと飯を食べたい。後ろめたい気持ちを抱かかえたままでは、美味おいしい酒も楽しめない。それにあのメイドだ。あの仕事の鬼おにユミエルにサボったことを知られれば、貴大はいったいどんな目に遭あってしまうのか。

「しゃあねえか」

　今日は面倒臭さよりも後味の悪さが勝まさったようだ。

　一本だけ刺ささったトゲを抜くべく、貴大は記された住所へ歩き出した。




「しかし、下級区の《マネージ・ホーム》ねえ」

　中級区から下級区へと場所を移し、貴大は通りをとぼとぼと歩いていた。

「どこだ、そこ？　聞いたことねえぞ」

　首をかしげる貴大。彼は中級区を拠きよ点てんとしているが、仕事の都合上、上級区や下級区も歩き回る。自分の庭とはいかないまでも、主だった場所はあらかた頭に入っているのだ。それなのに、手紙に記された《マネージ・ホーム》という住所には聞き覚えがなかった。

　それでも、システムメニューのＭＡＰを開けば、目的地に向かうことはできた。手紙にある住所を入力し、表示されたルートをたどって歩く。やはり覚えのない道に、新しくできた区画なのだろうかと思いつつも、そこへ向かって進んでいく。

「えっと、今ここだから……ええ？　こんなとこ通るの？」

　相変わらず下級区は雑然としていて、分かりにくいことこの上ない。

　おまけに平気で路地の脇わきに生ゴミやゲロが放置されていて、その臭においに貴大はウッと顔をしかめた。

　最近は清せい掃そうに力を入れているようだが、人目につかぬ路地裏ではこの有様だ。

　まだまだ住民の意識改革にはほど遠く、改善の道もまだまだ長いようだった。

「さて、やっとこさ到とう着ちやくか」

　ここから先にあるのは一本道だけだ。

　開けた場所に繫つながっているのか、薄うす暗ぐらい路地裏に光が差し込んできている。

「さっさと手紙、渡わたして帰ろ」

　ここまで来れば、あと一息だ。貴大は弾はずんだ足取りで通路を抜けた。

　すると、その先には、思いもよらない光景が──。

「おぉ……？」

　雑然とした下級区の路地裏。その先には素す晴ばらしい庭園が広がっていた。

　乱雑で統一性のない建物に囲まれて、ぽっかりと開いた四十坪つぼほどの土地。

　その奥に小さな平屋が一いつ軒けんだけひっそりと建っている。そしてその手前には畑や花か壇だんがあり、何匹びきかの蝶ちようが舞まっていた。住民の物なのか、畑の脇には木組みの長なが椅い子すが備えられていて、それはとても年季の入ったものに見えた。

　こう言っては何だが、下級区に似つかわしくない光景だ。

「あれ？　ここが《マネージ・ホーム》だよな？」

「そうだよ、ここが《マネージ・ホーム》だよ」

「おぅわっ!?　ビックリしたぁー！」

　いつの間にそばに来たのか、貴大の背後には老ろう婆ばが立っていた。

　白しら髪がながらも腰こしは曲がっていない老婆は、薪まきを背負い、手には買い物もの籠かごを提さげている。

「これ、そこをどいておくれ。重たいもんを下ろしたいからねえ」

「あ、ああ、ごめん」

　ボーっと突つっ立っていた貴大は、図はからずも通路を塞ふさぐ形となっていた。

　慌てて脇に避よけ、老婆が通れるようにする。すると老婆は慣れた足つきで平屋脇の薪置き場へと進んでいった。

「は～、どっこいしょ。やれやれ、この年になると買い物も一苦労だね」

　荷物を下ろした老婆は、肩かたを揉もみ揉み振ふり返った。

「で、あんたはどちら様なんだい？」

「あ、ああ、俺は何でも屋の貴大だ。郵便配達でここに来たんだけど」

「郵便？　こんな婆ばばにかい？」

「そうそう。モーリス・クライムってのは婆ばあちゃんのことか？」

「ああ、それは私のことだよ」

　どうやら手紙の住所はここで間ま違ちがいないようだ。

　貴大はほっと胸を撫なで下ろし、モーリス・クライムに手紙を差し出した。

「はい、手紙だ」

「誰だれからだろう？　おや、友だちからだよ！　あの子、まだ生きてたんだねえ！」

　怪け訝げんそうだったモーリスも、差出人の名前を見てようやく顔を綻ほころばせた。

　思わぬ旧友からの手紙は、年をとればさぞ嬉うれしいものだろう。いそいそと手紙の封ふうを切る老婆に、貴大はふっと温かな笑えみを浮うかべる。

「よかったな、婆ちゃん。じゃあ、俺、帰るわ」

　これで郵便配達のノルマも完かん遂すいだ。

　ようやく飯が食えると、貴大は腹を撫でながらこの場を去ろうとした。

　しかし、

「ああ、ああ、待ちなよ！　せっかくこんなとこまで来てくれたんだ。おもてなししなきゃ罰ばちが当たるよ」

「え、いや、悪いよ、そんな」

　夕日差すのどかな風景に忘れそうになるが、この広場も下級区の一角だ。

　しかも、住んでいるのが老人となると、そこまで蓄たくわえもないはずだった。

　それなのにもてなされてしまえば、少なからず負担になるのではないだろうか。

　心配した貴大は遠回しに辞退しようとしたが──。

　しかし、モーリスはお見通しだとばかりにからからと笑った。

「な～に、ここにいるのは婆ひとりだけだけど、そんなに生活には困ってないんだ。遠えん慮りよしなくてもいいよ。さあ、入った入った」

「わっ、ちょっと、婆ちゃん!?」

　見た目に似合わぬ力強さで、ぐいぐいと自宅に客人を押し込めるモーリス。

　無理に振り切ることもできず、貴大は流されるままに老婆の家へと入っていった。




「うわ、何これ、うめえ!?　うめえよ、婆ちゃん！」

　グランフェリアでは珍めずらしい、ログハウスのような家の中。

　四人がけのテーブルでは、貴大が夢中でスプーンを動かしていた。

「こんなに美う味まいシチュー食ったの、はじめてかも……！」

　彼を虜とりこにしていたのは、ただのクリームシチューだった。

　いや、ただのではない。この芳ほう醇じゆんな味はただごとではない。

　やや乳臭くささが鼻にくるものの、それすら良いアクセントとなっている。

　ごろごろと入れられた根菜や芋いももほくほくと煮にえている。安い老ろう鶏けいもじっくりと煮込んだのか、嚙かめばほろほろとほぐれていく。

　これまで貴大が食べたことがないほどの絶品であった。

　彼は加速度的に食べ続け、五分もかけずに深めのシチュー皿を空にした。

「おかわり、いるかい？」

「ああ！」

「まだあるからねえ。たーんとお食べ」

　最初の遠慮はどこへやら、迷いなく皿を突き出す貴大。

　モーリスの方も満まん更ざらではなさそうで、にこにこしながら、あれも食べなさい、これも食べなさいと色々出してくる。

　自家製と思われるパン。ピクルスなどの多た彩さいな漬つけ物。塩しお漬づけのニシンや苔こけ桃ももの果実酒、果ては厚切りのハムに至るまで、モーリスは次々と運んできた。貴大はそれに目を輝かがやかせ、若さと空腹に任せて、来たものからどんどん平らげていく。

　その食いっぷりを嬉しそうに見ながら、モーリスは貴大に話しかける。

「よっぽどお腹なか空いてたんだねえ」

「ああ、まあなあ。今日は特に疲つかれてたし」

「疲れてた？　手紙を運ぶのは、そんなに大仕事なのかい？」

「それもあるけどさ。ほら、今日って週末だろ？　一週間の疲れってヤツがさ」

「何でも屋ってのは大変なんだねえ」

「う～ん……いや、うちは特に大変な気がする」

「へえ？　そりゃまたどうして？」

「うちのメイドがさ。めちゃくちゃ厳しいヤツで……おまけに仕事が大好きなんだよ」

「ほうほう」

「今週だって、バンバン仕事を入れてさ。これがまたキツイのなんの」

「ふ～む」

　パンを頰ほお張ばり、シチューをすくい、食べながら仕事の愚ぐ痴ちをもらす貴大。

　それをモーリスは止めずに聞いて、しばらく考え込んでから、

「でも、あんたはそれを良しとしてるわけだ？」

「うぐっ!?」

「生きるために働かなくちゃいけないこと。その子が自分に必要なこと。全部、ちゃんと分かってるんだねえ」

「そ、それは」

「偉えらいねえ、立派だよ」

「ううう……!?」

　予想外のところを突かれ、戸と惑まどう貴大。

「いや、そんなんじゃねえって」

「おや、そうかい？」

　苦し紛まぎれに言ってみたところで、返ってくるのは温かな笑顔だ。

　このモーリス・クライムという老婆、短い会話から多くのことを見み抜ぬいたらしい。

　それが当たっているのか、当たっていないのかは、今の貴大にも分からないことかもしれないが──。

　年の功には勝てないなあと思う貴大だった。




「それじゃあ婆ちゃん、ご馳ち走そうさま」

「はい、お粗そ末まつさま」

「ほんとありがとな。今度、お礼持ってまた来るわ」

「いいんだよ、そんなもの。私も楽しかったからねえ」

　日もとっぷりと暮れた頃ころ、家の前には貴大とモーリスの姿があった。

　こそばゆい指し摘てきはともかく、食事は美味おいしく、ついつい長居をしてしまった。

　このままでは門限の時刻がすぎて、下級区、中級区間の扉とびらが閉められてしまう。そうなる前においとましようと、貴大は席を立ったのだ。

「それじゃ、またな～」

「はいよ～」

　名な残ごり惜おしい気持ちはあったが、今は心ここ地ちよさの方が勝まさっていた。

　貴大は膨ふくらんだお腹をさすりながら、《マネージ・ホーム》をあとにする。

　その後ろ姿を見送っていたモーリスは、やはり温かな顔で微笑ほほえむと、

「うんうん、立派にやってるね。大したもんだよ」

　どこか訳知り顔で、そうつぶやいた。

「その調子、その調子。もっと頑がん張ばって、幸せにおなり」

　モーリスは誰に言うでもなくひとりごちると、ゆっくりと家の中に戻もどっていく。

　そして扉が閉まる間ま際ぎわ、やはり微笑むと、

「もっと幸せにおなり。そうしたら……」

　最後にそう言い残して、老婆は家の中へと消えた。

　するとそれに合わせて家や畑が消えていき──。




　数分ののち、そこには狭せまい空き地しか残らなかった。
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「一週間だけ、孤こ児じ院いんのみんなの面めん倒どうを見ていただけませんか？」

　季節は冬になり、風も冷たくなってきた頃。

　ルードスさんがたずねてきたと思ったら、彼女は唐とう突とつにそう切り出した。

「孤児院のみんなって……え？　ルードスさんはどうするんです？」

「実はこの度たび、聖女様が代だい替がわりいたしまして……それを祝う式典に参加することになったのです」

「え、ええ!?」

　そりゃ大変な話だ。

　聖女がどうたらは知らないが、孤児院はルードスさんが切り盛りしているからな。

　子どもたちだけじゃ心もとないだろうし、目を離はなせないチビすけもいる。

　代わりになる保護者が必要なんだろうけど──。

「時々手伝いに来てくれるシスターじゃダメなんですか？」

「式典の影響で、どこも手が足りていないのです」

「それなら派は遣けんのメイドさんとか」

「お手伝いだけなら他ほかの方でも問題ないのですが、子どもたちを預かってもらうとなると、気心の知れた方でなくては安心できなくて……その点、タカヒロさんなら申し分ないと思いまして、こうして依い頼らいをしに参りました」

「はあ、そういうことでしたか」

　確かに、俺は子どもたちに懐なつかれていると思う。

　ミケロッティの事件以降、何度も通ううちに顔なじみになったからな。

　俺自身、子どもたちの世話は嫌きらいじゃない。あいつらの相手なんて楽なもんだ。適当に遊んでやれば、体力の限り遊び回ってすぐに寝ねてしまう。そうなったらこっちのもんで、特にすることなんかなくなるし……ん？

　もしかして、これ、楽な仕事なんじゃないか？

　いくら子どもとはいえ、身の回りのことは自分でできる。

　飯だって作れるし、掃そう除じだってできるし、風ふ呂ろの準備だってできる。

　着き替がえだってできるだろうし、チビどもの面倒は言われなくても年長組が見ている。

　俺に求められているのは、保護者として見守ることだけ。

　最低限の世話をして、あとはチビたちと一いつ緒しよにお昼ひる寝ねすることだけだ。

（……これは！）

　いいじゃないか。素す晴ばらしいじゃないか！

　この依頼、是ぜ非ひとも受けさせていただきたい！

「そういうことでしたら、任せてください、ルードスさん！」

「まあ、受けていただけますか！」

「はい！」

　俺の輝かがやくような笑え顔がおを見て、ルードスさんはほっと胸を撫なで下ろした。

「あ、でも、その間は他の依頼が受けられませんが、よろしいのですか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです！」

　何も問題はない。

　差し迫せまった仕事はないし、学園だって事前に連れん絡らくを入れればいい。

　ギルドの定例会はまだ先だし、飛び込みの依頼が増えそうな時期でもない。

　ユミエルを連れて行けば、店を閉めることもできるしな。

　問題どころか大だい歓かん迎げいの依頼だ！

「いつもすみません。では、お願いしますね」

「はい！」

　久しぶりのぐーたら生活の予感に、胸をふくらませる俺。

　やはり嬉うれしそうに、契けい約やく書にサインをするルードスさん。

　こうして俺は、一週間限定で保育士っぽい仕事をすることになった──。

　のだが。
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「ああああああああ～～～～～～～～っ！」

「うわあああああああああっ！」

「おがあざ～～～～～んっ！」

　開幕早々、頭がくらくらしてきた。

　例の依頼から数日後、俺はユミエルと一緒に孤児院に来たんだけど、

「行っちゃやだああああ～～～っ！」

「おかあさんんんん～～～～～～っ！」

　これだ。

　事前に話は聞いていただろうに、理解できてなかったんだろうな。

　ルードスさんがいざ馬車に乗り込むと、チビたちは火がついたように泣き出した。

「「「わああああああああああっ！」」」

「ごめんね、ごめんね！　すぐに戻もどってくるからね！」

「「「わあああああああああああんっ！」」」

　話すら聞いちゃいないな。

　年長組のやつらに抱だっこされたチビたちは、最後の最後まで──。

　いや、馬車が見えなくなってからも、ずっとグスグスぐずっていた。

　いつも能天気そうに見えるクルミアも、尻しつ尾ぽを下げて悲しそうにしている。

（仕方ないっちゃあ仕方ないけど）

　これまでルードスさんが孤児院を離れたことはなかったんだろう。

　チビたちだけじゃなくて、年長組のやつらも不安そうな顔をしている。

（でも、まあ、すぐに慣れるだろ）

　こういうのは慣れだ、慣れ。何事も慣れてしまえばそれが日常だ。

　三日も経たてば、いつもみたいな感じに戻るだろう。

「さて、俺たちはどうしたらいいんだ？」

　落ち着いたところを見計らい、俺は年長組のやつらに声をかけた。

「あっ、えっと、どうするんだっけ？」

「あくまで保護者だからね。下の子たちの世話はわたしたちがするし、したいようにしてくれていいよ」

　一番上の兄のジャンと、一番上の姉のニーナ。

　共に十四歳、子どもたちのまとめ役は、実に嬉しいことを言ってくれた。

（うんうん、いいぞいいぞ～！）

　予想通りの展開だ。

　最初のギャン泣きには驚おどろかされたが、ここからは理想的な生活が始まるんだ。

　適当に子どもの相手をして、疲つかれたら一緒にお昼寝をして、たまに世話らしい世話をして──。

　なんともほのぼのとした暮らしじゃないか。

　最近、仕事が忙いそがしかったからなあ。

　休きゆう暇かと思って、のんびりまったりさせていただく！

「それじゃ俺はチビたちと遊ぶとするかな」

「うん、分かった」

「ユミィはどうする？」

「……わたしは孤児院の設備を確かく認にんしてきます」

「おー、そーかそーか」

　相変わらずマメなやつだ。

　台所の使い勝手とか、トイレの場所とかを確かめておきたいんだろう。

　ま、それも好きにするといい。俺は俺で好きにやらせてもらおう！

「それじゃ、庭にでも行くか」

「わう～ん！」

　やはり子どもは現金なもので、俺が歩き出すとちょこまか後ろをついてきた。

　そして庭につくと、思い思いに散らばって、それぞれ勝手に遊び始めた。

「それじゃタカヒロ、よろしくね？」

「お～う」

　ニーナやジャン、年長組の子どもたちに手を振ふって、俺はごろりと横になる。

　あいつらはあいつらで仕事があるからな。仕事って言っても就職前の職業訓練みたいなもんだが、それも大事な日課のひとつだ。

　あいつらにはそれを頑がん張ばってもらって、俺はここでゆっくりチビたちを見守ろう。

（……しかし、増えたなあ）

　そこそこ広い敷しき地ち、遊具も木もある孤こ児じ院いんの庭を見ながら、ふとそんなことを思う。

（前は十人くらいしかいなかったのに）

　庭で遊ぶチビたち。

　十歳未満の年少組の子どもたちは、それだけで九人もいる。

　ミケロッティの事件の時は、孤児院全体で十人くらいしかいなかったのに──。

　あれからちょこちょこ増えていって、今、ここにいる孤児は倍くらいに増えていた。

（おっ、あいつも新顔だな）

　いたち獣じゆう人じんの男の子、トカゲっぽい女の子。

　それに黒くろ猫ねこ獣人の女の子までいる。何ともバリエーション豊かなものだ。

（いいことなのやら、悪いことなのやら）

　俺には分からないが、まあ、孤児院の運営は安定しているみたいだ。

　そこそこ健康そうな孤児たちを見て、俺は取り留めのないことを考えていた。

「タカヒロ～！」

「うわっ！」

「わうわうわうわうっ！」

「ちょっ、おいっ、待てって」

　ボーっとしていると、横からクルミアが飛び込んできた。

　そしてその勢いのまま、俺にのしかかるようにしてぺろぺろ頰ほおをなめてくる。

「なんだ、やたらテンション高いな」

「えへへ」

　なんとまあ、しまりの無い顔をするもんだ。

　にこにこと口元をゆるめ、へろへろと舌を出し、まさに犬そっくりだ。

　まあ、犬いぬ獣じゆう人じんだからな。犬っぽいところがあっても当たり前みたいなもんか。

「タカヒロ～」

　俺の前でごろりと転がり、お腹なかを出してくねくねするクルミア。

　その隣となりでは愛犬のゴルディも同じようにしていて、お腹を撫でてと訴うつたえてくる。

　院長がいないから、いつも以上に俺に甘えているんだろう。

[image: ]

　仕方ない。いっちょ構ってやるか。

「うりうり」

「わう～♪」

「ほらほら」

「わふっ！」

　右手でクルミアを、左手でゴルディをわしゃわしゃ撫なでる。

　するとわんこたちはあごを反らし、なんか満足そうな声を上げ始めた。

「ほーら、なでなで」

「うう～♪」

　無防備な場所を見せるということは、そこを撫でてくれということだ。

　わんこたちのリクエストに応こたえ、俺はクルミアやゴルディのお腹やのど元、あごにかけてを撫でまくった。

「くふ～ん♪」

「…………」

　客観的に見てみると──。

　ひょっとしてこれ、いけない構図なんじゃないだろうか？

　クルミアは九歳児だけど体は大人だ。

　成長の早い種族のようで、身長もあるし胸もある。

　そんな子を撫でまくるなんて──本当はいけないことなんじゃ？

（い、いやいや。そんなこたあない。邪よこしまな気持ちはない）

　あくまでクルミアは九歳児。まだまだ全然お子様だ。

　これはその子どもと遊んでいるだけ！　うんうん、そうだそうだ。

「わふっ！」

「おわっ!?」

　いきなりクルミアが立ち上がった！

　なんか真しん剣けんな表情をしている。ど、どうした？

「おなかすいた！」

（腹減っただけかよ！）

　まったく、驚かせやがって。やっぱりまだまだ子どもだな。

「しゃーない。美う味まいもんでも作ってやるか」

「わーい！」

　ちょっと早いが昼飯の準備をしてもいいだろう。

　俺は通りかかったユミエルにその場を任せ、孤児院の台所へと向かった。
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　しょりしょりしょり。

　ここは孤児院の台所。造りは似ているけれど、大人数を賄まかなうためか、一いつ般ぱん家庭のものの二倍ほどの広さがある。竈かまどだけでも三つあるし、調理台にも余よ裕ゆうがあるな。趣しゆ味みで料理を作る身としては羨うらやましい限りだ。掃そう除じがめんどくさそうだけど。

　天てん井じようにかかる梁はりからは玉ねぎや唐とう辛がら子しがぶら下がっていて、いかにも洋風なキッチンって感じだ。そんな場所で今、俺は無心にジャガイモの皮をむいている。その周りで、何人かの子どもたちが、やはり人にん参じんやら玉ねぎの皮をむいていた。

「ねえ、お兄ちゃん。今日はお野菜のスープなの？」

　ふと顔を上げ、そう聞いてきたのは年長組のベラだ。

　中央に置かれた調理台の向かいから何気ない顔を向けている。

　なるほど、野菜を肉と一いつ緒しよに煮に込こんだスープは一般的な家庭料理だ。

　毎日のように作ってる料理だろうし、材料からそれを連想するのも無理はない。

　しかし、俺はそんな料理は作らない！

　せっかく世話を任されたんだ。もっといいものを用意してやる！

「ふふふ……違ちがうな。今日はな、カレーだ」

「「「かれー？」」」

　きょとんとして聞き返してくるベラたち。

　まあ、それも当然だ。イースィンドにはカレーはないからな。

　そもそも必要なスパイスがない。胡こ椒しようとか唐辛子はあるけど、ターメリックとかクミンとかがない。「スパイス・モンスター」って呼ばれる種類の魔ま物ものがドロップするんだけど、ここら辺には出てこないんだ。

　だが、俺は調合済みのカレー粉を山ほど持っている。

　仮想現実でカレーが食べてみたくて、《Another World Online》で一時期、乱らん獲かくしまくったからな。その残りがまだまだ大量に残っている。

　そのカレー粉があって初めて作り出せるカレー。

　そう、大人数で食べるにはもってこいの料理、お子様も大満足のあのカレーだ！

　今日はこれを作ってやる！

「カレーってのはな。スープにこれを入れて、とろみをつけた料理だ」

「わっ、いい匂におい」

「あっ、あたしも、あたしもー！」

「嗅かがせてー！」

　作業台に置いた瓶びんに群がる十歳ちょっとの女の子たち。

　日ひ頃ごろはお姉さんぶってるこいつらも、まだまだガキってことだな。

　好こう奇き心しんに目を輝かがやかせ、指に取っては鼻に近づけている。

「からっ!?　からーい！」

　やると思った。料理好きなミミルがカレー粉をなめてしまったようだ。

　ウサギのような耳を伏ふせ、口を押さえてはぴょんぴょんと飛び跳はねている。

　お子様舌にはカレー粉そのものはきつかろう。

「ほら、牛乳のめ」

「ありがほー……うぅ」

　両手でマグカップを抱かかえ、舌を冷やすように牛乳を飲むミミル。

　それでもまだ辛からそうで、目には涙なみだが浮うかんでいた。

「こんなの入れるの？　やめようよ」

「あたし、辛いの苦手……」

　もこもこな髪かみの羊獣人、メイが嫌いやそうな声を上げた。

　なるほど。しかしカレーは自由自在、お子様向けにすることも十分可能だ。

「安心しろ。林りん檎ごとか蜂はち蜜みつを入れてだな。甘口にしてやるから」

「えええ～？　スープを甘くするの？」

「しかも辛いの？」

「うえ～」

　ちょっと味の想像がつかないみたいだ。

　うん、ここは論より証しよう拠こだな。さっさと作って、味見してもらおう。

「わあっ！　いい匂い！」

「なになに？　何作ってんの？」

　バターで小麦粉を炒いため、そこに鍋なべから取ったスープを加え、カレー粉を入れ、ついでに蜂蜜や飴あめ色玉ねぎなんかをぶち込んでいく。

　それをじっくり練り上げていくと、辺りには食しよく欲よくを刺し激げきする匂いが広がり──。

「なにこれ～？」

「すっげー腹が減る匂いだ！」

「わうーん！」

　子どもたちがぞろぞろと集まってきた。

　ククク、すでにお前らは俺の術中、カレーの虜とりこよ。

　俺はフライパンでルーを練りながら、大成功の予感にほくそ笑えんでいた。

　しかし、どうしたことなのか。

　喜びはいつしか戸と惑まどいに変わり、歓かん声せいは悲鳴に変わっていって──。




「なにこれ……？」

「うん○……？」

　いつもはわいわいとにぎやかな孤こ児じ院いんの食堂。

　そこは今、奇き妙みような空気と不思議な香かおりに包まれていた。

「なんなの……？」

　子どもたちが見ているのはテーブルの上だ。三つ並んだ大きな食しよく卓たくに、温野菜のサラダと黒パン、そして甘めのポークカレーが置かれている。

　問題なのはどうやらそのカレーらしい。

　カレーを前に、ガキどもがなんか躊ちゆう躇ちよしている。

　まあ、確かに見た目はう○こだよな。しかも下げ痢りの方。でも匂いはいいはずなのに。

「おい、クルミア。お前、食べないのか？」

「ひゃんっ!?」

　俺の隣となりに座るわんこは、皿に近づけていた顔をバッと引き離はなした。

　なんか青ざめた顔でふるふると首を横に振ふっている。

「おい、ケビン。お前、腹が減ってんだろう？」

「そうだけどさ……いや、これは……」

　いつも腹を空すかせているケビンさえ、どうしたことか手を出さずにいる。

「ベラたちは一緒に作ったよな？　何で食わないんだ？」

「えっと」

「その」

　途と中ちゆうまでは楽しげだったんだけどな。

　大おお鍋なべに練りに練ったルーを入れ、そこに林檎や牛乳、チョコレートなんかをドボドボ入れた辺りで、みんななぜかドン引きしていた。

　そんなにおかしなことはしていないはずだが──。

「じゃあ、俺、もう食うぞ？　いいんだな？」

　スプーンでカレーをすくっても、誰だれも何も言わない。

　それどころかあからさまに顔をしかめ、俺を異常者みたいに見てくる。

　ええい、俺が食うところを見せれば、こいつらもあとに続くはずだ！

　そうすりゃあとは放ほうっておいても食べるだろ！

「んぐ。あ～、うめえ！」

「…………」

「カレー超ちよううめえ！」

「……………………」

　あれ？　すげえ冷ややかな反応。

「うわっ、○んこ食った……」

　って声がどこからともなく聞こえる。

「いや、マジでうめえから、お前ら食ってみろって！」

「………………」

　異文化コミュニケーションとは、かくも困難なものだったか。

　ええい、かくなるうえは！

「ユミィ、お前も食えって！」

「……はい。では、いただきます」

　頼たよれる相棒、ユミエルさんの出番だ。

　俺だけじゃなくてこいつも食えば説得力は増すだろう。

　それに、こいつには食わせたことあるからな、カレー。その美う味まさは重々承知で、それをガキどもに伝えてくれるはずだ。

　さあ、頼たのんだぞ、ユミエル！

　カレーは美味おいしいと表現するんだ！

「……おいしい、おいしい」

「………………」

　あ、そういやあユミエルさん、コミュ障でした。

　機械的にスプーンを口に運んでは、「おいしい、おいしい」と無表情で繰くり返すメイドさん。まるで、裏で「カレーを食ったら美味しいって言えよ」と強要されているみたいだ。

「……はっ!?」

　家族同然の従業員にこの仕打ち──。

　そう目で語る子どもたちの視線は、どこまでも冷ややかだった。




「おかわりー！」

「あっ、ニック、お前、それもう三杯ばい目だぞ！」

「肉は一いつ杯ぱい一切れまでよ、もー！」

「男って、ほんとにルール守らないんだから！」

「わんっ、わんわんっ！」

「ダメよ、クルミア、お肉はこれだけ」

　結局、長ちよう兄けいのジャンが試食することによって、○んこ疑ぎ惑わくは晴れたんだが──。

　そうしたらそうしたでこの有様だ。ガキどもはすっかり夢中になって、飢うえた獣のように大鍋に群がり始めた。

　やっぱ、カレーは偉い大だいなんだなあ。万ばん人にんを魅み了りようしてやまない食べ物なんだろう。

　いや、でも、大だい丈じよう夫ぶか、これ？

　大量に作って、夜もカレーを食わそうと思ってたのに──。

　なんか、なくなりそうだぞ？　人にん参じん一かけらも残りそうにない。

「うめー！　カレーうめーっ！」

「もっとくれーっ！」

「わうーん！」

「だー！　お前ら、大人しく食えー！」

　昼飯を作って食わせるだけでこの疲ひ労ろう感かん。

　あ、あれ？　もしかして、子どもの世話って、思った以上にハードなのか……？
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「づがれだぁぁぁ……！」

　孤児院に来た日の夜。

　俺は肩かたまで湯に浸つかりながら、情けない声を上げていた。

「ヴぁぁぁぁぁ……」

　いや、完全に予想外だった。

　子どもの世話なんて楽勝だと思っていたが、ここまで大変だったとは。

　あの暴動みたいな昼飯のあとも、チビたちは元気いっぱい駆かけ回り、少しだけ昼ひる寝ねをしたと思ったら、また夜までノンストップだ。

　そしたらまた晩飯を作って、その片づけが済んだかと思ったら、今度はみんなを風ふ呂ろに入れさせて──。

　もうすっかりくたびれてしまった。

　ルードスさんはマジですごいな。いつもこんなことをしてたのか。

　彼女への尊敬の念を高めながら、俺は湯に沈しずんでいき、ぶくぶくと口から泡あわを出した。

「う、うおーむ！」

「ん？」

「違ちがう違う。【ウォーム】だ」

「をーむ？」

「【ウォーム】」

　洗い場でチビたちが何かしているな。

　水がめを前にロッドのようなものを掲かかげている。

　ははあ、ありゃ【ウォーム】の練習だな。湯ゆ沸わかし用のマジックアイテムを上手に使えるよう、年長組のやつらが面めん倒どう見てるわけだ。

「おーむ！」

「【ウォーム】だ。『お』じゃなくて『ウォ』」

　舌っ足らずなチビたちは、なかなかうまく言えないようだな。

　言えたとしても効果が安定せず、冷たかったりぬるかったりするみたいだ。

（スイッチひとつで使えればいいのに）

　日本で生まれ育った俺はそんな風に思うんだけど、それもなかなか難しいらしい。

　魔ま法ほうの灯あかりをつけたり消したりするのが精せい一いつ杯ぱいで、他ほかのマジックアイテムの改良は遅ち々ちとして進んでいないのだとか。だからああしてスイッチを入れたあと、正しい発音で呪じゆ文もんを唱えなきゃいけないわけだけど、

「どれ」

　湯船から出て、タオルを腰こしに巻いて洗い場に移る。

　そして湯沸かし杖づえをひょいと取り上げ、先せん端たんを水がめに当てて呪文を唱える。

「【ウォーム】！」

　すると水がめから湯気が立ち上り、水はすぐに適温のお湯になった。

「「「おお～！」」」

　完かん璧ぺきな【ウォーム】に声を上げるチビっ子たち。

　一発で成功し、しかもすぐに効果が出て驚おどろいているようだ。

（ふふふ、こいつとも長い付き合いだからな）

　なにせ、この国に来て初めて買ったものが湯沸かし杖だ。

　手軽に風呂を沸かせるこいつは、まさに俺にとっての救世主だった。

（国によっては風呂がないところもあったもんなあ）

　それを思うと、いつでも風呂に入れるイースィンドのなんと素す晴ばらしいことか。

　魔法大国万歳。マジックアイテム万歳。俺はそんなことを思いながら、くるくると湯沸かし杖を回していた。

「すげー！　どうやんの!?」

「コツは？　コツとかある？」

　おお、大人気だ！

　まあ、ここまでこれを使いこなせるやつは少ないだろうからな。

　より良い風呂に入るため、練習してきた甲か斐いがあった。子どもたちからの尊敬をくすぐったく感じながら、俺は杖を肩にかける。

「おしえて！　おーむ、おしえてー！」

「そういえばタカヒロさん、先生もやってましたね」

「こいつらに教えてくれますか？」

「ああ、いいぞ」

　手のかかるチビたちも、こうなったら可愛かわいいもんだ。

　年長組のやつらに請こわれたこともあって、俺は【ウォーム】のコツや発音法をこいつらに教えることにした。

（学園講師の出張版みたいなもんだな）

　なんてことを考えながら、俺は再び杖を水がめに向けた。

　そして、少しぬるくなったお湯を適温に戻もどすべく、また【ウォーム】を使おうとして、

「タカヒロ～～～～～～～～ッ♪」

「んぐあっ!?」

　横から突つっ込んできた何かに突き飛ばされ、湯船の中にカムバックした。

「げほっ、げほっ！　な、く、クルミアァ？」

「んん～♪」

　乱入してきたのはクルミアだった。

　タオルしか巻いていないクルミアが、湯船の中で俺に頰ほおずりしている。

「おい、まだ男子の時間だぞ！」

「女子は出て行けよ～！」

　そういう問題なのか？

　それともよくあることなんだろうか。

　ともあれ、俺と一いつ緒しよに風呂に入りたがるクルミアをユミエルに引き渡わたし、俺は【ウォーム】講義もそこそこに風呂を出た。

　しかし、甘えんぼなクルミアがそれで引き下がるわけもなく、

「タカヒロ～♪」

「うぐ、む。クルミア、苦しい、く、くるし」

「わう～！」

　騒そう動どうは就しゆう寝しん前まで続いた。

　年少組がまとめて眠ねむる大部屋で、俺はクルミアに抱だきつかれていた。

「わふっ！」

　ゴルディもちゃっかりすり寄ってきているし──。

　これはあれか。お泊とまり会みたいなテンションなのか。

　もしかするとルードスさんがいなくなってさびしいだけかもしれないが、この甘えっぷりは尋じん常じようなことではない。

　ユミエルなんてちっちゃい子に群がられて、なんか団子みたいになってるし──。

　断言しよう。やっぱり子どもの世話は大変だ！

　想像していたものよりも、ずっとずっと大変なんだ！

（ひいい！　それが一週間も！）

　ルードスさんが一刻も早く帰ってくるよう、俺は神に祈いのりを捧ささげていた。
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「ミギー！」

「はいよ」

「ヒダリー！」

「はいはいっと」

「トウチャクー！」

「そうね」

　孤こ児じ院いん最年少、リラードを肩かた車ぐるまして、洗面所へと顔を洗いにいく。

　このトカゲっ子ときたら、すぐに人の肩に乗りたがる。今日は俺が犠ぎ牲せい者しやってことだな。まあ、すんごいチビすけだから軽いもんだけどさ。

「ダッコ！　ダッコ！」

「ちょい待ち」

　いざ洗面台の前に来ると、リラードはひょいと肩から下りた。

　しかし、すぐに俺の前に回って、後ろ向きに抱だっこをせがんでくる。

「ほら、顔洗えー」

「バシャバシャー！」

　大おお瓶びんからたらいで水を汲くみ、それを洗面台に置いてやる。

　その前にリラードを持ち上げてやると、チビは勢いよく顔を洗いだした。

（床ゆかに置いた方が楽なんだけど）

　みんなと同じようにしたいんだろう。

　洗面台で顔を洗いたがるリラードを、俺はずっと持ち上げていた。

（早くおっきくなれよ、リラード。せめて、もう二十センチもあれば届くはずだ）

　今日の朝飯で、牛乳多めに飲ませてやるか。いや、腹壊こわすかな？

「モーイーヨ！」

「はいはい」

　お尻しりのちっちゃな尻しつ尾ぽでペチペチと叩たたかれた。

　もう十分なようだ。脇わきに通していた手を下ろして、床に足を付かせてやる。

　そして、濡ぬれた顔をタオルで拭ふいてやると、リラードは、

「アリガトー！」

　と、とててててーと走ってどこかへ行ってしまった。まったく、子どもは元気だね。

　ここまで来たなら、俺もついでに顔を洗おう。

　たらいに残る水を両手ですくって、ばしゃばしゃと適当に顔を洗う。

　タオルはリラードの使い回しでいいや。そんなに濡れてないし。

「あ、おはよー」

「ん？　カールか、おはようさん」

　年長組のカールが、年少組の七歳トリオ（セロ、バルド、テオ）を引き連れて食堂へと向かっている。どうやら、もうすぐ朝飯らしいな。

「今日の朝飯なんだろな？」

「さあ？　でも、たぶん」

　俺はカールの隣となりに並び、じゃれついてくる七歳トリオを腕うでにぶら下げながら食堂へと向かった。




「やっぱポリッジか」

「……なにか？」

「いやいや」

　案の定、朝食は雑穀の粥ポリツジだった。

　まあ、健康的で経済的ではある。あるが、しかし。

　久しぶりに米が食いたくなってきたな。炊たきたての白い飯が食いたい。

「今晩は《まんぷく亭》にでも寄るか、ユミィ」

「……わたしはかまいません」

　よし、決まりだ！　今日の晩は白米だ！

　銀シャリを丼どんぶりで、おかずは焼き魚がいいかな。それに豚とん汁じると浅あさ漬づけもつけよう。

　いや、待て。鯵あじの南なん蛮ばん漬づけという手もある。南蛮ならチキン南蛮もいいな。

　むむむ、悩なやましい。

「ねえ、まんぷくていってなあに？」

「ん？　飯屋のことだよ」

　俺の膝ひざの上に座るテオが、首をかしげて聞いてくる。

「めしやってなあに？」

「む、そうきたか。飯屋ってのはな、屋台と違ちがって、中で食いもんが食える店だ」

　これくらいの歳の子は「なんで？　なあに？」と聞きまくってくる。

　それを分かりやすく説明できなければ、また「なんで？　なあに？」の繰くり返しだ。

　屋台をたとえに出したが、屋台ならこの近くの大通りにもあるから分かるだろ。

「きょうのごはんは、そこでたべるの？」

「あぁ、そうだ」

「ぼくも？」

「ぼくも～？」

　セロとバルドも興味を示したのか、俺の膝に寄りかかってたずねてくる。

　その七歳トリオに対し、俺は首を横に振ふった。

「いや、違うよ。俺とユミィだけだ」

「「「なんでー!?」」」

「「「ずるーい！」」」

　うわっ!?

　いつの間に集まったのか、他ほかのチビたちも来ている。

　いや、ずるいって。だってさあ。

「俺とユミィがいるのは、今日の昼過ぎまでだぞ？」

「「「ええええ～～～～～～っ」」」

　そう、今日で孤児院勤務七日目。

　いよいよルードスさんが帰ってくる日だ。

　人間、何でも慣れるもので、俺とユミエルはすっかり孤児院に溶とけ込んでいた。

　院長恋こいしさで夜泣きする子もいなくなり、俺の方もごく自然体に振る舞まえるようになってきた。

　それでも仕事は仕事、今日が期限の最終日だ。

　それをやっぱり分かってなかったんだろうな。

　年少組のやつらは、途と端たんに俺とユミエルにしがみついてきた。

「くぅん、くぅん」

「いや、別にお別れってわけじゃねえし……そんな嫌いやそうな顔すんなよ」

「ヤダー！」

「ずっと一いつ緒しよに住もうよ！　ねぇねぇ！」

「そういうわけにもいかねえだろ」

「なんで？　ねえ、なんで！」

　なんでなんでと繰り返すチビどもを適当にあしらいながら、俺は何度目になるか分からないことを思っていた。

　すなわち、（ルードスさん、早く帰ってきて！）と。




「みんな！　ただいま！」

「おかあさん！」

「おかえり！」

「うえぇぇぇん、おかあさぁぁん」

「ごめんね、ごめんね。こんなに留守にしちゃって……ごめんね、みんな」

　願いが通じたのかそうでもないのか、ルードスさんは少し早めに帰ってきた。

　ブライト孤児院の前、停とめられた馬車から飛び降りたルードスさんは、子どもたちと涙なみだの再会を果たしている。チビどもはチビどもで、もう俺の方なんか見向きもせず、泣きじゃくりながらルードスさんに抱だきついていて──。

　うん、これなら俺が出ていっても問題ないだろう。

　少しばかり名な残ごり惜おしい気もしたが、まあ、こんなもんだ。

　やっぱりお母さんが一番ってことだな。

「タカヒロさん、一週間もありがとうございました」

　子どもたちを一通り抱ほう擁ようし終えたのか、ルードスさんがぺこりと頭を下げてくる。

「ああ、いえ、楽なもんでしたよ」

　本当はめちゃくちゃ大変だったけどな！

　やれ、おねしょしただのお腹なかすいただの、遊んで～だの、遊んで～だの、遊んで～だの！　自分の時間？　ハハッ、何それ？　って感じの一週間だった。

　でも、それは言わないのが社交辞令ってやつだ。

　それを察してか、ルードスさんはくすりと笑って労をねぎらってくれた。

「ふふ、大変だったでしょう？　うちの子はみんな、元気いっぱいですから」

「は、ははは」

　あえて明言は避さける。代わりに笑って誤ご魔ま化かしておいた。

「さて、じゃあ俺たちはそろそろおいとまさせてもらいます」

「はい、ご苦労さまでした」

　ぺこぺこと頭を下げあって、俺とユミエルはさり気無くここから去ろうとした。

　が、やはり見み逃のがしてはくれない者たちが──。

「どこ行くの!?」

「帰っちゃやだー！」

「わぅぅ！」

　チビとわんこたちが腕や足にしがみつき、俺を行かせまいとし始めた！

　ユミエルも同じように、直立不動のまま、例の団子みたいになっている。

「こ、こら、あなた達！　止やめなさい！」

「「「やだーっ！」」」

「ぐえっ」

　ルードスさんが止めに入ると、ますますチビたちは腕の力を強めて──。

　し、絞しまってる！　頸けい動どう脈みやくが！　頸動脈がっ！

「おい、お前ら、放せって！」

　長ちよう兄けいのジャンを先頭に、年長組のやつらもチビたちを引きはがそうとする。

　だけどひとりを外せば他の子が纏まとわりつき、そいつを外せば他の子がとキリがない。

「ぐぬぬぬぬ……っ！」

　それでも数と力の差には勝てないもんだ。

　涙でぐちゃぐちゃなチビたちは、やっとこさ俺の体から離れていった。

「行っちゃヤダーーー！　うぁぁぁぁ～～～～～～！」

「タカヒロさん、早く行ってください！　あとは何とかしますから！」

「す、すみません！　ルードスさん！」

「わうっ、わう～～～～～んっ！」

　そして俺はユミエルを担かつぎあげて、逃にげ出すようにブライト孤こ児じ院いんをあとにした。

　これが、俺の一週間に渡わたる孤児院生活の終わりの光景だった。




「……さびしい、ですか？」

「ん？」

　孤児院からの帰り道、俺の隣を歩くユミエルがぽつりとつぶやいた。

「さびしいって、なにが？」

「……この一週間、このように静かな時間はありませんでしたから」

「ああ、そういうことな」

　確かに、この一週間は常に誰だれかがそばにいた。

　家の中には歓かん声せいが響ひびき渡り、どたばたとチビたちがそこらじゅうを走り回っていた。

「あれに比べりゃさびしいかもな」

　ガキどもの面めん倒どうを見るのは大変だったが、終わってみると案外しんみりするものだ。

　手持ち無ぶ沙さ汰たというかなんというか。誰かの重みが体に感じられないのは、少しばかり物足りない気もする。

　まあ、じきに慣れるさ。

　孤児院の生活に慣れたように、すぐにふたりだけの生活にも慣れる。

　さびしいわけじゃないけれど、俺にはこいつがいれば、

「……そうですか。では、子どもを作りましょう」

「ぶふぅぅぅぅ～～～～～～っ」

　な、何を言い出すんだこいつは!?

　屋台で買ったジュースが気管に入り、思いっきりむせてしまった。

　ゲホンゲホンと咳せき込こむ俺をそのままに、ユミエルのやつはなおも続ける。

「……孤児院の子どもを連れて帰るわけには参りません。なのでご主人さまにご協力いただいて、うちにも子どもを」

「だから、なんでそうなる!?」

　無表情にずいと迫せまるユミエルの肩かたに手を当て、何とか押し戻もどそうとする。

　しかし、このメイドときたらまったく引こうとしない。

　なんでだ？　もしかしたら、こいつの方がさびしいんじゃないのか？

「……子どもを作りましょう。それがご主人さまのためです」

「断る！」

　なおも接近しようとするユミエルと、そうはさせじの俺。

　そのドタバタは家に帰ってからも続き──。

　それは夜よる遅おそくまで続くのだった。
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　結局、ゆうべはあまり眠ねむれなかった。

　子どもを作ろうと迫るユミエルを、貴たか大ひろは何とか押し止とどめたのだが──。

　その代だい償しようは大きかった。十分な睡すい眠みんが取れず、貴大はあくびを嚙かみ殺しながら大通りを歩いていた。

「ったく、よりによって講師の日かよ」

　他ほかの日ならどこかで昼寝ができたかもしれないが、今日は週に一度の講師の日だ。

　王立学園が相手だとズル休みもできず、貴大は渋しぶ々しぶ、朝も早くから出勤していた。

「せんせ～、おはよ～ございます」

「おはようございます、サヤマ先生」

「あ～、おはよーさん」

　初等部や中等部の生徒たちが挨あい拶さつをしてくる。

　彼らは貴大のだらしない姿にも慣れたようで、特に驚おどろくこともなく通り過ぎていく。

「先生、今日も眠たそうですのね？　ふふっ」

「お久しぶりです、先生！」

「お～、久しぶり～」

　今度は担当クラスの生徒たちだ。

　貴大の姿を見るや、律りち儀ぎに挨拶をし、会え釈しやくをしては玄げん関かんへと去っていく。

（相変わらず優ゆう雅がなもんだ）

　制服が冬服に変わっていたが、全員、きっちりと着こなしていた。

　それを感心しながら、ぼんやりと見送っていると──。

　時計塔とうから予よ鈴れいの音が聞こえてきた。

「やばっ」

　慌あわてて走り出し、学園の敷しき地ちに飛び込んでいく貴大。

　彼が並木道を駆け抜ぬけていったところで、

「ん？」

　ふと、横手から何者かの視線を感じた。

「…………」

　学園の生徒だろうか？　金きん髪ぱつの美男子が貴大のことをじっと見ている。

　彼はしばらく貴大を見ていたかと思うと、

「ふんっ」

　鼻を鳴らして去っていった。

「なんだ、あいつ」

　見覚えがあるような、ないような。

　貴大はしばらく首をひねっていたが──。

　すぐに気持ちを切り替かえて、小走りに職員用玄関へと向かっていった。




「あら先生。今日はいつもよりも遅おそいお着きでしたのね？」

「フランソワか」

　教室に入るなり、貴大はフランソワに声をかけられた。

　この少女は、いち早く貴大のスキルに目をつけ、公私に渡わたって何かと接せつ触しよくを持とうとしている。こういった朝の挨拶も、最初は彼女と交かわすことが多い。

「お疲つかれのようですね？」

「いや、なかなか疲れが取れなくてな」

　うちのメイドがさ──。

　そう続けようとした貴大の言葉を、フランソワが何やら納なつ得とくした顔でさえぎる。

「ええ、そうでしょうとも。先生ほどの人材は引く手数多あまたですものね？」

「は？　いや、そうじゃなくて」

「ふふ、相変わらず謙けん遜そんばかり。ジパングの方って、噂うわさ通り奥ゆかしいのですわね」

　そう言って、口元に手を当てて笑うフランソワ。

　どうやらまた、なにか深読みし過ぎて勘かん違ちがいをしているようだ。

（そういうことにしとこ）

　もう説明する気力もない。

　フランソワの勘違いはそのままに、貴大は通勤鞄かばんを教きよう卓たくに下ろした。

「よし、じゃあ、授業始めるぞ～」

　出欠確かく認にんを終え、貴大は早さつ速そく資料を広げた。

　いつも通り、午前中は座学だ。迷めい宮きゆうのことやスキルのことを教える予定になっている。

（さて、前の授業は何を教えたかな）

　貴大が思い出していたところで、

「邪じや魔まをする！」

　大きな声が上がり、教室の扉とびらが勢いよく開かれた。

「……は？」

　開け放たれた扉から颯さつ爽そうと現れたのは──。

　なんと、今朝がた貴大を見つめていた男子だった。

　彼は我が物顔で教卓に近づくと、やたら偉えらそうにあごをしゃくった。

「フォルカ様!?」

「なぜフォルカ様がここに？」

　どうやら生徒たちはみんな、彼の素す性じようを知っているようだ。

　口々に「フォルカ様」とつぶやいては、隣となりの生徒とひそひそと言葉を交わしている。

　知らぬは貴大ばかりなり。貴大だけが分からない。彼が誰だれなのかさっぱり知らない。

　だから貴大は、ついうっかり、

「え、どちらさま？」

　と聞いた。

　聞いてしまった。

「「「……………………！」」」

「え？　なんだ？　どうした？」

　どうしたことなのか、教室の空気が痛いほどに凍こおりついてしまっていた。

　その空間で、貴大だけがやはり分かっていない顔をする。

　自分は何か、聞いてはいけないことを聞いたのだろうか？

「せ、先生！　こちらの方は！」

　うろたえる貴大に、フランソワが慌てて説明をしようとした。

　しかし、金髪男子がそれを手で制した。

「まあ、いいだろう。下げ賤せんな平民に顔を覚えられていては、むしろ名めい誉よに傷がつくというものだ。今回姿を見せたのも、何やら小器用な平民が『得え難がたい人材』とおだてられて調子に乗っていると聞いたものでね」

　調子に乗っている小器用な平民。

（俺のことか？）

　と、自分を指差す貴大。

　生徒たちは何やら言い辛づらそうに顔を背そむけている。

　しんと静まり返る１・Ｓの教室。その居たたまれない空気を作ったのが件くだんの金髪男子なら、それを破ったのもまた彼だった。カッカッと靴くつ音おとを立てて教きよう壇だんに上がり、貴大をしかと見すえて、彼は口を開いた。

「では、名乗ってやろう！　僕はフォルカ・ラセルナ・ボルトロス・ド・イースィンド！　栄はえあるイースィンド王国国王、ラセルナの第六子であるぞ！」

　途と端たん、生徒たちが席を離はなれ、片かた膝ひざをついて臣下の礼をとった。

　貴大もそれに合わせて膝ひざをつき、深く頭を下げたのだが──。

（何だかめんどくさいことになりそうだ）

　と、とても嫌いやそうな顔をしていたのだった。
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　フォルカ・ラセルナ・ボルトロス・ド・イースィンド。

　それが彼の名前だ。

　彼はイースィンド国王の第六子であり、先日十五歳になったばかりの若き第四王子でもある。加えて王立学園の生徒でもあり、成績優ゆう秀しゆうな中等部三学年の首席でもある。

　噂だけなら貴大も聞いたことがあった。

　中等部には王子様がいる。そしてその方は、フランソワ以上の力を持っていると。

（こいつが噂の王子様か）

　少し嫌いや味みっぽいところはあるが、それに見合う力はあるのだろう。

　やたら偉そうなフォルカを上目でうかがいながら、貴大はおずおずと声をかけた。

「この度たびはどのような御ご用ようで……？」

　もしや貴族の次は王族に目をつけられたのか？

　不安に思う貴大に、しかしフォルカは「はっ」と短く嗤わらうと、

「そんなことも分からないとは、さすが平民だね。一を聞いて十を知る僕ら高貴なものとは出来が違ちがう。まあ、そこまで平民に求めるのは酷こくというものかな？　仕方ないが、答えてやろう。感謝したまえよ？」

（うわあ）

　もう、この時点で嫌な予感がする。

　どうやら予想とは違っていたようだが──。

　それでもトラブルの匂においがぷんぷんする。それをどうにかやり過ごそうと、貴大は下げた頭をますます深くし、口をつぐんで続きを待った。

「いいかい？　僕は、君に身の程ほどを教えてやろうと思って、わざわざ会いに来たんだ。最近は父上も兄上も、フランソワだって口を開けば君のことばかり。そりゃあ、僕だって君が教えたとされるスキルを覚えたよ？　でも、種が分かってしまえば何のこともない。誰だって覚えられるようなやり方じゃないか。それを君は勿もつ体たいぶって披ひ露ろうし、栄光ある王立学園の講師の座に収まってしまったんだ！」

　顔に右手を当て、嘆なげくように目を閉じ、仰け反るフォルカ。

　いちいち演技臭くさい子だ。そんな王子様の話は、まだまだ続く。

「まあ、それでも君が謙けん虚きよでいれば僕も我が慢まんしたんだ。だが、君は先週、学園を休んだね？　授業に穴を開けてしまった。これがいけない。怠たい慢まんというものだよ、君」

「あ、あれはっ！」

　事前に連れん絡らくし、許可を得た。

　貴大がそのことを伝えようとすると、

「言い訳はいけないね！　分かりきった噓うそは、聞いていて苦々しく感じるよ。君は人を不快にさせるのが趣しゆ味みなのかい？　そうじゃないなら、噓は控ひかえるべきだ」

（人の話を聞けよ！）

　とは思うものの、王族相手では口答えもできなかった。

　それに気を良くしたのか、フォルカはますます調子に乗って話を続ける。

「僕はね、テングになっている君に……分かるかな？　テング。君が生まれた東方の魔ま物ものだったよね？　それとも、もっと簡単な言葉じゃないと平民には分からないかな？　ええとだね……平民はこんな時、どう言うんだい？」

（ぐううう……！）

「そうだね……そう、増ぞう上じよう慢まんになっている。少しばかり高貴な言葉なんだが、これなら平民にも分かるかな？　増上慢になっている平民に、身の程を思い知らせてやろうと思ったんだよ、僕は」

（うおぉぁぁ……！）

　同じことを何度も繰くり返して言う。

　話が長い人の特とく徴ちようだ。そしてそれは、貴大が苦手とする人間の特徴でもあった。

（勘かん弁べんしてくれえ！）

　貴大のフラストレーションがかつてないほどにグングンと上じよう昇しようしている。

　それをフォルカはもちろん気づかず、舌の動きも滑なめらかにべらべらしゃべり続けた。

「そこでだ！　今日、高等部Ｓ組はいよいよ中層部のボスを倒たおすという話だったね？　そこに僕も同行させてもらうよ」

　ざわり、とわずかにざわめく生徒たち。

　実は彼ら、彼女らは、その初はつ挑ちよう戦せんを貴大に見てもらおうと考えていたのだ。

　孤こ児じ院いんの仕事で休んでいたので、貴大が学園に来るのは二週間ぶりのことだ。

　その間、生徒たちはみっちりと鍛たん錬れんに励はげんでいた。自分たちの成長を見てもらおうと、わざわざこの日に合わせて学園迷宮攻こう略りやくを進めていたのだ。

　そのプランを台無しにする王子の提案に、苦々しい想おもいを抱いだく生徒たち。

　しかし、そんなこととは露つゆ知しらず、フォルカは自分の名案について語り出した。

「僕はね？　自じ慢まんじゃないが、この教室の誰よりも強い『力』を持っているんだ。当然、君よりもだ。でも、そう言われたからと言って、無む駄だに自尊心ばかり高い平民は納得しないだろう？　だから、君の目の前で、僕が単独で中層部のボスを倒してみせよう。その戦いぶりを見れば、君だって自分がいかに『井いの中の蛙かわず』かを思い知るはずだ」

　そう言って、誇こ示じするように腰こしの長ちよう剣けんを揺ゆらしてみせるフォルカ。

　彼は自信たっぷりに微笑ほほえむと、マントをひるがえして教室の入り口に向かった。

「午後になったら、また来るよ。それまで、お粗そ末まつな平民おつむに精せい一いつ杯ぱい詰つめ込んだスキルを、枯こ渇かつしないように長～く薄うす～く引き延ばしながら教えておくんだね！　ははは！　では、失礼するよ！」

　開けっぱなしだった扉から去っていくフォルカ。

　それを貴大は呆ほうけた顔で見送って──。

　やがて、事態が落ち着いてきてから、ようやく彼が口にした言葉が、




「臨時講師辞やめます」




　だった。

「お待ちになって!?」

「わ、我々はあのように思っていません！」

「先生は我が国にとって必要な御お方かたですよ！」

「王子が……そう、王子が少しばかり歪ゆがんだ方なだけでして！」

　体育座りで教室の隅すみに丸まる貴大の周りを囲み、あれやこれやと励ましの声をかける生徒たち。

　それでも貴大は顔を上げず、暗い声で否定的なことを言う。

「どーせ俺なんてゴミみたいな存在だよ」

　自分で自分を否定しているうちに、なんだか無む性しように悲しくなってきた。

　寝ね不ぶ足そくによるストレスも情じよう緒ちよ不安定に一役買っているのかもしれない。貴大はほじほじと教室の床ゆかをいじくり始める。

「うわわわわ……っ!?」

　それを見て、さらに慌あわてたのは生徒たちだった。エリートと言われる彼らも、こんな時どうすればいいのか、まるで答えを知らない。

　しかし、フランソワはさすがに才女だ。

　落ち着いた声、優やさしげな笑え顔がおで、彼女はそっと貴大の肩かたを抱いた。

「先生。気を落とさないでください。このクラス、いいえ、この学園で先生を見下している者など、フォルカ王子以外にはいませんわ」

「ほ、本当か？」

　ポジティブな接せつ触しよくにより、幾いく分ぶんかは気を持ち直す貴大。

　それを見て、フランソワはますます優しげに微笑むと、なおも励ましの言葉を続けた。

「もちろんですとも。私わたくしたちは先生を尊敬しております。先生はこの学園にとっても、私たちにとっても、かけがえのない存在ですわ」

「お、おおお……！」

「あ、でも、クォル先生は『平民ごときを講師に招くなんて』って今でも言って」

　口を滑すべらせた生徒、アベルを、他ほかの生徒が蹴けり飛ばして口を封ふうじた。

　しかし、時すでに遅おそく、再びへこんだ貴大は──。

「俺なんて……」

　高く持ち上げて、そこから落とす。

　高等テクニックだ。一気に塞ふさぎ込む貴大に、しかし、慌てないのがフランソワだ。

「先生、言い間ま違ちがえましたわ。フォルカ王子とクォル先生だけです。先生をけなしているのは、そのふたりだけ。他はみんな先生の味方ですのよ。ねっ？　みなさん？」

「ええ、その通りです！」

「俺たちは先生の味方ですよ！」

　そろってうなずく生徒たち。

　どうやら、学園迷めい宮きゆうで鍛きたえ上げた連係は申し分ないようである。

「そ、そうか」

「そうですわよ」

　優しい言葉と温かな笑顔に、貴大は何とか自力で立ち上がった。

　それをフランソワが慈じ母ぼのような目で見守っていた。周りを囲む生徒たちも、みんな優しげな目をしている。

　アベルだけは死んだ魚のような目をして転がっていたが──。

　まあ、それはともかく、貴大は何とか立ち上がった。そして、生徒たちから王子についての話を聞きながら、午後、どうするのかを話し合った。

　そして、迎えた午後の実習。

「遅かったじゃないか。時間には間に合ったようだが、ギリギリだよ？　だらしがないと言わざるを得ないね。さすが平民、余よ裕ゆうというものを知らない」

　癒いやしてもらった心の傷口が、ドバッと開くのを貴大は感じた。

「さて、上層部などポータルで飛ばしてしまうよ。僕が実力を見せるのは中層部だ」

　そう言って、自分ひとりでさっさとゲートを潜くぐってしまったフォルカ。

　ここでみんな帰ったら、あの王子はどんな顔をするのだろうか。試ためしてみたい気もしたが、それも怖こわい貴大だった。

「ふふん、やっと来たのかい。僕はてっきり、怖くて逃にげだしたのかと思ったよ」

　生徒たちに続いてゲートを潜り抜ぬけた先で待っていたのは、やはり鼻持ちならない王子だった。

（ゲートが誤作動を起こして、下層部のモンスターハウスの真っ只ただ中なかに落ちてしまえ）

　そんな暗い祈いのりは、どうやら聞き届けられなかったようだった。

「それじゃ、始めます？」

　力なく答えた貴大を視線から外し、額を手で押さえてやれやれと横に振ふるフォルカ。

　いちいちそのポーズを取らないと話せないのか、どうなのか。貴大が疑問に思うよりも早く、王子は腰の剣けんに手をやった。

「そう澄すました顔をしていられるのも今のうちだよ？」

「え？」

「さあ、存分に見るがいい！　神に選ばれし、僕の『力』を……！」

　そう言って、王子は鞘さやからゆっくりと剣を引き抜いていく。

　すると、その動作に合わせ、貴大の顔が驚きよう愕がくに染まっていった。

（なっ!?　あれは……！）

　抜き放たれた刃やいば。薄うす緑みどり色に光り輝かがやき、薄うす暗ぐらい迷宮を照らす刀身。

　象ぞう牙げと宝石で彩いろどられた美しき剣。その神こう々ごうしい造形の武器に、貴大は見覚えがあった。

（あれは、《神剣ウェルゼス》!?）

《神剣ウェルゼス》

　それは、圧あつ倒とう的なレベルを持つ貴大でさえ怖おそれを抱く──。

　ここにあるはずのない神々の武器であった。
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「ぶっ壊こわれ」という言葉がある。

　これはネットゲームで使われているスラングで、「ゲームバランスがぶっ壊れるほどの性能」や「まるでバグって（ぶっ壊れて）いるかのような性能」を持つチートアイテムやスキルを指す言葉だ。

　キザったらしい王子が見せつけるかのように取り出したのも、それだ。

《神剣ウェルゼス》。代表的なぶっ壊れ武器だ。

　高い攻こう撃げき力。見た目に反する軽さ。そして、

【必中】（必ず直接攻撃が当たる）

【貫かん通つう】（防ぼう御ぎよ力、防御スキル無効化）

【光こう刃じん波は】（消費無しで衝しよう撃げき波はを任意で放てる）

【神属性】（攻撃がすべて神属性になる）

【オートヒーリング】（自動的に体力を回復する）

　この五つのスキルを備えた、まさにゲームバランスをぶっ壊してしまう代しろ物ものだ。

　特に、この【神属性】ってのが一番やばい。軽減ができないし、こちらの弱点を突つきまくってくる。《Another World Online》のゲーム性を全否定するようなチートっぷりだ。これじゃあ【軽減】、【無効化】のスキルで抗あらがうこともできやしない。それを【必中】、【貫通】で放ってくるんだからたまらない。

　おまけに、こんなに強力な武器が「ガチャポン」で手に入るんだから──。

　まあ、世も末だよな。

　リアルマネーを注つぎ込めば、誰だれでも何本でも手に入る。やろうと思えば誰もが「ぶっ壊れ」持ちのプレイヤーになれる。そしてそれは現実のものとなって──。

　起こってしまったのが、神々の黄昏たそがれと呼ばれる終末戦争だった。

　領土争いの戦場で《神剣ウェルゼス》の【光刃波】が無数に飛び交かい、人も、オブジェクトも破は壊かいしていく。それは世界の終わりを連想させた。

　俺も興味半分で参加してみたものの、開始五分で【光刃波】の集中砲ほう火かを浴びて弾はじき出された。好こう奇き心しんのおもむくままに最前線までノコノコ出かけたところ、斥せつ候こう系の俺でも回かい避ひしきれない土ど砂しや降ぶりのような光刃が降り注いで俺は果てたんだ。

　そして、陣じん地ち後方に復リス活ポンした俺を待っていたのは、陣地争いに情熱を燃やす超ちよう上級プレイヤーの方々のキツイお言葉だった。

「斥候職はここに来んな！」

「転職しろ、転職！」

「ガチャ回して、ウェルゼス持ってこい！」

「的になりたいだけなら余よ所そでやれ」

　いや、もう、あれは本当に酷ひどかった。

　だけど、盛じよう者しや必ひつ衰すいとはよく言ったもので、わずか一週間で神剣は弱体化された。

　正確には【神属性】と対ついになる【魔ま神じん属性】が実装されたんだな。

　対たい抗こう策がある属性攻撃ならば、どうとでもなるのがＲＰＧというものだ。属性攻撃しかできない武器など、軽減・無効化してしまえばひのきの棒にすら劣おとる。

　こうして《神剣ウェルゼス》は、ぶっ壊れ武器から、ありふれた武器へと落ちていくことになったんだけど──。

　しかし、一週間もの間、たったひとつの課金武器が《Another World Online》を支配していたという事実は消えない。

　その期間を皮肉って、俺たちはそれを「神々の黄昏」と呼んでいた。




（まさか、異世界に来てまであれを見る羽目になるとはな）

　苦い思い出に、ついしかめっ面つらをしてしまう。

　それをどう解かい釈しやくしたのか知らないが、フォルカとかいう王子様が、得意げな顔をして《神剣ウェルゼス》を見せびらかし始めた。

「ふん、低てい俗ぞくな君もさすがにこの剣のことは知っているようだ。そうだ、この剣こそ《神剣ウェルゼス》。音に聞こえし神の剣さ」

「は、はあ」

「おっと！　そんなに羨うらやましそうな顔をしても無む駄だだよ？　この想像を絶する威い力りよくの剣は、選ばれし者しか振るうことを許されないんだ。それはまかり間違っても君のような平民ではない。高貴で、神々に愛され、そして、それに見合う力量の持ち主……そう！　この僕！　フォルカ・ラセルナ・ボルトロス・ド・イースィンドだ！」

　ふふん！　と、偉えらそうに鼻で息をはくフォルカ。

　なるほどな。所有者以外は使えないのか。譲じよう渡と不可ってことだな。

（課金アイテムは譲渡不可、ってのはこの世界でも変わらないんだったな）

《Another World Online》ではトラブルを防ぐために、課金アイテムを他プレイヤーに渡わたすことはできないようになっていた。この異世界でもその法則は同じようであり、俺の手持ちの課金アイテムを売ったり渡したりすることはできなかったんだ。

　それをまさか、「選ばれた者しか装備できない」と解釈しているとは、さすが王族。

　しかし、気になる。俺がこの世界に来て課金アイテムを見たのは初めてだ。いったい、どうやって手に入れたんだろう？　あのウザい王子に聞くのは癪しやくなので、その辺りの事情に明るそうな大だい公こう爵しやく家け令れい嬢じようさんに聞いてみた。

「なあ、フランソワ。あの剣、どうやって手に入れたんだ？　あれ、神の武器だぞ？」

「先生はこの国の出身ではないので、知らないのも無理はないかと。我が国の王室には、アイテム神《ガチャーポ》様所縁ゆかりの聖せい杯はいがありまして。そこに神しん霊れい結けつ晶しようというものを納めると、代わりに《ガチャーポ》様の祝福を受けたアイテムが授さずけられますの」

「そ、そうか」

　やっぱり、ガチャポンだったか……。

「何が授けられるかは事前には分からず、強力な武器や防具、スキルブックが下か賜しされることもあれば、珍めずらしい金属や貴重な素材の山が溢あふれだすこともあります。まさに神のみぞ知る、ですわ」

　そりゃランダムだからな。

　あんな王子にぶっ壊れ武器を授けているようでは、《ガチャーポ》様とやらが何も考えていないことなど丸分かりだ。

　そもそも、下手するとそんな神様、いないんじゃないか？

「お前は？　お前は回した、ああ、いやいや」

「はい？」

「そのだな。聖杯を使ってみたことはあるのか？」

「いえ、聖杯は王族にしか扱あつかえないのです。また、神霊結晶はとても貴重な品のため、王族の方でもそう何度も使えません」

「そうか……そうか……」

　王族にしか使えないというのは、たぶん、噓うそだな。

《Another World Online》でもガチャポンは聖杯の形をとっていたが、当然、誰にでも使えた。

　おそらく、この国の王族が「これは神が授けたもうた聖なる杯さかずき。ゆえに、神に選ばれし者でなければ扱うこと能あたわず」とか何とか言って独どく占せんしているんだろう。

　言わば王権神授説のガチャポン版だ。

　望んでもいないのにイースィンド王国の暗黒面を垣かい間ま見みてしまい、何だか嫌いやな気分になってしまった。そんな俺のアンニュイな気持ちを加速させるかのように、問題の王族であるフォルカ君はますます鼻を高くして言い放った。

「説明ご苦労！　やはり、フェルディナン家は王国の一の家臣だよ。面めん倒どう事はすべて片付けてくれる。親切な僕が自ら説明してあげても良かったのだが、いかんせん、平民との意い思し疎そ通つうは難しくてね。ほら、発音ひとつとっても平民って訛なまりがあるじゃないか。どう話せば言いたいことが伝わるのか、悩なやみの種でね。ああ！　誤解しないでくれたまえよ？　フランソワ嬢じようが下品というわけではないんだ！　ただ、この平民と多く接している君なら、多少なりとも話が通じると思ったのさ。決して、君を馬ば鹿かにしているわけじゃないんだよ？」

「はい、分かっておりますわ」

　うわあ、フランソワ超ちよう笑え顔がお！

　これが処世術というやつか。見習わんとな。

「さて、僕の『力』についてはこれで理解しただろう？　この《神剣ウェルゼス》は、神が僕に与あたえてくださった僕だけの神剣だ。兄上たちの《水すい晶しよう剣けんリア＝プリズム》や《破は砕さい槌ついゼノン》とは、こう言っては何だがね、『格』が違ちがう。それを君に見せてあげよう。さあ、遅おくれずついてきたまえ！」

　そう言って、真しん紅くのマントを演技っぽくバッサとひるがえし、ずんずんと中層部を進んでいく王子様。始まってすらいないけど、もうおうちに帰りたい。
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「さ、先生？　行きますわよ？」

「フランソワ」

「フォルカ様は、誰かに神しん剣けんの力を誇こ示じしたくてしょうがない方なのです。一度見て称しよう賛さんすれば、何事もなく帰ってくださいます。ご立腹でしょうが、どうか我が慢まんしてください」

「あ、ああ」

　フランソワが俺の手を引っ張り、耳元でささやいてくれる。

　まあ、一度きりなら我慢も──できる、か？

　めちゃくちゃ自信がないが、何とか頑がん張ばってみよう。

　こうして、俺と１・Ｓの生徒たちは、やたらハイテンションな王子のあとに続き、とぼとぼと学園迷めい宮きゆう中層部攻こう略りやくに乗り出した。




　結論から言うと、ボスの間まであっという間だった。

　神剣を振ふり回した王子が【光こう刃じん波は】をバンバン飛ばし、敵をばっさばっさと切り倒たおし、ご丁てい寧ねいに仕し掛かけられた罠わなまで全部発動させたからすることが無かったんだ。

　生徒たちを見回してみると、なんか虚うつろな目をしていた。そりゃあそうだ。あいつらのレベルでは、知ち恵えと経験則とスキルを駆く使ししなきゃ、ここまでは来られないんだ。それを、ああもゴリ押しで突とつ破ぱされれば、誰だれだって虚きよ無む感かんを覚えてこんな目をする。

「は～、は～、ど、どうだったかね、僕の華か麗れいな戦いは!?」

　罠と魔ま物ものの遠えん距きよ離り攻こう撃げきでボロボロになったフォルカが、息を切らしながらもドヤ顔でこちらを見てくる。【オートヒーリング】でじわじわと治っていく王子様に言うことがあるとすれば、

「まあ、すごいなあと」

　いや、何て言うか、ここまで武器頼だよりなのは本当にすごい。

　攻撃も防ぼう御ぎよも回復さえも神剣頼だのみだ。ぶんぶん振ってればだいたい何とかなる。

　まるでチンパンジーみたいだな。学園で何を学んでんだ、こいつ？

「ふふん、そうだろう。いつもはそれほどではないのだが、やはり僕を警けい戒かいしているのか罠の数が尋じん常じようではなかったな。しかし、そんな小細工では僕を止められないのは、諸君も見ての通りだ」

　ああ、きっと、いつもは中等部のご学友が、せっせと先回りして罠を解除して回っているんだろう。それでも罠の存在を知っているということは、先回りが追いつかないような速度で突つき進んでいるせいだな。

　ご学友の焦あせり顔が目に浮うかぶようだ。かわいそうに。

「さて、いよいよ中層部ボスの間だ。諸君らには少しばかり早いかも知れないが、なに、これも勉強だ。じっくりと僕の戦いを見ていきたまえ」

　そう言って、目の前の大きな扉とびらを開いていく王子。少しばかり早い？　いやいや、本当なら今日、俺の前で攻略してくれる予定だったって聞いたぞ？　そんな講師冥みよう利りに尽つきるサプライズを潰つぶされて、何だか申し訳なくなってくる。

（すまんな、みんな）

　目で謝罪をすると、生徒たちは一様に「しょうがないことですから」と薄うすく微笑ほほえんだ。

　うう……なんていい子たちだ！

　そんな心の交流を図はかっているうちに、扉は完全に開け放たれたようだ。

　ガコン、と鈍にぶい音が辺りに響ひびく。

　そして聞こえてくる軽快な音楽──うん？

「これは……」

　開いた扉の先に広がっているのは、丸い舞ぶ台たいをぐるりと囲む客席だった。

　しかし、闘とう技ぎ場ではない。舞台の上には、両手を回しても抱かかえきれない大きさのボールが転がり、火の点ついた輪が設置されている。天てん井じようは見上げるほどに高く、そこからブランコが垂れ下がり、両りよう脇わきの支柱には綱つな渡わたりのロープがピンと張られていた。

　まるでサーカスリングだ。

　王子や生徒たちもここへ来るのは初めてなのか、戸と惑まどいを隠かくせずにいる。

　フランソワですら警戒を忘れ、ふらふらとリングの中央へと歩いていった。

　懐なつかしいものを目にし、俺もこの時ばかりは完全に気を抜ぬいていた。




　ここはボスの間だというのに。




「ぐあああああ～～～～～!?」

「「「アベルっ!?」」」

　一番後ろをおっかなびっくり歩いていたアベルが、血ち飛沫しぶきを上げながら倒れていく。

　そして、その先に立っていたのは──。

（あれは、スマイル・ピエロ!?）

　にやにやと笑う、道どう化け師し系モンスターだった。
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　また、嫌なやつが来たもんだ。

　道化師系モンスターはたくさんいるが、あれほど胸むな糞くそ悪わるいのは他ほかにいない。

　スマイル・ピエロ。そいつは、名前の通りの満面の笑みと、それを際きわ立だてる化け粧しようを施ほどこした細身のピエロだ。踊おどるような動きが特とく徴ちようで、高い回かい避ひ能力と、各種状態異常を与える投げナイフでプレイヤーを苦しめる。

　だが、そんなのは問題じゃない。

　こいつの最もいやらしいところは、その笑い声にある。

　こちらの攻撃を回避しては、馬鹿にしたように笑う。こちらに攻撃を当てた時は、聞いてて腹が立つような笑い声を上げる。回復をすれば慎しん重ちようさを嘲け笑い、状態異常にかかれば用意の無さに笑い転げる。

　その笑い声が、どうにも対たい峙じする者の心をささくれ立たせるんだな。

　ああも笑われては平常心を保てない。おかげで、スマイル・ピエロはレベル90程度なんだけど、慣れるまでは苦戦を強しいられることが多かった。

　現にアベルを切り殺した（まあ、迷宮入り口に戻もどされただけなんだが）スマイル・ピエロは、俺たちの油断を声高々に笑い飛ばし、それに怖おそれをなした生徒たちはパニックに陥おちいりかけている。まずい。典型的な全ぜん滅めつパターンだ。

　何とか落ち着かせよう。そう思った矢先に、フランソワの指示が飛んだ。

「前衛職は前へ！　後衛職は後方へ退たい避ひ！　敵の動向に注視し、柔じゆう軟なんな対応を！」

　さすがエリートクラスというべきか。生徒たちは気を取り直して、素す早ばやく陣じん形けいを組んでいく。なるほど、まずは防御を固めたか。未知の敵に対する基本的な対応だ。まずは態勢を整え、相手の出方を探さぐろうという腹積もりだろう。

　だけど、敵もそれを黙だまって見ているなんて甘っちょろい真ま似ねはしない。

　ピエロはにやにやと人の動きを眺ながめていたかと思うと、突とつ然ぜん支柱をするすると登っていき、空中ブランコをやり始めた。そして、最も勢いがついたところでブランコから手を離はなすと、後衛職の集団へと躍おどりかかった！

「ひゃはっ！　うひっひひひ！」

　両手に毒々しい色のナイフを構え、一直線に飛んでくるスマイル・ピエロ。

　だが、遅おそい。すでに生徒たちは平常心を取り戻しつつある。

「【エア・ボム】！」

「ひゅおお!?　ひゃ、ははは！」

　圧縮された空気の塊かたまりをぶつけられ、巻き戻されるかのように元いた位置に吹ふき飛ばされていく道化師。おそらく、外見から敵が身軽そうだと思った誰かが、あらかじめこのような事態を想定していたんだろう。いい判断だ。

「紳しん士し淑しゆく女じよの頭上を跨またぐなど、そのような無礼は許しません」

「ほおおあっ！」

「さあ、仕切り直しですわ」

　フランソワが短たん杖じようを構え、道化師に向けた。

　再び対峙する生徒たちと、にやけ顔のピエロ。

　今度は準備万ばん端たんだ。これなら、遅れをとることなどまずないだろう。

　心を乱す笑い声も、大だい公こう爵しやく家け令れい嬢じようの威い厳げんある声には敵かないそうにない。フランソワの指揮下なら、他の生徒たちも安心して戦えるはずだ。

　さて、じゃあ俺は見学と洒しや落れ込こむかな──。

「待ちたまえ、諸君！　ここは僕に任せてもらおう！」

　驚おどろいて尻しりもちをついてたフォルカが、いつの間にか偉えらそうにふんぞり返っていた。

　あ～、そういや、こいつがひとりで倒すとかいう話だったな。

「まったく、諸君は道化師風ふ情ぜいにうろたえ過ぎだ！　このように仰ぎよう々ぎようしく構えずとも、僕の後ろへ隠れればそれだけで安全は保障されるというのに。まあ、気持ちは分からないでもない。僕にとっては取るに足らない魔物だが、諸君らにとっては脅きよう威いだ。身構えることは、恥はじではないよ」

「ひゃはははは！　ひゃひひひ！」

　スマイル・ピエロが笑い転げている。

　いいなあ、お前は。感情が素す直なおに出せて。俺もこいつを笑い飛ばしてやりたいよ。

　しかし、兎とにも角にも、王子様はああ言っているんだ。

　ここは任せよう。パンパンと手を叩たたいて生徒たちに呼びかける。

「じゃあ、お前ら、客席に行け。道化師系は客席の人間には手を出さんから」

「先生？」

　フランソワが怪け訝げんそうな目でこちらを見る。

　その視線にうなずいてやると、納なつ得とくしたのか率そつ先せんして客席に移動していった。

　他の生徒もそれにつられるようにぞろぞろと移動を開始し、王子以外の面々は、サーカスリングを囲む形で設置された客席に腰こしを下ろした。

「あ～、注意事じ項こうをひとつ。くれぐれも、客席からあのピエロに攻撃するなよ？　そんなことしたら、あいつ【凶きよう暴ぼう化】して手がつけられなくなるぞ」

　念のために注意しておいた。

　道化師系モンスターは、お客様──客席にいる者に攻撃を加えることはない。

　だが、そのお客様が攻撃をしてしまえば話は別だ。怒いかり狂くるって見境なく暴れ出す。【凶暴化】の効果により防御力は下がるが、攻撃力と素早さはぐんと上がる。そうなってしまえば、こいつらでは対処不可能だろう。

　そうならないための警告だ。事実、「ここから攻撃すりゃ楽勝じゃね？」なんて考えていそうなやつらがビクッとしていた。やっぱりやるつもりだったか。

「観戦する準備はいいかな？　その目をしかと開けて、僕の勇姿を焼きつけておくのだよ。これから始まる戦いは、子々孫々まで語り継つぐべきものなのだから！」

　そう言って、王子は《神しん剣けんウェルゼス》をすらりと抜き放った。

　その輝かがやきを見て、スマイル・ピエロも臨戦態勢に入ったようだ。先ほどまで、笑いに笑って大道具に寄りかかって呼吸を整えていた道化師は、三日月状の目を更さらに細めて、「ほほ、ほほほ」と笑いながらステップを踏ふみ出した。

　あれはスマイル・ピエロが本気を出す兆候だ。

　投げナイフにロープアクション、ボールに乗っての高速移動に、トランポリンを使っての大ジャンプ。変へん幻げん自じ在ざいなその動きを、初見で見切れるやつは少ない。

　さてさて、言われた通り、しっかりと見せてもらおうじゃないか。

　この自意識過か剰じような王子様が、どうやってスマイル・ピエロを攻こう略りやくするのかを！




　それから三十分。泥どろ沼ぬまのような戦せん闘とうは、終わりを告げようとしていた。

「こいつめっ！　こいつめっ！」

「ひゃひー!?」

　やたら飛ばしまくった【光こう刃じん波は】がひとつも当たらず、逆にピエロの投げナイフは全ぜん弾だん命中。様々な状態異常にかかった王子様は、顔をどどめ色に染めて【必中】攻こう撃げきに打って出たが、これもなかなか有効距きよ離りまで近づけない。

　必殺の一いち撃げきを備えた王子様と、【オートヒーリング】のせいで決定打に欠けるピエロ。

　そのまま、泥どろ仕じ合あいはずるずると長引きそうだったが──そこに転機が訪おとずれた。

　スマイル・ピエロが小道具に足を滑すべらせて転んだのだ。

　道化師系の魔ま物ものは、戦いの最中であっても滑こつ稽けいな仕草を忘れない。時にはそれが対峙する者の予測を裏切る形となり、それを契けい機きに主導権を握にぎられてしまうのだが、今回はそれが良い方向に働いたようだ。

　転んだ道化師にすかさず【光刃波】を叩き込むフォルカ。

　そして、強大なダメージを受けて動きが鈍ったピエロに向かって、王子様は何度も剣を振ふり下ろした。型も何もあったものじゃないな。

「うぇ、はは、は……」

　やがてスマイル・ピエロは、最さい期ごに力なく笑って消えていった。

　さすが神剣、当たればボスさえ耐たえられない。

　その分、持ち主が使いこなせていないのが余計に惜おしまれるが。

「ど、どうだ！　見たか！」

　自じ慢まんげにこちらを見る王子様。まだ顔がどどめ色だ。誰だれか【リカバリー】をかけてあげるべきでは？

　しかし、まあ、ボスを単独で倒たおしたことには変わりない。

　拍はく手しゆのひとつでも贈おくってやるか。

「ああ、すごいですね」

「先生っ!?」

　隣となりに座るフランソワが小声で注意してくる。

　ん？　何をそんなに焦あせって──あれ？　王子の顔が不満げだ。

　王子？　やばい、そういや、あいつ王族だった！

「なんだい、その気の抜けた言葉は。まるで、自分ならもっとうまくやれるとでも言いたげだね？」

　王子の不興を買ってしまった！

「驚きよう愕がくに目を見開き、感かん涙るいに咽むせび泣きながら拍手を贈る」ぐらいはやっておくべきだったか？　いや、やり過ぎか？

　でも、あの戦いぶりをどう評価しろってんだ。

「チンパンみたいでしたね」とか「素す敵てきなどどめ色ですね」とでも言えばいいのか？

　やばい、ネガティブな感想しか浮うかんでこねえ！

「なら、実際にやってもらおうじゃないか。ただし、僕は生徒、君は講師だ。それなら、ボス相手でも武器はいらないだろう。徒と手しゆ空くう拳けんで挑いどみたまえ」

　そう言って、俺の腰に下げられたナイフを外すように言ってくる。

　なんかめんどくさいこと言い出したな。ここは同じ権力者に止めてもらおう。

（頼たのむぞ、フランソワ！）

　そう思って、大公爵家の娘むすめさんに視線を送るが──。

「…………」

　おい、待て。なんだその目は。

　なんで目を輝かせている。フランソワだけじゃなく、生徒全員が！

「先生？　王子の言うことですから」

　と、俺のナイフを鞘さやごと外しにかかるフランソワ。

「やっと先生の本格的な戦いぶりが見られるのですね」

　今度は別の生徒か。内ポケットに忍しのばせた予備のナイフまで取り上げられた。

「まあまあ、先生。いい機会ですから」

「勉強させていただきます」

　男子どもが俺の背中を押す。いい機会なのも、勉強になるのも、お前らだけだ！　俺には何の得もない！

　しかし、まごついている間に流されてしまい、俺はリングの中央に立ってしまった。

　そんな俺こそが道どう化け師しだとばかりに、王子があざ笑ってくる。

「はははっ、その情けない立ち姿はなんだい？　それでも栄はえある王立学園の講師かい？　まったく、素質を疑うね」

「王子、あまり責めないでくださいませ。隙すきだらけに見えるようですが、先生は、戦場においても自然体なだけなのです。過度の緊きん張ちようは体の動きを鈍にぶらせますわ」

　フランソワが王子を窘たしなめる。

　な、なんて勘かん違ちがいなんだ。俺はただ、脱だつ力りよくしてるだけだ──。

「くっ、そ、そんなことは分かっていたさ！　だがね、僕から見ればまだまだ隙だらけだ！　力を抜ぬけば良いというものではないよ！」

「いひっ、いひひひひ」

　そうこうしているうちに、リポップしたスマイル・ピエロがジャグリングをしながら現れた。このムカつく笑い声、今の俺には相当応こたえるな。

「さあ、戦いたまえ！　くれぐれも無様な姿は見せるんじゃないよ？」

　加えて王子の甲かん高だかい声だ。耳にキンキン響ひびく。

　しかし、我が慢まんだ、我慢しろ。王族相手のいざこざはまずい！

「ひょう！　ひゃああ！」

　俺が頭を抱かかえていると、スマイル・ピエロがナイフを投げてきた。

　くそっ……でも、こんなの【緊きん急きゆう回かい避ひ】に頼たよらなくても避よけられる。

　スッと半身になって三本のナイフをかわす。

「チッ。動きだけは素す早ばやいようだね」

　これもダメなのか？　かわしたらご機き嫌げん損そこねるの？

　えええ、めんどくせえ！

「ふほっ、ふふふひぃ！」

　今度はナイフを投げると同時にピエロが突つっ込んできた。

　これはありかな？　仮にも実技担当の講師だし──と、直じか蹴げりでピエロを軽く蹴り飛ばして距離をとる。

「「「おお……！」」」

　感かん嘆たんの声を漏もらす学生たち。

　それを聞いた王子は、歯は軋ぎしりをして不満をもらした。

「グッ……な、なんだい、あんな柔やわな蹴りを当てて得意げな顔をして！　あの程度の芸当、僕にもできるね！」

　攻撃をよけても馬ば鹿かにされた。

　攻撃を当てても馬鹿にされた。

　ああ、なるほど。王子は俺が無様に負けるのを御ご所しよ望もうか。その姿を見て、鬱うつ憤ぷんを晴らすのが目的ってわけだ。

　…………はぁ。

　…………もういいや。負けよう。

　攻撃をまともに受けた後にわざと吹ふき飛んで、惨みじめったらしく逃にげまどうんだ。そうすりゃ王子も満足だろうさ。もしかすると、フランソワたちも俺に愛あい想そを尽つかして学園から放ほうり出すかもしれない。

　うん、それはいい。

　最近は、熱心な生徒たちの指導も面おも白しろく思えていたんだけど、こんな思いをするぐらいならその方がいいや。そう決めた俺は──高速で迫せまる玉乗りボールを、避けもせずにまともに受け止めた。

（【ハイ・ジャンプ】）

　小声でスキルを発動し、真後ろに自ら吹き飛ぶ。

　そして頭からサーカスリングの塀へいに激げき突とつし、ぐったりと崩くずれ落ちるふりをした。

「先生っ!?」

「先生ー！　起きて、起きてください！」

「魔物が迫っています！　立って！」

　教え子たちの悲鳴や励はげましの声が聞こえてくる。

（ごめんな、悪い先生で。お前らのことは嫌きらいじゃなかったよ）

　でも、あの王子にはちょっと耐えられそうにない。これからも講師を続けるとなると、度たび々たびちょっかいをかけてくるだろう。それが今日のいざこざでよく分かった。

　こんなことも耐えられないのかと、自分のメンタルの弱さに軽い自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　やっぱり、俺は先生って柄がらじゃねえな──。

「ひゃひ！　ひっひいひひひひひいっひひひっ♪」

「は、ははは！　やはり！　やはりな！」

　後ろからピエロの笑い声が迫ってくるのが聞こえる。

　そこに馬鹿王子の嘲ちよう笑しようも重なってきた。混じり合ったふたつの笑い声は、人の神経を逆さか撫なでするノイズと同じだ。イライラする。

「ひひっ、ひひっひひひひひ！」

「なんて情けない姿だ！　ははっ、ははははは！」

　教え子たちの声をかき消し、どこまでも続くかのような笑い声。人を馬鹿にして、見下して、ゲラゲラ笑ういやらしい声。

　そして、止とどめとばかりに、こんなことまで言い出した。

「ほら、諸君もこれで分かったろう！　先生と持ちあげられている男も、しょせんは中層部の魔物相手にこのザマだ！　化けの皮が剝はがれたというものだな！」

　合いの手を入れるように爆ばく笑しようする道化師。

「うぇはっ！　ひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっ！」

「ははっ！　ははっはははっははははは！」

「ひぃーーーひっひっひっ！　ひひーっ！」

「あはっ！　ははっ！　ははははははははっ！」

「うぃーひひっ！　ひひっ！　ひーっ！」

「はーーーーーはははははははっ！」

「「わははははははははははははははっ！」」




「あ～も～、ごちゃごちゃごちゃごちゃうるっせえええええええっ！」




　もう我慢の限界だった！

　起き上りざまに、思いっきりスマイル・ピエロを殴なぐりつける！

　するとスマイル・ピエロは「ボンッ！」とこもった音を立て、サーカスリングを横断するように吹き飛んでいった。そしてすぐにも塀にぶつかって跳はね上がり、客席に激突し、バラバラに砕くだけて消えた。う～ん、なかなかに爽そう快かいだ！

「あ～、すっきりした！」

　いい一いち撃げきだった。クリティカルが出たな。

　気持ちのいいカウンターができた俺は、うんと背せ伸のびをして──。

「…………ん？」

　静まり返る中層部ボスの間。

　あれだけ喧やかましかったスマイル・ピエロはもういない。

　口を開けば嫌いや味みしか言わない王子様も、今はぽかんとした顔で俺を見ている。

　他ほかのやつらもそうだ。目をまんまるにして、俺のことを見ている。

　そこに至って、ようやく自分が何をしたのかに気がついた。

（あ……やっちゃった……）

　レベル90のボスモンスターを、ほぼ一撃で粉ふん砕さい。

　あのフランソワでも、英えい雄ゆうアルティでさえも、素す手ででできるようなことじゃない。

　冷たい汗あせが一ひと滴しずく、俺の背筋をなぞるように流れていった。




‐５‐




　俺は焦あせっていた。

　あのスマイル・ピエロを素手で、しかも一撃で粉砕。

　王子や生徒たちが見ている前で、レベル２５０の力を使ってしまった。

　この世界の基準で言えば、勇者にも匹ひつ敵てきするような力を見せてしまったんだ。

（やばい）

　その一言しか浮うかんでこない。

　面めん倒どう事を避けるために、本当のレベルは隠かくして生きてきたのに──。

　やってしまった。とんでもないことをしてしまった。よりにもよって王おう侯こう貴族の前で、レベル２５０の力をわざわざ披ひ露ろうしてしまった。

（も、もう駄だ目めだ）

　体から力が抜け、がくりと膝ひざを突いた。

　俺の脳のう裏りには、「高レベルであることを理由に、お偉えらいさんにこき使われる自分」のイメージが鮮せん明めいに浮かんでいる。かつての知り合いがそんな扱あつかいを受けていたんだ。それを自分もと思うと、俺の震ふるえは止まらなくなる。

　人間、立ってるものは親でも使えって言うからな。それが実力者ならますますそうで、力があるというだけで面倒事を押しつけられる。力があるのに国に、社会に、そして世界に貢こう献けんしないのはおかしい！　とか言われるんだ。そんな義務なんてどこにもないのに、便利なやつには本当に容よう赦しやがない。

（来た）

　生徒たちが近づいてきた。

　使える者には敏びん感かんなやつらだ。俺を決して逃がさないだろう。

　グランフェリアは住みよい街だったんだけど──もう、夜よ逃にげするしかないな。

（終わりだ……）

　とうとう両手までついて、俺はぐったりとうなだれた。

　それを待ってましたと言わんばかりに、フランソワは走り出し、

「いけない！　【ヒール】！」

　淡あわい乳白色の光が俺を包んだ。

　回復魔ま法ほう【ヒール】のエフェクト光だ。

「…………は？」

　予期せぬ事態に、頭も体も固まってしまう。

　そんな俺に、フランソワ以外の生徒からも【ヒール】がかかる。

「【ヒール】！　先生、しっかり！」

「【ヒール】！　これで……！」

「【ヒール】！　先生、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　魔法職のヤツらの多重【ヒール】。

　その白い光を受けながら、俺はゆっくりと立ち上がった。

（え？　……え？　なんで【ヒール】？）

　なんとはなしに立ってはみたものの、それで何が分かるわけでもない。

　フランソワたちがどういうつもりなのか、何を考えているのか、さっぱり分からない。

　だというのに生徒たちは嬉うれしそうな顔で俺を囲み、こんなことを言ってくる。

「よかった！　先生、持ち直しましたか！」

「まったく、肝きもを冷やしましたよ」

「先生、まだ痛むところはございませんか？」

　痛むところと言われても、困ってしまう。

　負けたふりをするためにスマイル・ピエロの大おお技わざを受けてはいたが、あいつは攻こう撃げき力より俊しゆん敏びん性を重視する魔ま物ものだ。しかも１００以上レベルが劣おとるやつの攻撃を受けたところで、ダメージなんてあるわけがない。

　なのに、なんで──？

「先生、危ないところでしたわね？」

「あ、ああ、うん」

　心配そうな言葉にぼんやりとうなずく。

　そんな俺の様子に、フランソワは眉まゆをひそめた。

「まだ意識が朦もう朧ろうとしていますね。無理もありません。あのように頭をしたたかにぶつけられ、その直後に捨て身技を使われたとあっては、当然の結果でしょう」

「そうだな……はい？」

　捨て身技？

　予想だにしなかった単語に、思わず聞き返してしまう。

　それを受けて、フランソワはますます心配そうな顔をした。

「意識の混こん濁だくが起きておりますのね？　やはり捨て身技の反動の大きさは、噂うわさ通りといったところですか」

「捨て身技……」

　その言葉自体には聞き覚えがあった。

【自じ爆ばく】や【ノーガード・タックル】など、自分の体力や命と引き換かえに発動するスキルのことだ。

　だけど、それがなんで、ここで出てくるのか。

　しばらく理由を考えて──そして、あることを思いつく。

（もしかして、こいつら……勘かん違ちがいしてるのか？　俺が捨て身技を使ったって）

　よくよく考えてみれば、「高レベルに任せた通常攻撃です」というよりは、「体力と引き換えに発動できる強力なスキルを使いました」といった理由の方がまだ現実的だ。

（スマイル・ピエロを一撃で倒たおせるのは、この国じゃキリングくらいだもんな）

　ひょっとすると騎き士し団だん長ちようもできるかもしれないけど──。

　まあ、常人には不可能だ。強力なスキルを使ったって方が説得力がある。

　フランソワたちもそう考えたんだろうな。先ほどの【ヒール】の大合唱が何よりの証しよう拠こだ。脱だつ力りよく感で両手両足をついた俺を、捨て身技の反動で瀕ひん死しになったと勘違いしたんだ。俺がレベル２５０だと気づいていたら、そんなことはしないはずだ。

　そこまで気づいたところで、フランソワが優やさしく声をかけてきた。

「先生。先生がなぜ、わざわざ捨て身技を使ってまでボスを倒したのか。私わたくしには分かっていましてよ」

「え？」

　疑問を解消したと思ったら、新しい謎なぞが湧わいて出た。

　そもそも捨て身技なんて使ってないんだから、理由なんてあるわけないんだけど──。

　だけどフランソワは悟さとったような顔をして、なんか客席を振ふり返っていた。そしてまだ呆ぼう然ぜんとしている王子に、鋭するどく声をぶつける。

「フォルカ様！　フォルカ様は、先生がなぜ、自分を傷つけてまであのような大技を放ったのか、お分かりですか!?」

　その声に、ようやく我に返るフォルカ。

　王子様は俺をちらりと見たかと思うと、顔をしかめ、嫌味混じりに返事をした。

「ふん！　そこまでしなければボスを倒せないからだろう？　非力と言わざるを得ないね。そうでなければ、ただの目立ちたがりだ」

　自分のことは棚たなに上げ、憎にく々にくしげに吐はき捨てる王子。

　フランソワはそんな王子をキッと睨にらみつけたかと思うと、激しい感情がこもった声で言い放った。

「違ちがいます！　先生は、私たちに武器に頼たよらぬ『人としての強さ』を、身を以もって教えてくれたのです！　王子もご存じの通り、あのように強力なスキルは過か酷こくな修練でしか身につけることはできません。そして、鍛きたえ上げられたその技わざは神しん剣けんの一撃を越こえました。分かりますか？　人の身でもこれだけのことができるのだと、先生は示してくれたのです！」

「ぐうっ……！」

　確かに《神剣ウェルゼス》でも、スマイル・ピエロを倒すのには何度も何度も斬きりつける必要があった。

　それを指し摘てきされて言葉に詰つまる王子。

　真しん剣けんな眼まな差ざしでたたみかけるフランソワ。

「王子は、神剣に頼り過ぎたのです。ろくに修しゆ行ぎようもせず、人に見せびらかすように剣を振ってはレベルを上げ、それを鍛たん錬れんと言い切る日々。覚えたスキルの数も、妹姫ひめ様にとうに追い越されたと聞きます」

「君！　無礼だぞ！　黙だまりたまえ！」

　ここへ至り、王族への礼の無さを指摘するフォルカ。

　しかし、フランソワは止まらない。

「いいえ、黙りません。私は先生の挺てい身しんに、自分がいかに間ま違ちがっていたかを気づかされたのです。いつかは王子も王族としての使命と責任に目覚めてくれると思っていましたが、今日の先生への態度で確信しました。誰だれも注意する者がいなければ、貴方あなたは駄目になってしまいます。だからこそ、私はあえて貴方に苦言を呈ていします。どうか、王道へと立ち戻もどってくださるようにと」

　真っ直すぐにフォルカの目を見つめるフランソワ。

　その射い貫ぬくような視線を振り払はらうかのように、王子は激げつ昂こうして立ち上がった。

「黙れ！　黙れ黙れ！　僕は神剣に選ばれた人間だぞ!?　神に選ばれた子だ！　凡ぼん人じんのような努力など必要ないんだ！」

「神剣に選ばれたとはいえ、王子自身は神ではありません。鍛えなければ強くはならぬ、脆ぜい弱じやくな人の身なのです」

「レベルのことを言っているのか？　先日、僕はレベル90になった！　この調子なら、すぐに君を越えることもできる！　とやかく言われる理由はないよ！」

「いいえ、レベルの話ではありません。先ほども申し上げた、『人としての強さ』です。それは、武器に頼っているだけでは身につけることはできません」

「この僕が、神剣が無ければ何もできないとでも言いたいのか!?」

「はい、今のままではそうです」

　怒ど涛とうの勢いで言葉の応おう酬しゆうは続けられ、今、ようやく静せい寂じやくがおとずれた。

　フランソワの断言に、顔を真っ赤にして何かを言い返そうとするフォルカ。

　だけど、うまく言葉にできないのか、口を開いては閉じ、ぶるぶると体を震わせて──。

「ふん！　大だい公こう爵しやく家けの一人ひとり娘むすめだからと思いあがっているようだが、覚えていたまえ！　いつかはその増長を後こう悔かいする日がくるということを！」

　最後にそう言い残して、王子様は去っていった。

　それを見届け、しばらくフォルカの去った方を見ていたフランソワは、

「行ってしまいましたか。これが王子の更こう生せいのきっかけになるといいのですが……」

　そうぽつりとつぶやくのだった。

「フランソワ様！　私、胸がすっとしました！」

「あれこそ我らが言いたかったことです！」

「王子の慢まん心しんには、誰もが危き惧ぐを抱いだいていました。フランソワ様の叱しつ責せきは、それを正すものとなりますね」

　やがて事態も収まった頃ころ、生徒たちがわっと声を上げた。

　フランソワを囲み、口々に彼女を称たたえる生徒たち。しかし、当の本人は、ゆっくりと首を横に振っていた。

「みなさん、そう言ってくださるのは嬉しいのですが、これも先生の行動があってのこと。あの捨て身技がなければ、私の言葉に説得力はなかったでしょう」

「おお、確かに！」

「先生とフランソワ様の力、ですわね」

　ここまでずっと放置されていた俺は、急に見られてビクッとした。

　なんだ……なんなんだ、この展開は……。

　真実からあまりにも離はなれた急展開に、ちょっと頭がついてこない。

「しかし、フランソワ様もおっちょこちょいですのね？　ここは保護機能のある学園迷めい宮きゆうだというのに、慌あわてて先生に【ヒール】をかけるんですもの」

「まあ！　みなさんも血相を変えて【ヒール】をかけていたではないですか」

「それを言われると恥はずかしいな」

「確かに！」

「「「ははははははははははは！」」」

　なんか談だん笑しようしてるし──。

　一件落着っぽい雰ふん囲い気きを出してるし──。

　まあ、そうなのかもしれない。勘違いではあるんだけど、そういうことにしておけば、俺に疑いの目が向けられることもないだろう。

　うんうん、フランソワの思い込みもたまには役に立つんだな。

　これで万ばん事じ解決、事も無し。俺はまた、いつもの日常に戻って、

「しかし、あれほどのスキルがあるのなら、ぜひとも教えていただきたいですわね？」

（やべえ！　そう来たか！）

　やはりお貴族様は抜ぬけ目が無い。

　王子との悶もん着ちやくがあったばかりだというのに、もう俺からスキルを学ぼうとしている。

　だけど、そんなスキルはないんだ。そんな捨て身技なんてあるわけがない。

　答えに困った俺は──。

「あのな？　あれな？　一子相伝の技で、人には教えられ」

「やっぱり！　それほどのスキルだと思いましたわ！」

「うん、だから、教えられな」

「素す晴ばらしいことです。やはり先生は先生ですわね」

「あの」

「一子相伝の捨て身技、それを成功させた先生の力量には、目を見張るものがありますわ。これぞまさしく、『人としての強さ』ですわね、うふふ」

　誤ご魔ま化かそうとはするものの、生徒たちの尊敬の眼差しは輝かがやきを増すばかりだ。

　そのキラキラとした視線に囲まれ、俺はもう、俺はもう！

（もうどうにでもな～れ！）

　考えることを止やめ、乾かわいた声で笑うしかなかった。
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「うぉぉ……だるい……」

　とっぷりと日が暮れた中級区の通りを、ひとりの男が歩いていた。

　髪かみがぼさぼさなのはいつものこと。眠ねむそうな目もいつものことだ。

　しかし、今の彼、佐さ山やま貴たか大ひろは、全身に疲ひ労ろう感かんが滲にじみ出ていた。

「なんでこんなに働かなくちゃいけないんだよ！」

　早朝から犬の散歩に行き、終われば郵便配達に出かけた。

　昼は《まんぷく亭》で鍋なべを振り、そのあとは下級区の工こう房ぼうで石材を加工した。

　まあ、そこまではいつものことだ。

　それくらいなら貴大もギリギリ許容できた。

　しかし、最近はそこに貴族からの依い頼らいが加わるようになってしまった。

　せっかく天才学者、エルゥに注目が集まっていたのに──。

　うっかり力を見せてしまい、再び猛もうアプローチを受けるようになったのだ。

（あれは本当に失敗だった……）

　悔くやんだところであとの祭りだ。

　上がってしまった注目度を下げることなど出来はしない。

　結局、貴大は彼と接点を持とうとする貴族たちに振り回され、ここのところ自分の時間を持てずにいた。おまけにそれで店の評判が上がってしまい、最近は「貴族御ご用よう達たしって本当ですか？」と飛び入りの依頼が増えるようになって──。

「もう働きたくない……嫌いやだぁぁぁっ！」

　このままでは過労で死ぬ。貴大はそう思った。

　彼はだらだらしていたいのだ。仕事のために生きていたくはない。

　だというのに仕事はどんどんやってきて、ユミエルは片っ端ぱしからどんどん仕事を積んでいく。商売繁はん盛じようだと彼女は喜んでいるようだったが、貴大はそんなこと、まったく望んでいなかった。

「せめてもっと休みをくれよぉぉぉっ！」

《フリーライフ》は週休一日。

　年末年始や祝日など、特別な日以外は休みがない。

　だけどこんなに忙いそがしいのだ。それに見合うだけの休みが欲しい。

　一ヶ月とは言わないまでも、十日──。

　いや、二週間──いやいや、二十日ほど──。

「三週間くらいはだな」

　すっかりダメ人間の思考になっている。

　しかし、彼はそれを自覚することなく、いつまでもうだうだと愚ぐ痴ちをこぼしていた。

「はあ、もう逃にげたい」

　仕事からも、忙せわしない日常からも。

　一度、何もかもを放ほうり出し、どこか遠くを旅したい。

　そうだ。いつかそうしたように、また諸国を巡めぐってみたい。

（楽しかったよなあ）

　気の合う仲間と三人で、自由気ままなぶらり旅。

　あの頃ころは良かった。何をするにも自由だった。無限に広がる空の下、自分の足だけでどこまでも歩いていける。そんな気分を味わえた。

　それがどうして、こんなことになったのか。

　城じよう壁へきの中の街で、ごみごみした都会で、しがらみだらけの働く日々。

　明日あしたも仕事、明後日あさつても仕事、来週も仕事、来月も仕事──。

「やっぱり嫌だあああああああああっ！」

　絶望的な未来予想図が頭に浮うかび、貴大は叫さけび声を上げた。

　同時に湧わき上がってくる強い衝しよう動どう。

　逃げたい！　逃げたい！　逃げたい!!

（そうだ、逃げればいいんだ！）

　なぜこれまでそうしなかったのか。

　佐山貴大は《フリーライフ》の貴大だ。

　自由を求めて何が悪い。自由に駆かけ出して何が悪い。

「逃げるぞ！　俺は逃げるぞ！」

　そうと決まれば善は急げだ。

　すぐ目の前にあった家には帰らず、代わりに郵便受けに書き置きを残し、

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　貴大は駆け出した。

　自由を求めて、街の外へと飛び出していった。

【ブースト】で加速して、【ハイ・ジャンプ】で跳とび上がり、目にも留まらぬ速さで城壁を越こえて街かい道どうをひた走り──。

　やがて、どことも知れない森の中へと消えていった。
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「どこだ、ここ？」

　気がついたら森の中にいた。

　先ほどまで夜だったのに、空には太陽が昇のぼっている。

　おまけにぽかぽかと暖かく、蝶ちようや小鳥の姿もあるではないか。

　今は冬のはずなのに。これはいったいどうしたことなのか。

「転送トラップ？　にしては様子がおかしいな」

　釈しやく然ぜんとしない貴大は、何が起きてもいいように警けい戒かいするが──。

「チュンチュン」

「ピチュピチュ」

「チチチチ」

　身構えるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほど平和な空気が、この森には満ちていた。

「なんなんだよ」

　足元ではウサギが草を食べていた。

　茂しげみからはぴょんと小こ鹿じかが飛び出してきた。

　そして小鳥が肩かたに止まり、木々の間では妖よう精せいが舞まい踊おどり、

「って、妖精!?」

　貴大の大声に、小動物たちは驚おどろいて逃げていった。

　代わりに妖精が近づいてきて、興味深そうに彼を見つめる。

「あれ～？　こんなところでどうしたの～？」

「おや、迷子ですか、ニンゲンさん？」

「うふふ……なぁに？　そのぽかんとした顔は？」

　啞あ然ぜんとする貴大の目の前で、妖精が三人、ふわふわと浮かんでいた。

　二十センチほどの体。若草色の服。そして背中から生えた二対の透とう明めいな羽。

「ほ、ほんとに妖精なのか？」

　知らずに口をついて出る疑問の声。

　それも当然だ。貴大は妖精を見るのは生まれて初めてだからだ。

　この剣けんと魔ま法ほうの世界《アース》に来てからも、こんなファンタジックな生き物は見たことがない。先日、エルゥからいるという話は聞いたが、それも半信半疑だった。

　それがまさか、実在するなんて──。

　戸と惑まどう貴大に妖精たちは語る。

「そうよ、わたしたちはこの森に住む妖精さん。ふふ」

　一番背せ丈たけが高い妖精が、おどけて空中を一回転した。

「ダメよ、姉さん。ニンゲンさんが驚いているわ」

　中くらいの妖精は、空中に姿勢よく立っている。

「こんにちは～、ニンゲンさん。お散歩ですか～？」

　一番小さな妖精は、あっちにふらふら、こっちにふらふらと飛んでいる。

　よく見ると目の色、髪の色が同じだ。姉妹なのだろうか？

　淡あわい金きん髪ぱつ、そして草色の瞳ひとみを持つ妖精たちに、貴大はおずおずと話しかけた。

「お前らは……？」

　まだ事態をうまく飲み込めない貴大。

　そんな彼の周りを飛び、じろじろと遠えん慮りよのない視線を投げかける妖精たち。

　彼女らはひとしきり見終わると、貴大の前にそろって親しげな顔を見せた。

「わたし？　わたしはフェア」

「私はピークです」

「あたしはニース。よろしくね～」

　ニースの挨あい拶さつが終わると同時に、両りよう脇わきのふたりがそそくさと距きよ離りを詰つめた。

　何をするのだろうか？　きょとんとする貴大の前で、彼女らは、

「「「せーの……我ら妖精三姉妹！」」」

　ビシッ！

　そんな擬ぎ音おんが聞こえそうなほど勢いよくポーズを取った。

「………………」

「「「………………」」」

　森に静せい寂じやくが訪おとずれた。

「………………………」

「「「………………………」」」

　誰だれも何も言わない。動きもしない。彫ちよう像ぞうのように固まってしまっている。

「……………………………」

「「「……………………………」」」

　静かだ。まったくもって静かだ──。

「あ～！　もう！　誰よ！　こんな自己紹しよう介かいをしようって言ったの！」

　三姉妹ということは彼女が長女なのだろうか？

　一番大きなフェアという妖精が、顔を真っ赤にしてじたばたし始めた。

「姉さんです。あれは姉さんの発案によるものです」

　すかさずツッコミを入れるピーク。

　見れば、彼女もわずかに頰ほおを赤くしている。

「え～、カッコイイと思うけどな～。ビシッ！」

　一番小さなニースだけが喜んでいる。

　ふんす！　と鼻息荒あらく、ちっちゃな体で再度ポーズをとる妖精。

「今度からもっとおしゃれに行くからね！」

「待ってください！　そもそもポーズが必要なのか検討を」

「必要だよう～。ビシッ！　ビシーッ！」

　またもや貴大は置いてけぼりだ。

　三姉妹は三姉妹だけでやいのやいのと辺りを飛び回っている。

　結局、彼女らから話を聞けたのは、それからしばらくしてからだった。




「《フェアリーズ・ガーデン》？」

「ええ、そうです。ここは《フェアリーズ・ガーデン》。妖精が住まう楽園です」

　おかしな自己紹介が済んだあと、貴大は知的そうなピークから話を聞いていた。

　彼女らのこと。この場所のこと。そして、自分に起きた現象のことをだ。

「え？　俺、そんなところに来た覚えはねえぞ？」

　そうだ。貴大は森には入ったが、楽園に来たつもりはなかった。

　そもそも、王都近きん郊こうにそんな場所があったのだろうか？

　首を傾かしげる貴大に、フェアが訳知り顔で語り出す。

「それはね、この空間には穴が開くの。あなたもそこから入ってきたんじゃないかな。そういう人、何人かいたわよ」

「空間？　穴？　ってことは、ここ、別次元か何かなのか？」

「そうそう、そんな感じ。ここはちっちゃな楽園なの」

「マジかよ……俺、帰れるんだろうな？」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　一週間に一回は穴が開くから、そこから帰れるわよ」

「一週間か」

　貴大は腕うでを組んで考え込んだ。

　一週間。それだけ留守にしていたら、きっとユミエルは心配するだろう。

　衝動的に飛び出してみたものの、そんなに家を空けるつもりはなかった。

　せめて連れん絡らくのひとつも入れたいが、この距離では【コール】の声も届かない。

「う～ん」

　それに自分の身も心配だ。

　妖精の楽園だというこの場所に、果たして人間の食べ物があるのだろうか？

　アイテム欄らんにはお菓か子しや調味料、香こう辛しん料りようくらいはあったが──。

　主食になるようなものがない。一週間も持つのか、少し不安に思えた。

「キツイな」

　そのつぶやきを逃のがさず拾うニース。

　ふわふわした言動に似合わず、よく気がつく子なのかもしれない。

「何がキツイの？」

「いや、食べ物がなさそうだなって」

「「「？？？」」」

　三姉妹は不思議そうな顔をしていた。

　もしかすると、妖精は食事という行こう為い自体、必要ないのかもしれない。

「食いもんだよ。米とかパンとか肉とかな。人間にはそれが必要なんだ」

　食事とはなんなのか教えようとする貴大。

　すると妖精たちは口を手で覆おおい、おかしそうに笑い出した。

「「「ふふふふふふふ」」」

「な、なんだ？　何か変なこと言ったか、俺？」

　その問いかけに、体をくの字に折って笑いだす妖精三姉妹。

　あの知的そうなピークも笑い、ニースなど笑い過ぎて地面に落っこちてしまった。

「「「ふふ、くふふふ」」」

「なんだってんだ？」

　妖精たちの様子に困こん惑わくする貴大。

　そんな彼に、フェアが指を前方へと指し示す。

「ふふ、うふふっ。ねえ、ニンゲンさん？　目の前の茂みをかき分けて御ご覧らんなさいな？」

「ええ？」

　よく分からないが、貴大は素す直なおに従ってみることにした。

　生おい茂った草木をかき分け、その先の景色を見る。

　するとそこには──。

　苔こけ生むして、清水湧わき出る岩がん壁ぺき。

　その下に広がる、どこまでも澄すんだ小さな池。

　池の周りで咲さき乱れる花々。

　舞い踊る蝶ちようの群れ。

　たわわに実る果実。

　まさしく、妖精の庭と呼ぶに相応ふさわしい楽園が広がっていた。

「おぉ……！」

　思いもよらない光景に、感かん嘆たんの声を漏もらす貴大。

　そんな彼の前へと躍おどり出て、妖精三姉妹は両手を広げてこう言った。

「「「《フェアリーズ・ガーデン》へようこそ！」」」

　こうして貴大の新しい生活は始まった。

　忙いそがしい日々から逃にげ出して、俗ぞく世せとは隔かく絶ぜつされた楽園で過ごす一週間。

　それは彼に安らぎと癒いやしをもたらすかに思えたが──。




「あのニンゲン、久しぶりの獲え物ものね」

「素す晴ばらしいですね。見たこともないほど魔ま素そに満ちています」

「え～？　じゃあ、楽しめるかな～？」

「そうね」

「「「うふふふふふふ……」」」




‐３‐




《フェアリーズ・ガーデン》

　それは枯かれることのない花に彩いろどられた夢幻の庭園。

　争いはなく、飢うえも渇かわきも存在しない、ひとつの完成された理想郷。

　だが、ここは楽園などではない。

《フェアリーズ・ガーデン》

　またの名を《浄じよう化かの監かん獄ごく》。

　ここは堕だ落らくした者たちを押し込める、禁断の箱であった──。

「「「第二十三回！　妖よう精せい会議～！」」」

　妖精の庭園のどことも知れない木の洞うろの中。

　天然素材でできたドールハウスのような、はたまたツリーハウスのミニチュアのような場所で、三姉妹は何やら喚かん声せいを上げていた。

「は～、どっこいしょ」

　妖精会議開幕宣言のあと、妖精三姉妹はキノコの上に腰こしを下ろした。

　そしてテーブルの上に置いていた花に手を伸のばし、ちゅうちゅうとその蜜みつを吸う。

　そしてしばらく甘い蜜の味を楽しむと、長女のフェアがおもむろに切り出した。

「さ～て、今度のニンゲンはどうやって堕おとす？」

　それを受けて、お上品に花びらで口を拭ぬぐったピークが提案をする。

「妖精の粉を嗅かがせてしまえばいいのでは？　それだけで事は済みますよ」

　実に合理的なやり方だ。それで彼女らの目的は果たせるだろう。

　しかしニースは頰を膨ふくらませ、不満そうな声を上げた。

「え～!?　いっぱい遊んでからにしようよ～！　どうせ、ほっといても頭がとろとろになっていくんだから～」

《浄化の監獄》は特とく殊しゆな空間だ。
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　ただここにいるだけで、人間は身も心も溶とけていってしまう。

　なぜそのような作用があるかというと、ここが人間専用の罠わなだからだ。

　人間の欲よく望ぼうは限りない。強さを求める人間は、時として邪じや法ほうに手を出し「フォーリン・オーガ」や「ダークネス・リッチ」などの魔ま物ものに変わってしまう。

　そういった輩やからを捕つかまえて、魔素に分解するのが《浄化の監獄》の役割だ。

　言わば悪人ホイホイ。蟻あり地じ獄ごくならぬ悪人地獄。

　妖精三姉妹はその管理を任された、比ひ較かく的てき上位の妖精だ。

　世界の安定のため、生きとし生ける者のため、彼女らはここを管理し、悪い人間が逃げ出さないように見張っていなくてはならない。時には魔ま法ほうやアイテムなどを駆く使しし、魔物予備軍を倒たおさなくてはならない。

　ただ、それを遊びながらやってはいけないとは──。

　妖精王にも言われなかった。

　そんな屁へ理り屈くつを盾たてに、妖精三姉妹はいつも好き勝手にやっていた。

「そうね……あのニンゲンはからかうと面おも白しろそうだものね」

「確かに。今までのニンゲンとは違ちがって、どこか間が抜ぬけています」

「だよね、だよね～？　それに、からかってもあんまり怒おこらなそうだし！」

　妖精とはいたずら好きなものが多い。

　御ご多た分ぶんにもれず、彼女らもそうだったようだ。

　妖精三姉妹はこれから仕し掛かけるいたずらを考えて、小さな胸を膨らませていた。

「じゃあ、一日交こう替たいであのニンゲンで遊ぼう！　堕とせた人が勝ちね？」

「異議なし」

「さんせ～い」

　人間を堕とす。

　つまりは堕落させると、その人間はその場で魔素へと変わる。

　それを遊びながら促そく進しんさせようと彼女らは言っているのだ。実に恐おそろしい話だが、そこに罪悪感などは欠片かけらもなかった。

《浄化の監獄》に迷い込むのは例外なく悪人だ。

　それもとびっきりの、放ほうっておいたら世界に迷めい惑わくをかける極ごく悪人だ。

　そんなに悪いやつは倒して当然。

　妖精三姉妹は絵本に出てくる勇者のように、悪いやつを倒そうとしていた。

「じゃあ、じゃんけんで決めるね？　じゃ～んけ～ん」

「ぽん！」

「ぽん！」

　数回のあいこが続いたあとに、順番が決まったようだ。

　どうやらフェアが一番手のようで、彼女はぴょんぴょんと飛び跳はねた。

「やった～♪　わたし、一番ね☆」

「あたしが二番～♪」

「くっ……屈くつ辱じよく！」

　妖精三姉妹の長女、フェア。

　彼女は、貴大にどのような悪戯いたずらを仕掛けるのだろうか──。




「ねえ～？　何してるの？」

　ニンゲン。「タカヒロ」という名前だったか。

　その貴大が《フェアリーズ・ガーデン》の池の畔ほとりに寝ね転ころがっていた。

　季節は冬だったが、ここは一年中温暖だ。だからこんなことも無理なくできる。

　しかし、ここに来てやることが昼ひる寝ねだなんて、フェアには信じられなかった。

（まだまだ理性が残っているようね。本能が曝さらけ出されていないわ）

　その分、堕とし甲が斐いがあると思い、フェアは貴大にアプローチをかけた。

「フェアか。見りゃ分かるだろ。寝てたんだよ」

「なんでそんなことをしてるか聞きたいの」

「いや、疲つかれてたからさ。ちょうどいいかなって思って」

「ウ・ソ☆　我が慢まんしてるんでしょ？」

「……はあ？」

　そんな見え透すいた噓うそをつくなんて、ちょっとカワイイ。

　妖よう艶えんに微笑ほほえみながら、フェアは貴大に流し目を送る。

「本当は我慢してるだけなんでしょ？　魅み力りよく的なわたしたちを目にしたらたまらなくなっちゃうから、目を閉じているだけなんでしょ？」

「…………えぇ～……？」

　怪け訝げんそうな顔をしている。

　なんて下手な誤ご魔ま化かし方なんだろう。

　フェアはますます調子に乗って、スカートの端はしに手をかけた。

「いいわよ、タカヒロになら特別にイロイロと見せてあげても……ちょっとわたしの好みだし、ね☆　ほら、チラッ、チラッ」

　これで堕ちなかった男はいない。

　この空間の理性を溶かす力と、フェアの【妖精の誘ゆう惑わく】に惑まどわされた男は、鼻息を荒あらくして襲おそいかかってくるものだ。

　それをひらりとかわして遊ぶのが、フェアの楽しみだったのだが──。

「なあ、もう寝ていい？」

「な……っ!?」

　フェアを胡う乱ろんげに見た貴大は、返事も待たずに横になった。

　そのまま彼はすぐに寝ね息いきを立て始め、もう起きる気配もない。

　本当だ──本当に、なんか、疲れて寝ているっぽい──。

「ね、ねえ～……？　お昼寝なんてしていないで、わたしとイイコトしましょ？」

「ぐー」

「なんだったら、触さわってみてもいいのよ？」

「すかー」

「手！　手までだけどね!?」

「ぴー」

「う、うわ～ん！」

　フェアは逃にげ出した。

　魅力的なはずの彼女に見向きもせず、ぐーすか寝続けるニンゲンから──。

　涙なみだを振ふり撒まきながら、自分たちの家に逃げ帰った。

「ぴ～くぅ～！　に～すぅ～！」

「失敗したんですね。珍めずらしい。よしよし、泣くのはお止よしなさい」

「おねえちゃん、元気出して～」

　泣いて帰ってきた長女を慰なぐさめ、背中をさする次女と三女。

　それでも涙は止まることなく、結局、彼女は夜通し泣くに泣いた。

　こうして「いい女」フェアのアプローチは──。

　見事、失敗に終わったのだった。




「ねえねえ、これ食べてみて～？」

　今度は花畑で昼寝をしていた貴大に、ニースは桃ももを差し出した。

　それを受け取って、貴大は一口。おっと驚おどろきの声を上げる。

「うまっ!?　うわっ、スゲー美う味まい！」

「えへへ、そうでしょ？　おいしいでしょ？」

　その桃、〈水すい蜜みつ桃とう〉を褒ほめられると、ニースまでうれしくなった。

　彼女が手ずから育てた果物だ。それを美味いと言われると、思わず頰ほおがほころんだ。

「あ～、美味かった～」

〈水蜜桃〉をあっという間に食べつくした貴大は、幸せに満ちた顔で腹をさすった。

（これで～）

　この人間は桃を食べ続け、明日にでもこの空間に溶けていくだろう。

　実はこの桃、《フェアリーズ・ガーデン》が持つ力を助ける効果があった。

　おまけに【中毒】という状態異常も与あたえる。もう貴大が〈水蜜桃〉から逃のがれられる術すべはないはずだったが──。

「お礼になるもんがあればいいんだけど」

　彼はポケットをパタパタとはたいていた。

（わっ……まだ桃以外のことが考えられるんだ～）

　ニースは意外な思いがした。

【中毒】状態になると、他ほかのことは考えられないはずなのに──。

「もらいもんで悪いけど」

「え～？」

「お礼にこれをやるよ」

　ニースがぼんやりしていると、一枚のクッキーが差し出された。

　どうやらアイテム欄らんに残っていたらしい。貴大はそれをお礼にすると、青く光るシステムメニューを閉じた。

「ありがと～」

　受け取って、よろよろと不時着するニース。

　彼女の体ほどもあるクッキーは、濃こくて甘い匂においがした。

　美味おいしそうだ。だけど花の蜜より美味しいものなどあるはずが──。

「なにこれおいしい!?　すっごくおいしい！」

　食べたことのない味だった。

　花の蜜、果物の味しか知らないニースにとって、ただのチョコチップクッキーは天上の食べ物に思えた。

　生き地じも美味しい。チョコの部分も美味しい。

　ニースは口元をべたべたにしながら、夢中になってクッキーを平らげていく。

「そうか、そりゃ良かったな」

「うん！」

　美味しい食べ物がある。

　優やさしい人間が笑って見ていてくれる。

（なんだかとっても幸せだな～）

　そのままニースは、優しく見守る貴大の隣となりでクッキーをかじり続けた。

「で、貴女あなたはそのまま帰ってきた、と？」

「うん！　おいしかったよ～！」

　家に帰ると、姉たちがニースを出で迎むかえた。

　ピークは小難しそうな顔で額を押さえ、フェアは興きよう味み津しん々しんに話を聞いてくる。

「ね、ねえ。そんなに美味しかったの？　そのお菓か子し」

「おいしかったよ～……じゅるり」

　思い出したらまた食べたくなってきた。

　ニースはうっとりと頰をゆるませる。

「で？　どこにあるの？　そのお菓子？　残しているんでしょうね？」

「え？」

「え？」

「全部食べたよ？」

「何ですって!?　あ、あんたって子はいつもいつも……！」

　あんなに美味しいものをニースが残すはずがない。

　欠片かけらも残さず平らげて、おかげで腹が丸くなってしまった。

「おいしかったよ～♪」

「きぃぃぃぃ！」

　作戦的には失敗だったが──。

　個人的には大勝利を収め、ニースはとても満足だった。




「さて、いよいよ私の出番ですか」

　こうなることは分かっていた。

　姉妹からの報告から察するに、あの人間には状態異常が効かないのだろう。

　フェアの【妖よう精せいの誘惑】も、ニースの【中毒】も効果がなかった。

　おそらく、状態異常を防ぐパッシブスキルか、それに類する効果を持つアクセサリを身につけているのだ。《フェアリーズ・ガーデン》に迷い込んだ者の中で、そういった人間がいないことはなかった。

　しかし、まだ正気でいるのは驚きだった。

《浄じよう化かの監かん獄ごく》が溶とかし切れない大きな力。

　それだけの力を持つ悪人は、どのような怪かい物ぶつになるか分かったものではない。

（彼はここで処理しなければならない）

　そうと決まれば聞き込み調査だ。まずはあの人間がどのような欲よく望ぼうを持っているのか探さぐらなくてはならない。弱点を見つけるのだ。そこを突つけば人間の心など弱いもの、あっという間に溶けていってしまうだろう。

　そのためにピークは貴大に接せつ触しよくしたのだが、

「で、あなたは何を見ているのですか？」

「何って、アニメ映画だ。たまには古典作品もいいもんだよな」

　貴大は映像水すい晶しようを使って何かを見ていた。

　絵のような、そうでもないような、不思議な映像。

　それにピークは釘くぎづけになった。

「これは……なんですか？　絵が動いている」

　普ふ通つう、映像水晶といえば、持ち主が見聞きしたことを映し出すものだ。

　このように絵が動き、声までついているなど、ピークは見たことも聞いたこともない。

「肖しよう像ぞう画がを動かす魔ま法ほうの亜あ種しゆですか？」

「やっぱ知らんよな……少し待ってろ」

　アイテム欄から取り出した手帳に、貴大は何かを書き始めた。

　何だろうか。ピークは興味深そうに手帳をのぞき込む。

「いいか、ここを見てろよ？」

「ええ」

　ここからどうなるのか？

　簡単な棒人間をいくつか書き込むと、貴大はペラペラとページを捲めくり出した。

「これは！」

　絵が動いているように見える。

（そうか！　そういうことですか！）

　先ほどの映像も同じ原理で作られているのだろう。

　しかし、

（種が分かってしまえば、単純なものですね）

　何てことはない。ただの子どもだましだ。

（やれやれ、身構え過ぎていたようです）

　せめて魔法くらいは使って欲しかった。あまりに原始的過ぎる。

　やはり、いくら力が強そうだといってもしょせんは人間か。

　これなら堕おとすことも造作はないだろう。

（まったく、ふたりはどうしてこんな相手に手こずっていたのだか）

「な？　スゴイだろ？」

「はいはい、そうですね」

　得意げな顔をして──。

　まるで道どう化けのようだとピークは思った。

「この映像も同じような方法で作られているんだ。結構古い作品なんだけど、なかなか面おも白しろいぞ。どうだ？　見てみるか？」

「ええ、いいですよ」

　こんな戯たわむれの中にも、この人間の弱点や欲望が隠かくれているかもしれない。

　きっと見つけられるはずだ。彼女に見つけられないものなどない。

　彼女はピーク。妖精界でも名の知れた頭脳の持ち主だ──。

「それで？」

「すごくうれしそうだけど、なにしてたの～？」

「聞いてください、姉さん、ニース！　私は本当の文化というものに触ふれました！」

　日が暮れて木の洞うろの家。興奮したピークは、姉妹に向かってまくしたてていた。

「いいですか、ニース。ニンゲンの想像力は素す晴ばらしいものがあります。例えば、猫ねこが乗り物になるなど貴女は考えたことがありますか？」

「ネコさんなら、のっかったことがあるよ～」

「ええ、そうでしょうね。私も先ほどの問いにはそう答えるでしょう。しかし！　ニンゲンは、猫と馬車を融ゆう合ごうさせ、キメラとして運用しているのです！　この柔じゆう軟なんな発想力！　グロテスクにすら感じる、生命への挑ちよう戦せん！」

「え～……ネコバシャなんて気持ち悪いよ～。ネコさんかわいそうだよ～」

「なんと！　気持ち悪いで止めてしまえば、学問の発展は望めないというのに！」

「それでもやだよ～……」

「あんたちょっと落ち着きなさいよ」

　姉に止められるも、ピークの鼻息はますます荒あらくなる。

　この感動を共有するべく、彼女は貸してもらった映像水晶をテーブルに置き、解説つきのアニメ映画上映会を開始した。

「ピークでもダメなんてね」

　べらべらとしゃべっているピークを見ながらため息をつくフェア。

　何か新しい手を考える必要があった。
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「「「第二十四回！　妖精会議～！」」」

　ここは《フェアリーズ・ガーデン》と呼ばれる小さな空間。

　その一角にそびえ立つ大木の洞で、またも妖精会議の開かい催さいが宣言された。

「はい、今回の議題は、もちろんあのニンゲン……タカヒロさんのことですね」

　壁かべに吊つるされた白木の皮の裏側に、炭で議題を書き込むピース。

　それをにこにこと見ながら、ニースはちゅうちゅうと花の蜜を吸う。

「あのニンゲンさん、いい人だよね～。昨日も、ここの果物と花の蜜でおいしいお菓子を作ってくれたんだ～」

「え～？　絶対、真人間じゃないわよ！」

「そうかな～？」

「わたしの魅み力りよくにめろめろにならないんだから。心の底ではどんな趣しゆ味みを隠しているのか、分かったもんじゃないわ！」

「いい女」を自じ称しようするフェアは、貴大については否定的だ。

　よほど袖そでにされたことが気に障さわったのだろう。ぷんぷんと腹を立て、テーブルの上にある花を指でビシビシと弾はじいている。

「いえ、姉さん。タカヒロさんは良い人ですよ」

「そうだよ～。いい人だよ～」

　姉とは違ちがい、妹たちは肯こう定てい的なようだ。

　貴大を擁よう護ごし、どうにか姉を説得しようとしている。

　しかし、

「じゃあ、なんでここに来たのよ。いい人ならここには来ないはずでしょ？」

「「それは……」」

《浄化の監獄》には悪人しか来ない。

　堕だ落らくし、怪物に変わってしまうような人間しか、ここに迷い込むことはない。

　ここに来た時点で、どこか負の要素を持っているのだ。さもなければよほど特とく殊しゆな存在なのか、もしくは何か異常があるのか。

「何かの間ま違ちがいで」

「それはないわね。今まで間違えて入ってきた人なんていた？」

「ううっ」

　ここに訪おとずれた人間は軒のき並なみ悪人だった。例外はない。

「でもでも、これが最初のまちがいかもしれないよ？」

　あくまでも貴大の善性を訴うつたえかけるニース。

　ピークもそれに賛同し、うなずいている。

　それを受けて、フェアは、

「はあ……いいわ。じゃあ、妖精の粉を使いましょう」

「えぇ……!?」

「いいわね、明日あした、妖精の粉を使う。それでアイツの本ほん性しようが分かるから」

「「…………」」

　反対意見はなかった。

　ピークとニースも、これまでに腹に一物抱かかえた人間を何人も見てきたのだ。

　もしかしたらという考えを、捨て去ることはできなかった。




　妖精の粉とは、人の理性を溶かしてしまう鱗りん粉ぷんだ。

　純じゆん粋すいな妖精のみが生み出すことができるこの鱗粉は、人の心の奥底に隠された願望をむき出しにしてしまう。

　防ぐ手段は存在せず、効果が切れるまではあらゆる欲望が曝さらけ出される。

　それを使って、三姉妹は貴大を見み極きわめようというのだ。

「お～、お前ら、揃そろってどうした？」

「え、ええ、ちょっと」

「そのね～、え～と～」

　貴大の前で言い淀よどむピークとニース。

　さすがに面と向かって、「貴方あなたの本性み～せて☆」とは言えないだろう。

　だからフェアは背後から貴大に迫せまった。

（こっそり、こっそり）

　忍しのび寄り、羽を震ふるわせ、妖よう精せいの粉を撒まいた。

「……ん？」

　少し違い和わ感かんを覚えたようだが、特に言げん及きゆうはないようだ。

　妖精の粉を吸い込んだ貴大は、やがてぼんやりと遠くを見つめ始めた。

「かかった！　さあ、あなたの本性を見せなさい！」

　貴大の目から理性が消えてゆく。

　四し肢しからは力が抜ぬけ、花畑にへたり込む。

　それから間もなく、貴大は本心を高らかに叫さけび出して──。

「働きたくないでござる！　働きたくないでござる！」

「「「…………」」」

「せめて週休二日はくれよ～。過労死しちゃうよ～」

　花畑をごろごろと転げ回る貴大。

　これが悪人？　どこからどう見ても駄だ目め人間だ。

「ほ、ほら見なさい！　タカヒロって、こういうオトコなのよ！」

　それ見たことかと、貴大を後ろ手に指し示すフェア。

　残りの姉妹も、何とも言えない顔をして彼を見ている。

「い、いえ、この欲よつ求きゆうなら、世界に害は与あたえないと思います！　害しても、せいぜい自分のご家庭だけでしょう」

「うっ！　たしかに」

　気を取り直して考えを述べたのはピークだった。

「ここに来る悪人というのは、誰だれよりも強くなりたい、どんな手を使っても強くなりたいと願う者ばかりです。人の命を奪うばい、邪じや法ほうに身を染めてまで強くあろうとするニンゲン。この監かん獄ごくは、そういった輩やからのために用意された場所なんです！」

「そうだよ～。忘れたの～？」

「うううっ！」

　強くなりたいというのは、下手をすると悪あく魔まに通じる欲よく望ぼうだ。

　どんなことをしてでも、それこそ魔ま物ものに変わっても強さを求めるようになる。

　しかし、働きたくないというのはどうだろう？　働かず、意い欲よくもないのなら、怪あやしげな実験をして魔物になることもない。人を殺すようなこともせず、いつまでもごろごろと自分の家で転がっているはずだ。

　すると貴大は、悪人ではない？

　いや、《浄じよう化かの監獄》に来た以上、きっと何か理由があるはずだ。

「ま、まだよ！　妖精の粉の効きが悪いだけよ！　もう少し嗅かがせれば！」

「お、おねえちゃん～」

　妹の制止も聞かず、躍やつ起きになって妖精の粉を撒くフェア。

　しかしその後も、

「そろそろ米が食いたいな」

「お昼ひる寝ねした～い」

「温泉に行きたい」

　など、間の抜けた欲望が出てくるばかり。

　粉を撒き続けたフェアは、もはや息も絶え絶えになっていた。

「はあ……はあ……な、なかなかしぶといわね」

「もうやめたらどうですか？　タカヒロさんが良い人……と言いますか、無害な人間だというのはもう分かったでしょう？」

「そうだよ～、やめようよ～」

「まだ！　まだよ！　こんなんじゃ終わらないんだから！」

　ここまでやった手前、もう引き下がれないのだろう。

　フェアはむきになって、羽ばたきを強めた。

「最っ大っ出力！　これでぇ！」

　渦うず巻まき、煌きらめく鱗粉は、まるで霧きりのように貴大を包みこんだ。

　直後、びくりと彼の体が跳はね上がる。

「うあぁ……ああ……」

　目は虚うつろになり、体は震え、口は半開きになって声がもれた。

　これだ。これこそが、隠かくされた願望や本性が表れる前兆だ。

「さあ、出てきなさい！」

　フェアも、ピークも、ニースでさえ、これまでの経験から確信していた。

　これから表れるのが──。

　この人間の心の奥底に潜ひそむものなのだと。

「うぁぁぁ……止やめろ……！　止めろ……！」

「……え？」

「優ゆう介すけ……！　れんちゃん……！」

「置いていかないでくれ……！」

「俺をひとりにしないでくれ……！」

　伝わってくるのは、深い悲しみと寂せき寥りよう感。

　そして、胸をえぐるような孤こ独どくと空くう虚きよだ。

「こ、これって……!?」

　さびしい、会いたいという気持ちが痛いほどに伝わってくる。

　おかしい。これまで三姉妹が見てきた人間は、本性を表すと暴れるだけだった。

　しかし、これはどうだ。貴大は子どものように体を丸めて泣いている。

「な、何よこれ……タカヒロは、悪いニンゲンじゃないの……？」

　フェアの言うとおり、これでは悪人どころか幼子だ。

　どう見ても世界に害を及およぼす存在とは思えない。

「きっと……」

「ピーク？」

「きっと、さびしいという負の感情と、タカヒロさんが持つ強い力が合わさって、《浄化の監獄》が誤ご認にん識しきしてしまったのでしょう」

　力は強くなるほど影えい響きよう力が高まる。

　レベル２５０という数値は、この世界では異常なほどの高さだ。

　だからこそ、ほんのちょっとしたきっかけで──。

　貴大は《浄化の監獄》に迷い込んでしまったのだ。

「じゃあ、このニンゲンさんはいい人ってこと～？」

「おそらく、そうなのでしょう。少なくとも魔物にはならないようです」

「え……じゃあ、わたしがしたことって……っ!?」

　貴大の体がぼんやりと光り始めた。

　それに合わせて、彼の体の輪りん郭かくがぼやけてくる。

「いけないっ！」

「溶とけようとしています！」

　試ためすつもりで振ふりかけた妖精の粉が、ついに許容量を超こえてしまったのだ。

　このままではじきに貴大は消えてしまい、この世界からいなくなってしまう。

「帰してあげましょう、タカヒロさんを」

「いい人なんだから～」

「そうね……そう、タカヒロは悪い人じゃないものね」

「そうだよ～」

「帰してあげなきゃ」

　三姉妹が貴大を囲み、両手を前に突つき出した。

　すると、その手からは魔ま方ほう陣じんが浮うかび上がり、そこからあふれ出る光が貴大を優やさしく包んでいく。

「迷めい惑わくかけちゃったわね」

「申し訳ありませんでした」

「ごめんね～」

「「「さよなら」」」

　告げられる別れの言葉。

　同時に発動する送そう還かんの魔ま法ほう。

　貴大の体が《フェアリーズ・ガーデン》から消えてゆくのを、三姉妹は申し訳なさそうな顔をして見送っていた。
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　気がつくと、俺は自宅の前に立っていた。

「あれ？」

　今まで何をしていたのか、どうにも思い出せない。

　長く影かげが伸のびる夕暮れと、鳥とり肌はだが立つような寒風に、何だか気味が悪くなる。

「う～ん……おお、そういえば」

　そうだ。俺は仕事が嫌いやになったんだ。

　だから衝しよう動どう的に逃にげようとして、それから──。

　そうだ、《フェアリーズ・ガーデン》に迷い込んだんだ。

（それからどうなったんだっけ？）

　戻もどってきたってことは一週間経たったんだろうか。

　それにしては実感のない帰き還かんに、俺はぶるぶると頭を振った。

「まあいい。問題はこれからだ」

　そう、ここからが本番だ。

　いくら疲つかれていたからといって、ここから逃げたいと思うなんてどうかしていた。

　図はからずも《フェアリーズ・ガーデン》で骨休めはできたけど、

「ユミィのやつ、許してくれるかなぁ」

　あの仕事の鬼おにのことだ。

　一週間に渡わたるサボタージュなんて許しちゃくれないだろう。

　そりゃもう凄すさまじい、ありとあらゆるおしおきをしてくるに違ちがいない。

「たぶん、このドアにもしかけが」

　ちょんちょんとドアノブをつついてみる。

　あれ？　【スパーク・ボルト】は流れないようだ。

「ははあ、さては」

　そっとドアノブを開け、直後に【見切り】で体を仰のけ反らせる！

　その俺の胸の上をかすめるように【ハード・パンチャー】のグローブが飛び出して！

　こないな。

「ＯＫ、ＯＫ。お前の手は読めた」

　ふふん、何だかんだで長い付き合いだ。

　あいつの考えることなんてお見通しだ！

「どうせ、居間のドアに何かしかけているんだろう？」

　こそこそと自分の家に上がる。その直後を突こうというのだ。

　なかなか良い手ではある。

　だが！　そんな罠わなに引っかかる俺ではない！

「ふふふ……【罠回かい避ひ】」

　これを発動すれば罠なんて怖こわくない！

　さあ、ユミエルよ。吠ほえ面づらをかくがいい！

「するする～、っとな」

　ほら見ろ！　何の妨ぼう害がいにも遭あわずに入り込めたぞ！

　これが俺の実力だ！　ユミエル、敗れたり！

「……うん？」

　その肝かん心じんのユミエルさんですが、居間の机に突っ伏ぷして寝ねてました。

　珍めずらしいな。こいつのこんな姿を見るのは初めてだ。貴重なワンシーンってやつだな。

　仕事の鬼でも、寝ね顔がおは可愛かわいらしいもんだな──どれ、もう少し近くで。

「……ご主人、さま？」

　起きた。

　いやあっ!?　目が合った!?

「ご主人さまなのですか……？」

　ゆらりと立ち上がるユミエルさん。

「は、はいっ！」

　悲しいかな、訓練されたこの身は、条件反射で気をつけの姿勢を取ってしまう。

　そしてユミエルはそんな俺を、剣けん吞のんな目で見つめるんだ──。

「……本当に、ご主人さまなのですね？　夢では、なく」

「はいぃ！」

　俺の返事に合わせ、ぬうっと、鞭むちを取り出すユミエル。

　はっ!?　い、いかん！　おしおきされるって分かってたじゃないか！

　潜せん入にゆうごっこで家に入ったせいで、変なテンションになって忘れてた！

「あわわ……！」

　む、鞭を振り上げた！

（く、くるっ！）

　覚かく悟ごして身を固くする俺。

　そんな俺の肩かたに、ユミエルの鞭が迫せまり──！




　ぺちん。




「うああっ!?　……あれ？」

　ぺちん。

　再度の鞭むち打うち。だけど勢いもないし、手首のスナップも利きいていない。

　もちろん全然痛くない。肩に載のせられたって感じだ。

（な、なんだこれ？）

　ぺちん。

　まただ。これは──なんだ？

　何発か喰くらうと死んじゃう【カウント・デス】の一種？

　不思議に思ってユミエルを見ると、その目には涙なみだが──。

「って、えぇっ!?」

「……噓うそつき……噓つきぃ……うあぁぁぁ……」

　俺を噓つきと言いながら、力が入っていない鞭を振り続けるユミエル。

　今まで見たことがない鉄の少女の涙に、俺の頭は真っ白になる。

「な、なんだよ……泣くなよ！」

「うっ、うぅうっ」

「な、なあってば……おい！」

「うう～！　う～！」

「あ～、どうすりゃいいんだ……!?」

　土下座してみたり、ハンカチを差し出そうとうろうろしたり。

　視線をあちこちにさ迷わせてみたり、また頭を下げてみたり。

　いつまで経っても泣き止やまないユミエルに、俺はもう、どうしようもなかった。
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「「「第二十五回！　妖精会議～！」」」

「……はい？」

「「「夢の出張版！　イェー！」」」

　なんだろう、これは。

　自分は主人の就しゆう寝しんを確かく認にんしてから、自室のベッドで眠ねむったはずだ。

　それなのに、どうしてこのような場所に？

　どことも知れない森の中。開けた広場で、ユミエルは固まってしまっていた。

「こんばんは、お嬢じようさん」

「ふふふ……あなたがタカヒロの大事な人ね？」

「へ～、水妖よう精せいの血が流れてるんだ～。キレイな水色の髪かみ～、いいな～」

　ユミエルに近づいてくる小人たち。

　このやたらファンシーな生物は何だろう？

　虫のような羽で飛び回っている。トンボの一種だろうか。

「……あなたたちは誰だれですか？」

　どうにも気になってたずねるユミエル。

　すると推定トンボ小人は、空中でぴたりと止まって口を開いた。

「わたし？　わたしはフェア」

「私はピークです」

「あたしはニース。よろしくね～」

　そう言うと、彼女らは横一列になる。

　何をするつもりだろうか？　いぶかしむユミエルの前で、彼女らは、

「「「せーの……我ら妖精三姉妹！」」」

「………………」

「「「………………」」」

「………………………」

「「「………………………」」」

「……………………………」

「「「……………………………」」」

「何かリアクションしてよ！」

　フェアと名乗った少女──。

　いや、言葉通りなら妖精か。

　その妖精が、真っ赤な顔をして空中を転がり回った。

「やはり、これは廃はい止ししましょう。そうしましょう」

　同じく頰ほおを染めたピークが、やや恨うらみがましい目でフェアをにらむ。

「おねえちゃん、元気出して～。あたしは好きだよ。ビシッ！」

「止やめて～！　傷口に塩を塗ぬらないで～！」

　フェアの前で、ニースがまたもポーズを決めている。

（なんなのだろう）

　ユミエルを放置して、さらに姦かしましく飛び回る妖精たち。

　もう、帰っていいだろうか。

　ユミエルはふと、そんなことを考えていた。




「……つまりは、あなたたちのせいですか」

「そういうことになりますね」

　彼女ら妖精三姉妹によると──。

　どうやら貴たか大ひろの失しつ踪そうは、彼女らが関かかわっていたらしい。

　妖精の庭に迷い込み、そのまま一週間、連れん絡らくを取ることもできず──。

「そんなこわい顔しないで～！」

「あれは事故！　事故なの！」

「申し訳ありませんでした！」

　どうやら敵意はないようだ。

　しかし、まったく人ひと騒さわがせな。

「……謝りに来ただけなら、もう用は済んだでしょう。早くわたしを戻してください」

　そうだ。こんなことをしている場合ではない。

　ちゃんと寝ねて、ろくに眠れなかった一週間の疲つかれを取り、明日あしたからまた主人のお世話をしなければならない。

　いくら自分の夢の中とはいえ、いつまでも妖精たちと話しているわけにはいかない。

　ユミエルは珍めずらしくも人を急せかすと、ここを去ろうとしたのだが、

「ままま！　そう急がないで！　わたしたち、あなたに大事な話があるの！」

「……話？　わたしにはありませんが」

「いえいえ、これはあなたにとっても大事な話です」

「……わたしにとっても大事な話？」

「貴女あなた、タカヒロさんに逃にげられたと思ったのでしょう？」

「それ、半分当たってるわよ」

「…………！」

　そんなはずはない。

　あれは事故だったはずだ。

　彼女らもそう言っていたではないか──。

「ニンゲンさんから聞いたよ～。お仕事ばっかりで疲れた～、って」

「……あれは、ご主人さまのためを思って」

「さすがに週六日は働き過ぎよー。週に三日でも多いくらいだわ」

「えっ……!?」

「噓うそはダメですよ、姉さん。とはいえ、確かに働き過ぎですね。家でも疲れが抜ぬけてなかったのではないですか？　彼が《フェアリーズ・ガーデン》に来たばかりの頃ころは、寝てばかりいましたよ」

　妖精の庭で寝てばかりとは──。

　やはり、貴大は疲れていたのだろうか。

「……なら、仕事を減らします」

　これでもう、逃げ出しはしないはずだ。

「それだけじゃダメだよ～」

「そうよ、それだけじゃダメダメ☆　働くオトコには、癒いやしが必要なのよ♪」

　これは聞き捨てならなかった。

「……ご主人さまはわたしが癒しています」

「ふぅん？」

「……この間も、肩かたを揉もんでさしあげました」

　カオルもそれでいいと言っていた。

　近所のみんなもそう言っている。

（わたしのご奉仕に間ま違ちがいはない）

　そのはずなのだが、

「「「………………はぁ～」」」

　なぜか妖精たちは、憐あわれみの目でユミエルを見ていた。

「肩揉みって……お爺じいちゃんじゃないんだから、そんなんじゃ癒されないわよ」

「……噓」

「噓じゃないですよ。タカヒロさんはまだ二十歳はたちです。恐おそらく、肩を揉んでいた時、微び妙みようそうな顔をしていたのではありませんか？」

「……そういえば」

　確かに、何ともいえない顔をしていた。

　あれはそういうことなのだろうか。

「ほら～、肩もみじゃダメなんだよ～。もっとイイコトしなきゃ～」

「……イイコト、と言われても」

　イイコトとは何だろう。

　よく分からない。ユミエルはそれを知らない。

「悩なやんでいるわね。でも、安心して♪」

「あたしたち、あのニンゲンさんを元気にしてあげたんだよ～」

「そのノウハウを伝授するために、私たちは貴女の夢の中に来たのです」

　そういえば、帰ってきた貴大はずいぶんとすっきりした顔をしていた。

　あれはこの妖精たちのおかげだったのか。ユミエルは妖精三姉妹の評価を改めた。

（最近は仕事が忙いそがしく、いつも疲れた顔をされていた。だけど、私がそれを癒してあげればいいと思っていたのに）

　どうやら足りていなかったようだ。

　自分のメイドとしての技能が。疲れを癒すご奉仕のノウハウが！

　それを学べるなら学びたい。ユミエルはそう考え、妖精たちに頭を下げた。

「……分かりました。わたしの名前はユミエルです。これからよろしくお願いします」

「そう、よろしくね、ユミエル」

「私の指導は厳しいですよ」

「厳しいですよ～！　ビシッ！」

　置いていかれたと思った日の夜。帰ってこない主人をただ待つだけの日々。

　もう、あの時のような気持ちは味わいたくない。

　この妖精たちから多くの事を学び、日々の生活に活いかしていこう。

　すべては、貴大の健全な人生のために──。
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　貴大が帰き還かんした次の日、何でも屋《フリーライフ》は臨時休業となっていた。

　これは妖精たちからアドバイスを受けたユミエルの計らいだが、それを知らない貴大はのん気にお茶をすすっていた。

「……お茶のおかわりはいかがでしょうか、ご主人さま」

「お、おお。じゃあ、もらおうかな」

「……では、次はリョクチャです」

「また変えるのかぁ？　まあ、いいけどさ」

　空になったマグカップに、グランフェリアでは貴重な緑茶が注がれる。

　紅茶、乳茶、花茶、柑かん橘きつ茶、ジャム茶と続いて、もう六杯ぱい目だ。ユミエルに負い目のある貴大も、これには顔をしかめてしまう。

　それを目め敏ざとく見つけ、ユミエルは彼に声をかけた。

「……どうされました？　もしや、リョクチャはお好きではない……？」

　じっと目を合わせ、淡たん々たんと問いかけてくるメイドさん。

　そんな彼女に、貴大は慌あわてて首を横に振ふった。

「い、いやいや！　俺、緑茶大好きだよ！　ユミィが淹いれてくれたもんだしな、うん！」

「……そうですか？」

「ああ～、うめえ！　一いつ滴てきも残せねえわ！」

　妙みような重圧を感じ、味など分かるはずもない。

　しかし、残そうものなら何が起こるか分からない。

　一週間も留守にしたという負い目と、初めて泣かせてしまった罪悪感とで強い態度を取りづらい貴大だ。

　お茶を残すという選せん択たく肢しなど、彼に選べるはずもなかった。

「……喜んでいただけたようで何よりです」

「お、おう」

「……ふむ、リョクチャも好き、と」

　ユミエルはメイド服のポケットから手帳を取り出し、何かを書き留めていた。

　それもお茶のおかわりと同じく六度目だ。

（だから何だよ、あれはっ！）

　閻えん魔ま帳ちよう？　それとも一服盛っていて、その効果を確かく認にんしているのだろうか。

　思わず体に異変はないか確認してしまう貴大。

　しかしおかしな点は見つけられず、それがますます彼を混乱させていく。

（う、ううう、生殺しか）

　説明はなく、しかし、確実に何かがおかしい。

　それを聞く勇気もなく、そわそわと落ち着かない彼を横目に──。

　ユミエルはこれまで書き留めた内容を確認していた。

（ご主人さまは、そのままの紅茶よりは味や香かおりがついたものを好まれる。リョクチャは何を加えずとも、一気に飲み干すほど嗜し好こうに合っているようだ。やはり、ジパングの方にはジパングの品ということか）

　うんうんと、何やらしきりにうなずくユミエル。

　何を納なつ得とくしたのか知る由よしもない貴大は、わけも分からず青ざめる。

　いったい、彼女はどうしてしまったのか。

　その答えは昨夜の夢の中、妖よう精せいたちを交えた会議にあった。




「まずは観察。これは基本中の基本です」

　第一回目の教師役に収まったのは、妖精三姉妹の次女ピークだった。

　理知的な彼女はまず、ユミエルに観察の重要性を説いていた。

「ユミエルさん。貴女は今まで、タカヒロさんのことをどれだけ観みてきましたか？」

「……一年近くそばにいるわけですから、十分過ぎるほどには」

　観察など今さら何になるのか。

　ユミエルは首を傾かしげたが、その反応はピークの予想通りのものだった。

「ではお聞きします。タカヒロさんが『最も』好きな食べ物はなんですか？」

「……簡単なことです。ポテトサラダ。これがご主人さまの好物です」

　確かに、貴大はポテトサラダが大好きだ。

　自家製のウスターソースをたらし、炊たきたてのご飯や焼きたてのパンと一いつ緒しよに食べると、何とも幸せな顔をする。

　しかし、

「それは本当なのですか？　ポテトサラダ『も』好きなだけではないのですか？　タカヒロさんは《フェアリーズ・ガーデン》でも、花の蜜みつや果物を美味おいしそうに食べていらっしゃいましたよ？　そこから察するに、ただ好き嫌きらいがなく、何でも美味しくめしあがる方のようですね。違ちがいますか？」

「……っ！」

　その通りだ。ポテトサラダに限らず、貴大は何でも美味しそうに食べてしまう。

　ポテトサラダは好評だったもののひとつにすぎない。初めてユミエルが作った料理であり、それを貴大が喜んでくれたため、咄とつ嗟さに名前が出てしまったのだ。

「どうやら図星のようですね。私は『最も』好きな食べ物について聞いたのですよ？　数ある好きな食べ物の中でも、これだというものです。さあ、答えてください」

　答えられない。

　貴大の好きな料理はいくつも挙げられるが、一番となると断言できない。

　なぜ自分はそんなことも分からないのか。ユミエルは唇くちびるを嚙かみながら返答する。

「……分かりません……！」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎってうつむくユミエル。

　そんな彼女を見て、ピークはふっと微笑ほほえんだ。

「そう悔くやむことはありません」

「……ですが」

「私はただ、無知というものを知ってもらいたかったのです」

「……どういうことですか？」

　わずかに顔を上げたユミエルに、ピークは諭さとすように語り出した。

「知性ある生き物はみな、自分はものを知っていると思いがちです。だけど、先ほどのユミエルさんのように、知っているつもりになっていることの方が多いのです。知っているつもりになってしまえば、そこで探求心は閉とざされてしまいます。『これはこうだ』と決めつけてしまい、それ以上知ろうとはしなくなるのです」

「……その通りです」

　こくりとうなずくユミエル。

　食べ物のことだけではない。貴大はこれが好きなんだと勝手に決めつけてしまったことは他ほかにもある。思い当たることはいくらでもあった。

「それを打ち破るのが、先ほど述べた観察です。『それは本当にそうなのか』と常に疑問を持ち、つぶさに観察を行えば、いずれは真実に辿たどり着くこともできるでしょう」

「……確かに」

　自分は今まで疑問を持つことがなかった。

　誰だれかの言葉だけで何事も決めてしまい、疑いを持つことをしなかった。

　それは、ある意味で楽な生き方だ。考えることを半ば放ほう棄きしてしまえば、いちいち思い悩むこともないだろう。周囲に流されるまま、言われるがままに過ごしたこの一年は、確かにストレスのない生活だった。

　だが、その結果、貴大は逃にげ出してしまったのだ。

（きっと、わたしの決めつけのせいでもあるんだ）

　ここに至って、ユミエルはようやくそのことを理解した。

「お分かりいただけたようですね。では、貴女あなたがすべきことも理解できましたね？」

「……ご主人さまの、観察」

　うなずき合うふたり。

　今まさに、ピークとユミエルの師し弟てい関係は結ばれようとしていた。

「その通りです。それが分かったのなら、さあ、行くのです、ユミエルさん！　タカヒロさんが……大切な人が真に求めるものを見つけるために！」

「……先生」

　ピークを見上げるユミエルの目は、悟さとりを開いたかのように輝かがやいていた。




（……ご主人さまがお出かけして一分経過。わたしもあとを追おう）

　復帰の挨あい拶さつがてら、《まんぷく亭》に出かけた主人のあとを追うユミエル。

　自分がそばにいては、貴大の本当の姿は見られないかもしれない。

　そう思い、誘さそいを断って、こっそりとあとをつけたのだが、

「あぁ～っ!?　タ、タカヒロ!?　あんた、どこ行ってたの～～～～～～～!?」

《まんぷく亭》は歩いて三分のご近所さんだ。

《フリーライフ》の玄げん関かんを出ただけで、カオルの怒ど声せいが聞こえてくる。

「タカヒロッ！　ユミィちゃんがどれだけ心配したと思ってるの！　ご飯もろくに食べないで、あんたが帰ってくるかもしれないからって夜も灯あかりをつけて待ってたのよ！」

「うっ……そりゃあ俺だって悪いと思ってるけど……」

「けどぉ!?　けど、なに！」

「ご、ごめんなさい」

　ユミエルはもう許しているのだが、当然、他の者は許してはいない。

　連れん絡らくも無しにいなくなり、その後も音おと沙さ汰たが無ければ当然のことだ。

　どれだけの人を心配させたのか──。

　鬼おにのように怒いかり狂くるうカオルに、貴大はただただ謝り続けた。

「仕事をほっぽり出したせいで、ユミィちゃん大変だったんだからね！　貴族のお偉えらいさんとか、危なそうなエルフの女の人とか来てたし……わたしも、心配したんだから……何にも言わずにいなくなっちゃうし……」

「すまん……」

　一転、怒りは鳴りを潜ひそめ、しゅんと落ち込むカオル。

　そんな彼女に、貴大はどうにも申し訳なくなってしまう。

　しばらくは沈しずんだ空気が場を支配する──かに思われたその時！

「わんっ！　わんわん！　わんっ！　わんっ！」

「うおおっ!?」

　クルミアとゴルディの襲しゆう来らいだ！

　体ごとぶち当てるかのように貴大に抱だきついたクルミアは、一心不乱になって彼の顔をなめまわす。普ふ段だんは大人しいゴルディですらぴょんぴょんと跳とび上がり、勢い余って貴大の顔に鼻先をぶつけてくる。

「こ、こら！　お前ら！　止よせ、わぷっ」

「くぅ～んくんくん……きゅ～んきゅ～ん」

　たまらず押しのけようとするも、切ない声を上げるわんこたちにはなす術すべもない。

　すぐに貴大の顔はべちょべちょになって、それでもクルミアたちは決して彼から離はなれようとはしなかった。

「ちょっ、ダメよクーちゃん!?」

「く～ん！」

「女の子がそんなはしたないことしちゃ！　めっ！」

「く～ん」

　渋しぶ々しぶと離れるわんこたち。

　だが、よほど会えて嬉うれしいのか、尻しつ尾ぽだけはぶんぶんと振ふりたくられていた。

「ほらね？　タカヒロがいなくなって心配する人はいっぱいいるんだから」

「わんっ」

　カオルの言葉に同意の声をあげるクルミア。

「いや、ほんと、すみませんでした」

　その後、集まってくるご近所さんたちにも貴大はひたすらに頭を下げ続けた。
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「あたしね、思うの～。おいしいものがいちばん大事なんじゃないか、って」

　夜、就しゆう寝しんしたユミエルを待っていたのは、末っ子のニースだった。

　今回は彼女が教師役なのだろう。おっとりした妖よう精せいは、美味しいものの重要性について話し始めた。

「お母さんに聞いたことがあるの。オトコのイブクロをガッチリつかめば、離れることなんてないって。ニンゲンさんも、そうじゃないのかな～？」

「……なるほど」

　貴大は美味しいものが好きだ。

　特に《まんぷく亭》のジパング料理には目がなく、週に何度も足あし繁しげく通っている。

　昨日も帰ってきた翌日だというのに、「米が食いたい」と言って出かけたほどだ。

「……では、家でもジパング料理を作れば良いのですか」

「う～ん、それはちょっと違うかな～？」

　あごに人差し指を当て、首を傾げるニース。

「あのね、そのお料理は、お店に行けば食べられるわけでしょ～？　それじゃあ、ユミィちゃんだけが特別ってことには、ならないんじゃないかな～」

「……っ！」

　確かにその通りだ。店でも食べられるなら、自分だけの利点にならない。

　ならば、自分の手料理を──そう考えるも、ユミエルが作るものは何の変へん哲てつもない家庭料理だ。それだけでは決め手にならない。彼女はそう考えた。

　反論もできずに固まるユミエル。

　そんな彼女に、ニースはにこりと微笑んだ。

「心配しないで～。イイモノあげるから～」

「……イイモノ、とは？」

　返事の代わりに、小さなガラス瓶びんを持ってくるニース。

　その中には、煌きらめく鱗りん粉ぷんが詰つめられていた。

「……これは？」

「これはね～、妖精の粉だよ～」

「……妖精の粉？」

　聞き慣れない言葉にユミエルは眉まゆをひそめた。

　その視線を受け、ニースの説明は続く。

「そう、妖精の粉～。これを使ってね、お菓か子しを作ると、ニンゲンさんは幸せな気分になっちゃうんだ～」

「……そんなものが」

　主あるじの幸福を願うユミエルは、幸せという単語にとても弱い。

　乗り気になった彼女に、ニースは妖精の粉で満たされた小瓶を渡わたした。

「こんなに集めるのは、ちょっとだけタイヘンなんだよ～？　でも、ユミィちゃんにはガンバってほしいから、全部あげるね～」

「……ありがとうございます、先生。私、やり遂とげてみせます」

「えへへ、センセイって、なんか照れちゃうね」

　決意を込めて拳こぶしを胸の前で握にぎるユミエル。

　彼女の周りを、照れたニースがふわふわパタパタと舞まっていた。




　翌日、何でも屋《フリーライフ》の台所にて、エプロン姿のユミエルがちょこまかと忙せわしなく動き回っていた。

（……ご主人さまが帰ってくるのは午後六時。それまでに仕込みを済ませなければ）

　貴大は今日から仕事に復帰し、朝から出かけている。

　ユミエルもいくつか書類整理の仕事があったのだが、それは大急ぎで、かつ丁てい寧ねいに終わらせていた。そこから夕食の準備、菓子作りの準備を進めたのだが──どうやら、少し時間が足りないようだ。

　それでも彼女は焦あせらない。

　せっかくニースに貴重な材料を分けてもらったのだ。急ぎ過ぎて仕上がりが台無しになっては元も子もない。

　細心の注意を払はらい、かつ、可か及きゆう的てき速すみやかに調理を進めていく。

（……よし、タルト生き地じももうすぐ焼き上がる）

　時刻は午後五時半。

　メインの料理も出来上がり、ユミエルは貴大に食べさせる菓子、林りん檎ごを使ったタルトにかかりきりだった。

　タルトに入れるためのカスタードクリームも用意され、その上に載のせる林檎の砂糖煮にも出来上がりつつある。

　そこで、ユミエルはいよいよ例の小瓶を取り出した。

「……これを、林檎の隠かくし味に」

『ちょっとだけ入れたら、ニンゲンさんは幸せな気分になれるよ～』

　ニースはそう言っていた。

（ちょっと？）

　やや杓しやく子し定じよう規ぎなユミエルは、その辺りの加減がいまいち分からない。

　だが、ちょっとというからにはほんの少量なのだろう。

　そう考え、鍋なべには小さじ一杯ぱいだけ加えようとしたのだが──。

　ユミエルの頭に閃ひらめくものがあった。

（……たくさん入れれば、もっと幸せになれるのでは？）

　そう思い、妖精の粉を大さじ山盛りに掬すくい取り、鍋に入れようとして──。

　得体の知れないものを加えるのは気が引けたのか、一度指につけてなめてみた。

「……おお、これは」

　すーっと鼻に抜ぬける、何とも言えない良い香かおり。

　さらさらと口の内を滑すべっていく上品な食感と甘さ。

　そして、体を満たす幸せな気持ち。

　まるで、お風ふ呂ろにゆったりと浸つかっているような気持ちにさせてくれる。

「……これは良い」

　これなら貴大も満ち足りた思いになることだろう。

　ユミエルはそう確信し、今度こそ大さじ山盛りの妖精の粉を鍋に加えた。

　──だが、彼女は大事な、とても大事なことを知らない。

　人体には有毒な妖精の粉だが、経口摂せつ取しゆすれば害はない。

　ストレスの解消という効果に目をつけた国では、薬として用いられているほどだ。

　しかし、薬も過ぎれば毒となる。

　本来の用量は、ニースが言った通り「ちょっとだけ」だ。

　一定量を超こえてしまえば、人は瞬しゆん時じに気絶してしまう。脳があまりの快楽にショートしてしまうのだ。

　妖精の粉を生み出す妖精と、その血が流れる妖精種はそうではない。

　いくら摂取しようが、ほどよくいい気持ちになれる程度で実害はない。

　問題は人間なのだ。いくらカンストレベルの貴大といえど、彼にも限界は存在する。大さじまでなら耐たえられたかもしれないが、山盛りは耐え切れない。あれほどの量、口にしてしまえば正気は保てないだろう。

　本当はニースもそのことを伝えようと思っていたのだが、先生と呼ばれて浮うかれてしまっていたようだ。大事なことを伝え忘れ、彼女はそのことさえ忘れていた。

　そうとも知らず、出来上がった林檎の砂糖煮を味見するユミエル。

　その表情は変わらないが、うんうんとうなずいて満足そうに見える。

　味と効果に納なつ得とくがいったのか、彼女は焼き上がったタルトにカスタードを塗ぬり、林檎を重ねていく。幸せになれるタルトを着々と作り上げていく。

「……よし」

　そして、妖精の粉をふんだんに使った林檎のタルトは完成した。

　完成してしまった。




「おお、こいつは豪ごう勢せいだな！」

　帰宅した貴大を迎むかえたのは、ユミエルお手製の料理の数々だった。

　鶏とりのもも肉のローストに、天然酵こう母ぼの丸パン。

　新しん鮮せんな野菜を塩とビネガー、少量のレモン汁じるで和あえたサラダ。

　そして一ひと際きわ目を引くのが、甘い匂においが漂ただよう林檎のタルトだ。

「……ご主人さまの仕事復帰祝いです」

「お、おお、そうか。すまんな」

　帰ってきてからのユミエルは、何だか妙みように優やさしい。

　前から仕事上がりや休日は優しかったのだが、昨日と今日は特に甲か斐い甲が斐いしい。

　それほどまでにさびしかったのだろうか。貴大の罪悪感はなかなか消えない。

「じゃあ、いただくかな」

「……どうぞ」

　今日は一いつ緒しよに食べるようだ。

　いつぞやのように、脇わきに立たれて給きゆう仕じを受けるのはどうにも落ち着かない。

　貴大はユミエルと向かい合って、いつもより気持ち豪ごう華かな料理に舌した鼓つづみを打った。

「ふ～、食った食った」

　やがて食事を終え、貴大は満足そうに息をついた。

　しかし、これで終わりではない。まだデザートが残っている。

「……さ、ご主人さま、どうぞ」

「おお！　美う味まそうだよな！　それじゃあ早さつ速そく、いただきま～す！」

　手に持ち、口先に近づけると、甘い香りは一層強くなる。

　もうこれだけで美味おいしい。そう確信できてしまうような匂いだ。

　行ぎよう儀ぎなど気にはしていられない。貴大は大きく口を開いて、掌てのひらほどもあるタルトにかぶりついた。

「こ、この味は……!?」

　林檎のタルトを咀そ嚼しやくし、飲み込んだ瞬しゆん間かん、貴大の体を未知の感覚が支配した。

　味わったことのない味だ。林檎の酸さん味みと、タルト生地に敷しかれたカスタードの甘みがお互たがいを引き立て合い、さらなる味の階段を駆かけ上がっている。

　しかも、その奥に潜ひそむエッセンスは何だろうか。これが林檎のタルトという何の変哲もないものを奇き跡せきの一品へと昇しよう華かさせている。

　何を加えたのか分からない。分からないが、ただただ、美味い。

（うおお！　うめええええっ！）

　いまだかつてない味体験に、酒に酔よったかのように陶とう然ぜんとなる貴大。

（あ～、幸せだなぁ）

（世界がキレイだぁぁぁ）

（タルトもうまいいいいいいいい）

　そして貴大は意識を失った。

「…………」

　テーブルに突つっ伏ぷして、何やら幸せそうな顔をしている貴大。

　それを見たユミエルは、うんうんとうなずいて、空になった皿を片づけていった。
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　気がつけば朝だった。

「……あれ？」

　いったい、いつ眠ねむったのか。

　仕事が終わって、家のドアを開けて──。

　そこまでは思い出せるのだが、そこから先を考えようとすると頭に鈍どん痛つうが走る。

（最近、こんなのばっかりだな）

　若じやく年ねん性健けん忘ぼう症しようだろうか。二十歳はたちを超えたら体のあちこちにガタがくるとは聞いていたが、まさか本当の話だったとは。

　しかし、ひとりでぐだぐだ悩なやんでいてもしょうがない。

　さっさと起きて、ユミエルに何があったのか聞いてみよう。

　そう考えた貴大は、ベッドから起き上がり、普ふ段だん着ぎに着き替がえて部屋を出た。

「おはよ～……あれ？　いないのか？」

　居間には誰だれもいなかった。

「まだ寝ねてるのか？」

　ユミエルに限って、それはないはずだが──。

　貴大が首をひねっていると、居間に繫つながる台所から足音が聞こえた。

「なんだ、朝飯作ってたのか」

　いつもながらご苦労なことだ。たまにはお礼のひとつも言おうとして、

　あれ？

　ユミエルさん？

「……おはようございます、ご主人さま」

「あ、ああ、うん、おはよう」

「……今日のお仕事は、午前はモリー商会の運うん搬ぱんのお手伝い。午後は孤こ児じ院いんでの奉ほう仕し活動です。そう量は多くないので、頑がん張ばってください」

「そう、か」

「……もうすぐ朝ごはんができますので、少々お待ちください」

「あ、ああ、ありがと」

「……では」

「いや、な、なあ。ちょっと聞いていいか？」

「……はい、なんでしょうか？」

「なんでお前、裸はだかエプロンなの……？」

　起き伏ふくの少ない胸部から膝ひざ上うえまでを覆おおう、目にもまぶしい白エプロン。

　それのおかげで前は隠かくれているが、普段は見えない真っ白な肌はだが丸見えだ。

　おまけに振ふり向きかけた姿勢では、小ぶりなお尻しりがどうしても目に入ってしまう。

（何だこれ）

　いつフラグを立てたのか。

　昨夜の消えた記き憶おくが原因か。

　しかし、いったい何がどうなったら、ユミエルがこんな格好をするというのか。

（あれ？　どういうこと？）

　もしかすると、また異世界に来たのかもしれなかった。




　少し時間は遡さかのぼり、ここは昨夜の夢の中。

　そこでユミエルを待っていたのは、妖よう精せい三姉妹の長女、フェアだった。

「よく来たわね。ふふっ、今日はわたしがセンセイよ」

「……よろしくお願いします、フェア先生」

　ぺこりと頭を下げる少女に、フェアは得意げな顔をした。

「早速だけど、ユミエル、あなた、オトコは何が一番大事か分かる？」

　オトコの大事なもの。

　そう問われ、ユミエルは身近な男性、貴大のことを考えた。

「……睡すい眠みん、ですか？」

「ちがうちがう。そうじゃないわ。それは赤ちゃんに大事なものね」

　そうかもしれないとユミエルは思った。

　睡眠と答えてみたものの、何が一番大事なのかはユミエルには分からない。

　こういうところからも自身の無知が知れて、少し恥はずかしく思ってしまう。

「しょうがないわね。いい？　オトコはね、えっちなことがとっても大好きなの」

「……えっちなこと？」

「そう、えっちなこと。それが、オトコにとって最も大事なことなの」

　そう言い切った妖精は、したり顔で続きを語る。

「オトコはね、いっつもえっちなことで頭がいっぱいなの。えっちなことがしたくてしたくてしょうがないイキモノなのよ」

「……なんと」

　驚おどろきに目を見開くユミエル。

　その顔を見て、さらに得意げなフェア。

　彼女はますます饒じよう舌ぜつになって、オトコとは何たるかを語り続ける。

「どんなにマジメぶっている人でも、ホントはえっちなことしか考えていないの。タカヒロだって、ここにいた時はわたしにめろめろだったんだから！」

「……ご主人さまがですか？」

「え、ええ！　そうよ！」

　本当は眼中にもなかったのだが、調子に乗ったフェアは噓うそをついてしまった。

　持ち前のプライドから、もう本当のことは話せない。噓を噓で塗ぬり固めるように、彼女は言葉を重ねていく。

「タカヒロもね、あなたの前ではマジメぶってるかもしれないけど、わたしの魅み力りよくにかかれば、あれね、ほら……ケダモノ。そう、ケダモノになっちゃったんだから！」

「……ケダモノ、ですか」

　ユミエルの脳のう裏りに、奴ど隷れい市場での苦い記憶がよみがえる。

　ケダモノ。度たび々たび奴隷を買いに来る太った貴族を、他ほかの奴隷がそう呼んでいた。

　主人がああなるのはいただけない。ユミエルはわずかに顔をしかめた。

「……すみませんが、ご主人さまがケダモノになってしまうのは嫌いやです。折せつ角かくのご教授ですが、今回はなかったことに」

　そう言って、ユミエルは深々と頭を下げた。

　これに慌あわてたのは先生役のフェアだ。

「ちょ、ちょっと待って!?　なんでケダモノがイケないの!?」

　必死になって引き留めるフェア。

　もしも今回の授業が中止となってしまえば、長女の面めん目ぼくが丸つぶれだ。

　なまじ妹たちが成功した（と思っている）分、自分だけが失敗するわけにはいかない。

　せめてわけを聞かせて欲しいと、彼女はユミエルの周りを飛び回る。

「……しかし、ケダモノというと、●●●を▲▲▲してしまうのでしょう？」

「……▲▲▲って、なに？」

　ここで、自じ称しよう「いい女」、フェアの限界が露ろ呈ていする。

　フェアは生まれついて【妖精の誘ゆう惑わく】というスキルを持っていた。

　そのおかげで男たちは誰もがフェアの周りに集まるが、フェアは彼らに触ふれることがどうにも怖こわくて、精々、手を繫ぐ程度に収まっていた。えっちな話には興味はあったが、実行に移すには初う心ぶ過ぎたのだ。

　一方、ユミエルは奴隷市場生まれの奴隷市場育ちだ。

　えっちどころか、言葉では表せられないような卑ひ猥わいな行こう為いを散々見てきたし、知ってもいる。商品価値が下がるからといって手はつけられなかったが、知識としてはかなりディープなところまで熟知していた。

　そのふたりでは、ケダモノと言われて浮うかぶイメージに、天と地ほどの差があるのは当然のことだった。

「……▲▲▲というのはですね、男性の●●●を女性の■■■にですね」

「ふむふむ……ええっ……!?　ひゃ、ひゃああ……!?」

　ユミエルの解説に、頭が沸ふつ騰とうしていくフェア。

　普段、「○○と××がちゅーをした」という話題でキャーキャー言っている彼女にとって、元奴隷のユミエルの話は強きよう烈れつ過ぎた。彼女は頭から湯気を出しながら、首をぶんぶんと振ってストップをかける。

「ま、待って待って！　もういい！　もういいの！」

「……分かりました」

　淡たん々たんとしたユミエルに対し、フェアは息も絶え絶えだ。

　真っ赤な顔のまま、地面に手をついて息を荒あらく吐はき出している。

「いい？　わたしが言ってるケダモノっていうのは、そこまで酷ひどくないわ。女の子に夢中になってるオトコのことを言うの。女の子の言うことなら何でも聞いてくれるオトコのことを指しているのよ。決して、さっきあなたが言ってた……その……ゴニョゴニョ……こほん、酷いことを女の子にする人のことじゃあないの」

「……そうだったのですか。とんだ勘かん違ちがいをしました。申し訳ありません」

　素す直なおに頭を下げるユミエルを見て、フェアはほっとため息をついた。

「あなただって、タカヒロが何でも言うことを聞いてくれたらうれしいでしょ？　ぜひ、ケダモノにするべきよ」

「……確かに。では、その方法をご教授ください」

　仕事を活いき活いきとこなし、決して自分をひとりにしない。

　そんな理想的な貴大になるのなら、ぜひともその手段を教えてもらいたい。ユミエルは逸はやる気持ちのままにフェアに教えを乞こうた。

「いいわよ、じゃあ、耳を貸して」

「……はい」

　ごにょごにょと、誰にも聞かれないように耳元で話すフェア。

　やがてすべてを伝え終えたのか、彼女はユミエルの耳元から離はなれていった。

　そして、腰こしに手を当ててふんぞり返る。

「さあ、このシチュエーションでタカヒロを夢中にさせてやるのよ！」

「……はい、先生」

　▲▲▲なんて知っていたユミエルを、果たしてこのまま行かせてしまっても良いのだろうか。そう不安に駆かられるフェアであったが、ここまできたら止やめるに止められないのも、また彼女の性しよう分ぶんであった。




（朝の裸エプロンは、確かに効果があった）

　素す肌はだにエプロンのみを纏まとった姿に、貴大は興きよう味み津しん々しんのようだった。

　しきりに「なんでそんな姿をしているんだ」と聞いては、ユミエルの体の端はし々ばしに視線をやっていた。その後、仕事の時間となって「仕事に行ってください」とお願いしたら、今までにないほどの速さで出かけていった。なるほど、これがフェアの言う「女の子に夢中になってるオトコ」というものか。確かに、何でも聞いてはくれそうだった。

　しかし、今夜はどうしたものだろうか。

　伝授してもらった数々のシチュエーションの内、裸エプロンは手持ちのエプロンで行うことができた。残りはどうしても衣装がないので行えない。必要となるのは特とく殊しゆな衣装ばかりで、新調するとなると高くつく。贅ぜい沢たくを日常的に行ってはいけない。

　でも、ならどうするのかと考えても、自分ひとりでは答えが出なかった。

「……ここは、あの人に頼たよろう」

　思い立ったら即そく行動。

　頼りになるご近所さんを訪ねるために、ユミエルは家をあとにした。




「……イヴェッタさん。いらっしゃいますか、イヴェッタさん」

《フリーライフ》から歩いて五分ほど。

　立ち並ぶアパルトメントのひとつをユミエルは訪ねていた。

「……イヴェッタさん。いらっしゃいませんか？」

　アパルトメントの一室を、何度かノックするユミエル。

　すると、しばらくしてから扉とびらが開いた。途と端たんに溢あふれ出してくる香こう水すいの匂におい。

「は～い、だぁれ～？　あら、ユミィちゃん」

　この部屋の主、娼しよう婦ふのイヴェッタ・カルローニだ。

　豊満な体をゆったりとした部屋着に包んだ女性は、ユミエルを胸に抱だき寄せて、耳をくすぐるような甘い声で問いかけてきた。

「どうしたの～？」

「……実は、お願いしたいことがありまして」

　子犬を抱くようにユミエルを胸に埋うずめていたイヴェッタ。

　彼女はユミエルの「お願い」を聞くと、喜色満面、感かん極きわまったような声を上げた。

「まあ！　まあまあまあ！　やだ、嬉うれしいわ、どうしましょう！　ついにユミィちゃんが私に心を開いてくれたのね！　いいわよ～、お姉さん、何でも聞くから！」

「…………」

「さあさあ、中に入って？　もらいものだけど、美味おいしいクッキーがあるの♪　それを食べながら、お話ししましょ？」

　返事しようにも、息をすることすら難しい。

　イヴェッタの豊かな胸に挟はさみ込まれたユミエルは、うめき声も出せなかった。

　しかし、頼たのみごとをする身としては抵てい抗こうすることもできず、ユミエルはそのままお人形のように部屋の中まで連れて行かれてしまった。

「それで、お願いってなぁに？」

「……はい、今回頼みたいのは、衣装の事です」

「衣装？」

　くてっと首を横に倒たおすイヴェッタ。

　大人の女性だというのに少女のような所作だ。

　さらさらとした黒くろ髪かみ、目元の泣き黒子ぼくろと相まって、妖あやしげな魅力を放っている。

　なるほど、中級区のおじさまがたのアイドルというのもうなずける話である。

「……はい、衣装です。実は、ご主人さまを夢中にさせるためのシチュエーションをある人から教えてもらったのですが、実現するための衣装が足りなくて……裸はだかエプロンはできたのですが」

「まあ！」

　おや？　何やらイヴェッタの様子がおかしい。

　やけに顔が上気している。

「まあまあまあ♪　あの奥手なタカヒロちゃんを、ついに攻こう略りやくしようというのね!?　いいわね～、愛だわ～♪　ユミィちゃんが、自分からこんなことを言い出すなんて」

「……あの」

「そうね！　そのためには『武器』が必要だものね！　待っててね、ユミィちゃん！　お店のちっちゃい子の服、持ってくるから」

「……武器？」

　ユミエルが欲しいのは衣装だ。話は通じていたのだろうか。

　まあ、服とも言っていたから大だい丈じよう夫ぶ──だとは思いたい。何やら嫌な予感がするが、目的達成のためだ。あえて無視することにした。

　しかし、その後、

「いいわ……これで堕おちない男はいない！　頑がん張ばるのよ、ユミィちゃん！」

「……はい」

　結局、一時間も拘こう束そくされてしまった。

　ユミエルの服を着せては脱がし、着せては脱がしを繰くり返し、イヴェッタはとても満足そうな顔をしていた。

　しかし、なにはともあれ、衣装は揃そろった。

（よし、これだけあれば……）
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（最近、ユミエルの様子がおかしいな）

　俺が帰ってきた時から、どうにも変だ。

　泣いたり、妙みように優やさしかったり、裸エプロンだったり。

　ストレスか？　それとも別の理由があるんだろうか。

　夕食の席ではいつものメイド服だったが、明日あしたの朝も裸エプロンをされたらたまらない。うっかりカオルとかが来たら、言い訳のしようがない。

「どうしたもんかな」

　誰だれかに相談しようか。

　いや、こんな話、俺が一方的に変態扱あつかいされるだけだ。

　あのユミエルが自分から裸エプロンをしただなんて──。

　誰も信じちゃくれないだろうな。

「ままならんなあ」

　ベッドに横になって、何度目かになるか分からないため息をついた。

　すると、

「……ん？」

　自室のドアが開く音がした。

「ユミィか？」

　しかし、開いた扉の先には誰もいない。

「……なんだ？」

　立て付けが悪くなったのだろうか。

　そう思い、ドアを閉めるべく起き上がって、




　そこで、ニュッと廊ろう下かから突つき出た足を見た。




「…………は？」

　廊下の陰かげに隠かくれて、ユミエルが足を伸のばしているのだろう。

　でも、何のために？

　俺が混乱している間に、ピンと伸ばされた足は引っ込んだ。

　代わって、ユミエルさんがはいはいで部屋に侵しん入にゆうしてきた。

　ユミエルはなぜか豹ひよう柄がらのタイトミニスーツを身に纏まとい、同じ柄のハイソックスをガーターベルトで留めている。ご丁てい寧ねいに豹の耳を模かたどったカチューシャまでつけている。

　その珍ちん獣じゆうが、俺の目の前で停止し──。

　グンと背筋を反らせて見上げてきた。

「……いかがでしょうか？」

　何がだ？

　お前の頭の具合か？

　答えるに答えられずにいると、

「……お気に召めしませんでしたか」

　と、起き上がり、ユミエルは退室していった。

「……にゃん」

　去り際ぎわに、振ふり返って両りよう拳こぶしを軽く握にぎって猫ねこの手のように曲げ、頭の隣となりに当てた。

　普ふ通つうの女の子がやれば可愛かわいいんだろうが、アレな格好をした無表情なユミエルがやると、化ばけ猫に威い嚇かくされている気分になる。

「……これもお気に召しませんか」

　とぼとぼと、今度こそ部屋から去っていくユミエル。

（何だ？　な、何が起きて……!?）

　まったく意味が分からない。ユミエルからも説明がない。

　それなのにユミエルは何も語らず、今度は園児服で部屋に入ってきた。

「…………」

　通園鞄かばんを肩かたから下げ、通園帽ぼうまで被かぶっている。

　おまけにやたら作りがいい。どこか狂きよう気きじみたこだわりを感じる。

「……いかがでしょうか？」

　そう言って、親指を口に含ふくんで俺を凝ぎよう視しするユミエル。

　なんだ？　上うわ目め遣づかいはデフォなのか？

「あっ、ああ、うぅ」

　閉じることができない口から、意味をなさないうめきがもれる。

　それをＹＥＳと解かい釈しやくしたのか、今度は満足げに部屋をあとにする幼よう稚ち園えん児じ。

[image: ]

　だけど事態はそれで終わらず、ユミエルは次から次へと衣装を変えてやってきた。

「あわわ、あわわわ……た、助けて……！」

　この異常事態に対たい抗こうする術すべを俺は持っていない。

　嵐あらしに巻き込まれた小船のように、俺は翻ほん弄ろうされるばかりだ。

　バニースーツ、マイクロビキニ、女騎き士しの格好に、扇せん情じよう的な踊おどり子の服。

　それを念入りに見せつけられた俺は──。

　俺は──っ！

　その後、無数のユミエルに囲まれる夢を見て、寝ね汗あせびっしょりで飛び起きた。

「はあっ、はあっ、はあっ！」

　もう、家出したことは本当に反省しているので、そろそろ許してください。
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（おすそわけ……そう、おすそわけに来ただけ……）

　十二月三十一日。年の瀬せが迫った王都は人ひと影かげもまばらだった。

　それも仕方がないことだとカオルは思う。

　凍こごえるように寒いという理由もあるが、この国には大おお晦みそ日かに何かをするという習慣がないのだ。年越しは家で家族と過ごし、友人や恋こい人びとと遊びに行くのは新年祭から。これが昔ながらのイースィンド王国の年末年始だ。

　だから、この日の夜を共に過ごすのは、家族や、家族同然の親しい者だけと相場は決まっている。

　家族同然の親しい者。つまりは将来を誓ちかい合った仲だ。

　それを意識し、この寒空の下でもうだったように真っ赤になるカオル。

（違ちがうくて！　違う違う！　ただ、タカヒロにはお世話になったから……お父さんとお母さんが、料理を持って行けって家を追い出すから……）

　大衆食堂《まんぷく亭》を営むロックヤード一家は、両親とカオルの三人家族。

　王都に来る前は祖父の家で暮らしていたので、たった三人での年越しは新しん鮮せんだ。

　そう思っていた矢先の出来事であった。

　父アカツキが手製の料理を籠に詰つめて持たせ、母ケイトが、

「お父さんとお母さんはふたりっきりの熱～い夜を過ごすから♪」

　と、娘むすめを家の外へと閉め出したのだ。

　あまりに急な展開に、混乱したカオルは《まんぷく亭》の裏口のドアを叩たたいた。

「なに言ってるの!?　外にいたら、凍とう死ししちゃうよ！」

　その悲痛な叫さけびに返ってきたのは、

「じゃあ、タカヒロちゃんのところに行けばいいんじゃないかしら？」

「おぉ、そいつは名案だ！　ガーハッハッハッ！」

　という、何らかの思おも惑わくが透すけて見えそうな提案だけだった。

（も～！　ふたりとも！　わたしとタカヒロはそんなんじゃないのに）

　文句を言いながらも、カオルは結局、貴たか大ひろのところへ向かった。

　両親が家に入れてくれないから、仕方がないんだ。持たされた料理をおすそわけするだけなんだ。そう自分に言い聞かせ、やや早足に路地を歩く。

（寒いだけ……寒いから急いでいるだけ……）

　なぜか逸はやる気持ちに理り屈くつをつけていると、すぐにも《フリーライフ》の玄げん関かん扉とびらが見えてきた。カオルはそっと籠を置いて、手編みのセーターがほつれていないか、ニット帽ぼうはズレていないかをささっと確認する。

（うん……よし！　大だい丈じよう夫ぶ）

　ひとつうなずいてから籠を拾う。

　そして、彼女はぐっと腹に力を込めて《フリーライフ》の玄関をノックした。

「こんばんは～。タカヒロ、ユミィちゃん、いる？」

　居間の窓、カーテンの隙すき間まからは温かな光が漏もれている。

　きっと暖だん炉ろの前でくつろいでいるのだ。ふたり仲良く、大晦日を過ごしているはずだ。

（……もしかして、邪じや魔まになるかな？）

　それに気づいたカオルが、少し焦あせり始めたところで──。

　ガチャリと音が鳴り、扉が開いた。

「うん？　君は誰だれだい？　こんな時間にどうしたね」

　灯あかりを背に立っていたのは、瘦やせぎすなエルフの女性だった。

　波打つ黒くろ髪かみを腰こしまで垂らし、怪け訝げんそうな顔で眼鏡の位置を直している。

（誰これ？）

　貴大でもなければ、ユミエルでもない。

　ご近所さんでもなければ、知り合いでもない。

　じゃあ、なんで、こんなところに──。

　カオルは混乱してしまったが、扉の奥からは次から次へと人がやってくる。

「どうした？　客か？」

　冒ぼう険けん者ギルドマスターの娘、アルティ。

「わん？　わんわん♪」

　孤こ児じ院いんに住む犬いぬ獣じゆう人じんの女の子、クルミア。

「ちょっと、寒いですわ。早く閉めてくださる？」

　そしてナイトドレス姿のフランソワまで現れて──。

　カオルはたまらず声を上げた。

「ええええぇぇぇぇぇ………………!?」

　出るわ出るわ、総勢四名もの美女と美少女。

　なんでこんなに女の人が。肝かん心じんのふたりはどこへ行ったのか。

　焦るカオルの前に──ようやく貴大が顔を出した。

「おっ、なんだ、カオルか。こんな時間にどうした？」

　居間のドアからひょっこりと顔を出す貴大。

　彼はなぜかエプロンをかけ、手を粉に染めている。

　その脇わきには、何も言わずにユミエルが控ひかえていた。

「タ、タカヒロ!?　今日は大晦日だよね？　ねえ、なんでこんなに人がいるの!?」

　彼に詰め寄り、問い正そうとするカオル。

　しかし肝心の貴大は、言い難にくそうにしばし視線を泳がせると──。

　良い言葉が見つからなかったのか、投げやりな口調で説明し始めた。

「いつの間にか人が集まったんだ。そうとしか言いようがない」

　疲つかれたように告げる貴大。

　エプロン姿の《フリーライフ》の店主。

　彼の周りには、美少女たちが好き勝手に振ふる舞まっていた。




‐２‐




「……ご主人さま、今日はいかがなさいますか？」

　何でも屋《フリーライフ》の年越しは、この一言から始まった。

「いかがなさいますかって、何が？」

　ユミエルの言わんとすることが理解できていないのか、トーストをかじりながら、気のない返事をする貴大。そんな察しの悪い彼に、ユミエルはいくつか言葉を付け足した。

「……今日は大晦日です。『おそば』を打ったりはしないのですか？」

　そういえばそんなこともあったな、と思い出す貴大。

　一年前の冬、彼は確かに蕎そ麦ばを打った。奴ど隷れい市場から連れてきてしばらく、食の細いユミエルを心配し、食べやすいものをと手ずから作ったのだ。

　そのことをまだ覚えていて、また食べたいと言ってくれるのか。

　貴大はなんだか嬉うれしくなって、ユミエルの頭をぐりぐり撫なでた。

「よっしゃ、じゃあ今年も作るかな。ユミエルさんがご所しよ望もうだもんな」

「……いえ、そんなことは」

「遠えん慮りよすんなって」

　笑いながら、貴大は悪くないアイデアだと思った。

　こたつに入って映像水すい晶しようを観みながら、ユミエルとふたりで年越し蕎麦をすする。

　最近は本当に忙いそがしかった。それに加えて、本当に色々変なこともあった。

　そんな慌あわただしかった一年を締しめくくるには最高のシチュエーションだ。年越しぐらいはのんびりと過ごしたいと思っていたが、これ以上のものはないだろう。

「さ～て、じゃあ、市場に行くぞ！」

　珍めずらしく乗り気な様子で、貴大は蕎麦の材料を調達するべく、朝食をさっさと胃い袋ぶくろに収めて席を立った。




「わんっ、わんわん！」

「あら、珍しいですね？　タカヒロさんとこのような場所で会うなんて」

　食材や香こう辛しん料りよう、防寒具やその材料、持ち帰り専用の料理、薪まきなどの燃料、果ては嗜し好こう品までもが所ところ狭せましと並べられる大市場。中級区の台所と呼ばれる露ろ天てん市場で、貴大とユミエルはばったりとルードス、クルミアに会った。

「ああ、ルードスさん、こんにちは。クルミアもこんな寒いのに元気だな」

「……こんにちは」

　挨あい拶さつするなり、早さつ速そく、貴大とユミエルにじゃれつきはじめるクルミア。

　抱だきつかれたり、頰ほおをぺろぺろなめられたりしながら、貴大はルードスと話を始める。

「ルードスさんも年越しの準備ですか？」

「ええ、うちは大家族ですからね、その分、用意も大変なんです。保存食などはみんなでコツコツと作っているので余よ裕ゆうはあるのですが、ザ豚ン足ポのー肉ネ詰めや魚のシチューの材料などは新鮮な方がいいですからね。力持ちのクルミアを連れて、こうして市場に買い出しに来たのですよ」

　力持ちと褒ほめられた少女が、得意げに笑って貴大を見やる。

　彼女の尻しつ尾ぽは千切れんばかりに振られていた。

「はいはい、偉えらいな、クルミアは」

「わぅん♪」

　頭を撫でられ、気持ちよさそうに目を細めるクルミア。

　その微笑ほほえましい姿に、シスターが口に手を当ててくすくすと笑う。

「ふふふ……すっかりふたりは仲良しですね」

「わうー♪」

「うわ、こら、よせって」

　その通りだとばかりに、クルミアは貴大にのしかかって甘え始めた。

　貴大は顔をなめまわされ、体を仰のけ反らせて抵てい抗こうし、たまらず転びそうになる。そのおかしな格好に、ルードスはたまらず笑い声を上げた。

「あははは……！　す、すみません、はしたないですよね、くふっ、すみま、ふふ」

　そんなに面おも白しろかったのか、体を曲げてまで笑うルードス。笑い上戸なのだろう、一度笑いだしたらなかなか収まらず、結局、彼女が落ち着くには五分ほどかかった。

「すみません、あんなにも笑ってしまって……でも、タカヒロさんの困った顔が、なんだかおかしくって」

「いやいや、いいですよ、別に」

　場所を変え、市場の外れの休きゆう憩けい所で四人は歓かん談だんしていた。

　もっとも、クルミアとユミエルは、

「わん？」

「……そうです」

「わわん？」

「……よく分かりましたね」

　と、謎なぞの会話を展開しているだけだが──。

　そんなふたりをあえて放置して、貴大はルードスと世間話を続けた。

「ところで、タカヒロさんは何を買われるのですか？　やはり、お魚でしょうか。それとも、わたしたちのように奮発してお肉ですか？」

　海に面したグランフェリアは漁業も盛んだ。

　肉よりかは魚ぎよ介かい類るいが手に入りやすく、庶しよ民みんはもっぱら魚や貝を食べている。

　しかし今日のような日は、少し値が張る肉を買ってもいいはずなのだが──。

「いえ、蕎そ麦ば粉こを買いに来たんですよ」

「蕎麦？　ポリッジ……いえ、粉ですから、パスタかクレープでも作るのですか？」

　魚か肉かと考えていたルードスにとって、これは意外な返答だった。

　年とし越こしは肉料理か魚料理をメインとして、スープやサラダ、パン、麵めんなどはあくまで添そえ物として扱あつかわれる。

　だから、今日という日に「何を買うのですか」と聞けば、「新しん鮮せんなニシンを買う」、「今年はちょっと高いけど、せっかくだからホタテを買う」、「思い切って肉を買う」という答えが返ってくるのが一いつ般ぱん的だ。今のように「蕎麦粉を買う」というのは、生まれて初めて聞いたルードスだった。

「パスタ。まあ、パスタっちゃあパスタですね。蕎麦粉で作った麵を、出だ汁し……スープに入れて食べるんです」

「まあ、そうですか」

　この時、ルードスは、

（聞いてはならないことを聞いてしまった）

　と、後こう悔かいしていた。

　シチューやスープは、庶民が腹を満たすために毎日のように食べているものだ。具が貧弱でも、せめて満腹感だけは得ようと、貧しい家庭ほど水を入れてカサを増す。

　しかし、今日はハレの日だ。年に一度の大おお晦みそ日かくらいはご馳ち走そうを食べてもいいだろう。

　それなのに、この何でも屋の主あるじは「パスタを入れたスープ」を食すという。

「その……他ほかの料理はないのですか？」

　もしも「パスタを入れたスープ」だけの食しよく卓たくならば、あまりにも倹つましい。

　それほどまでに生活に余裕がないようには見えなかったのだが、実は困こん窮きゆうしているのだろうか。遠回しに探さぐりを入れるルードス。

「エビの揚あげ物は載のっけますけど、特に他の料理はないですね。大きなエビ天が一本載るなんて、豪ごう勢せいでしょう？　年越しなんで、それだけあれば十分です」
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「うっ……！」

　そのあっけらかんとした態度に、ルードスはたまらず嗚お咽えつをもらしそうになった。

　エビの揚げ物が載ったスープパスタで十分と言うが、今年はエビが豊漁だと聞く。蕎麦粉にしても、そんなに高いものではない。つまり、さもご馳走のように語ってはいるが、実際は貧しい食事なのだ。

　その貧しさを表に出すまいと強がる貴大。

　彼の心中を思うと、ルードスは自分の胸も痛むようだった。

（何かわたしにできることはないのでしょうか？）

　施ほどこしのように食べ物を渡わたしても彼の自尊心を傷つけるだけだ。

　かといって何もしないわけにもいかず、さりとて理由もなく物を渡すわけにもいかず──八はつ方ぽう塞ふさがりの状じよう況きように、ルードスは自分の無力さを痛感した。

　しかし、そんな彼女に、救いの手は差し伸のべられた。

「わぅ、行きたい。タカヒロのごはん、食べたい！」

　先日のカレーの味でも思い出しているのだろう。

　目を輝かがやかせて尻尾を振り、「蕎麦を食べてみたい」と繰くり返すクルミア。それを見たルードスの頭に天てん啓けいが舞まい降りる。

（クルミアがお世話になるから、という形で料理を渡せばいいのでは？）

　クルミアは貴大の料理が食べられる。

　そのお返しに、貴大とユミエルは栄養のあるものを食べられる。

　誰だれもが幸せになれるそのアイデアに、ルードスはすかさず飛びついた。

「まあ、この子ったら……でも、言い出したら止められないんですよ。タカヒロさん、せっかくの大晦日にすみませんが、この子にもそのスープパスタを食べさせていただけないでしょうか？」

「うん？　言うほど大したもんじゃないですけど……クルミア、お前、そんなに食べてみたいのか？」

「わんっ！」

　尻尾をふりふり、元気よく答えるわんこ。

　そんなに期待に満ちた目で見つめられると貴大も弱い。

　しょうがないなとぼやきながらも、彼の顔には笑えみが浮うかんでいた。

「じゃあ、夕方ぐらいにうちに来な」

「わん♪」

　クルミアの頭を撫なでながら、貴大はルードスへと向き直った。

「じゃあ、用意しておくんで、日が暮れる前に来させてください」

「はい。すみません、クルミアがお世話になります」

「いえいえ」

　ルードスは頭を下げながら、この年の瀬せ、これでみんな幸せになれると、神とクルミアに感謝を捧ささげていた。




「で、何でお前はここにいるんだ？」

　買い物も終わり、買い食いをしながらのんびりと帰宅した貴大たちを待っていたのは、瘦そう身しんの女エルフだった。

　玄げん関かんに寄りかかって本を読んでいたエルゥ。

　彼女は貴大たちに気づくと、ズレかけていた眼鏡を直して揚よう々ようと話しかけてきた。

「いやあ、本来なら今日は図書館に来る日だっただろう？　君が何い時つになっても来ないんで、司書に聞いてみたら今日は大晦日というではないか。それでは来るわけがないと納なつ得とくはしたんだが、どうにも《アートウィキ》が読みたくてね。今となっては、週に一度は目を通さないと狂くるってしまいそうだよ、ははは」

　冗じよう談だんめかしてこう言うが、それが笑い事じゃないことを貴大は知っていた。

　千々に乱れる黒くろ髪かみを触しよく手しゆのようにざわめかせ、爛らん々らんとした目で迫せまりくる女。

　這はいつくばり、蜘く蛛ものような動きで音もなく獲え物ものに襲おそいかかる怪かい異い。

　なまじその姿を知っているだけに、エルゥに「狂ってしまいそうだよ」と言われると、いまだに背筋が凍こおる貴大だ。もう怨おん霊りようの相手はごめんだとばかりにため息をつき、彼はエルゥを家の中へと案内した。

「ほほう、興味深いね。西洋風のリビングに、東洋風の小部屋が隣りん接せつしてる。もしかしてこれがタタミかい？　だとするとこれがコアガリだ」

　居間に通されたエルゥは、遠えん慮りよもなく小上がりへと向かった。

　眼鏡を上にずらし、目を細めて畳たたみの目を見る。パンパンと叩たたいては強度を確かく認にんし、ごろごろと転がって寝ね心ごこ地ちなどを確かめる。その無ぶ遠えん慮りよなエルフを、暴れられるよりかはマシだと貴大は放ほうっておいた。

「＠ wiki は読み直しててもいいから、夜になったら帰れよ？　大晦日なんだから、たまには自分の家に帰れ」

　そう言って、貴大は台所に向かおうとしたが、

「ああ、それがだね、家のカギを無くしてしまったんだ。もう、かれこれ三年は帰ってないから、どこに置いたか思い出せなくてね。おそらく研究室の本の山の下だとは思うんだが、あの山脈を崩くずすのは難なん儀ぎでね」

「はあっ!?」

　家に帰れないとなると、彼女はどこで大晦日を過ごそうというのか。

　啞あ然ぜんとする貴大に、彼女はさらに続ける。

「警備の人もいなくなるから、図書館も年末年始だけは完全に閉館するんだよ。おかげで泊とまるところがなくてね。去年までは友人のエルフが泊めてくれたんだけど、彼女は結けつ婚こんして森に帰ったんだ。いやはや、困ってしまったよ」

「宿があるだろう、宿が！」

「この時季はどこも人でいっぱいだよ。新年祭をひかえ、連れ込み宿まで予約で埋うまっていると司書たちから聞いたよ」

　ここまで聞いて、貴大は頭痛を耐たえるようにこめかみを押さえた。どうやら彼女の意図が見えてきたようだ。それでも、もしかしたら違ちがうかもしれないという一いち縷るの可能性にかけ、彼は恐おそる恐る問いかけてみた。

「で、今晩は結局、どこで寝ねるんだ」

　するとエルゥは、花のように朗ほがらかな顔で微笑ほほえんでみせた。

「ここだよ、ここ」

「ふざっけんな、家帰れ、家ぇ！　誰が許したよ、んなこと！」

　激げつ昂こうする貴大。トラブルメーカーなエルゥがいては、何が起こるか想像もつかない。家に上げるまでは許せるが、泊まりとなると断固拒きよ否ひの姿勢を見せた。

　しかしエルゥもゆずらず、強きよう硬こうな態度を取る貴大の足もとに縋すがりつく。

「後生だ！　もうここしか頼たのめるところがないんだよ！　司書の方々は、なぜか顔を青くして首を横に振ふるし！」

　それこそ自じ業ごう自じ得とくだと思い、貴大は振りほどこうとする。

　するとエルゥの表情からはますます余よ裕ゆうがなくなり、貴大を気き後おくれさせた。

「お願いだ！　お願いだよ！　昼なのにこんなに寒い日だ、外で一夜を明かしてしまえば、虚きよ弱じやくな私などあっという間に『スノーマン』になってしまうよ！」

　年上の女性が、こうも恥はじも外聞もなく年下の男に泣きつくということは、よほど切せつ羽ぱ詰つまっているのだろう。思わず言葉に詰まる貴大。それをチャンスと見たのか、猫ねこなで声で頼み込むエルゥ。

「ねえ、迷めい惑わくはかけないよ？　大人しくするから。《アートウィキ》さえ与あたえておけば、私は置物と変わらなくなるよ？　一晩、等身大の人形を預かるようなものだと思えば、苦にはならないだろう？　ね？」

　そんなわけがないだろう。たとえ人形でもお断りだ。

　しかし、余りの媚こびっぷりと情けなさに──。

　とうとう貴大は折れてしまった。

「はあ……分かったよ。今晩だけは家にいていい。ただし、絶対に騒さわぎを起こすなよ？　したら即そく追い出すからな」

「うん！　迷惑はかけないと言っただろう？　私は約束を守る女だよ！」

　それはどうだかなと、悪い予感を振り払はらえない貴大だった。




「ごめんください」

　エルゥの宿しゆく泊はくが決まり、客室のベッドメイクも済んでしばらく経たった頃ころ。

《フリーライフ》の玄関を叩く者がいた。少し早いが、クルミアたちが来たのだろう。そう考えた貴大は、何の気なしに扉とびらを開き、

「あら、先生自らのお出で迎むかえとは恐れ入ります。フランソワ・ド・フェルディナン、まずは年とし越こしの挨あい拶さつ」

　そして閉めた。

「先生？　どうなさいましたの、タカヒロ先生？」

　コンコンと、中指の背で叩いていると思おぼしきお上品なノックの音が響ひびいてくる。それに伴ともなう声は、やはり大だい公こう爵しやく家け令れい嬢じよう、フランソワのものだった。幻げん覚かくでも幻げん聴ちようでもなさそうで、まずはほっと胸を撫で下ろす貴大。

　しかし、貴族様がわざわざ中級区の一いつ軒けん家やに訪ねてくるなど大事だ。確認するべく、そっとドアを開ける。すると、先ほど見た通り、豪ごう奢しやな装そう飾しよくの馬車を背に、ファーコートを身に纏まとったフランソワが立っていた。

「先生、先ほどはどうなさいましたの？」

「ああ、なに、少し驚おどろいてな」

「あら、照れていますの？　うふふ、先生ったらシャイですのね」

「もうそういうことでいいです、はい」

「まあ！　つれない態度。でも、そんなところも魅み力りよく的ですわよ？　ふふっ」

　終始上じよう機き嫌げんなお嬢じよう様さまとダウナーな平民。

　アンバランスなふたりの会話は、まだまだ続く。

「で、今日はどうしたんだ。年の瀬になんか用か。宿題を出した覚えはないぞ」

　疑問を浮かべる貴大に、意味ありげに微笑みながらフランソワは逆に問いかける。

「ふふふ……先生、私わたくしには分かっていましてよ？」

（俺には分からないことだらけだ）

　諦てい観かんして、フランソワの得意げな顔を見つめる貴大。

　それも構わず、お嬢様はずばりと言い放った。

「先生は寒中稽げい古こをなされるおつもりなのでしょう？」

「……はい？」

「ふふっ、誤ご魔ま化かしても私には通じませんわ。東洋の伝統文化である寒中稽古をなされるのですわよね？　噂うわさに聞くところによると、真冬に水泳を行い、しかる後に乱取り、そして、最後には力無きものを淘とう汰たする『モチ』なるものを食すのですわよね？　そこでの死傷者も、十や二十ではきかないと聞きます。何と恐ろしい……ですが、今の私なら乗り越こえられると自負しております」

「はあ」

「それに、私は知っていましてよ？　先ほど、エルゥ先生を招かれましたね？　大おお晦みそ日かという日に、あの優ゆう秀しゆうなエルゥ先生を家に招いた。その事実は、私の言葉を証明するものになりますわよね？」

「はあ」

　こいつは何を言っているのだろうか。

　わけも分からず呆ほうける貴大と、ドヤ顔で微笑むフランソワ。

　混こん迷めいする現場に──ますますややこしい子が現れた。

「寒中稽古だと？　そりゃあ、聞き捨てならねえな」

「何者です!?」

　住宅街の路地裏から、音もなく現れる紅あかい影かげ。

　彼女の名はアルティ。アルティ・ブレイブ＝スカーレット＝カスティーリャ！

　あの悪あつ鬼き殺しの英えい雄ゆうで、貴大をつけ狙ねらう《ライトストライカー》でもあった。

「あなた、アルティさん！」

「ああ、オレだ。アルティ・ブレイブ＝スカーレット＝カスティーリャだ！」

　腰こしに手を当てて、堂々と名乗りを上げるアルティ。とても先ほどまで路地に潜ひそみ、貴大をストーキングしていたとは思えないほど毅き然ぜんとした態度だ。

「お久しぶりですね、アルティさん。いったい何のご用でしょうか？」

「用？　用があるのは、むしろそいつだ。そこに突つっ立ってるやつだよ」

　その言葉に、ぴくりと反応を示すフランソワ。

「寒中稽古か。やっぱり、強くなるために何かしてたんだな。大晦日だから誰だれも見てねえと思ったんだろ？　まったく、油断も隙すきもねえぜ、このネズミ野や郎ろうは」

「またですか。先生への無礼な口ききはやめなさい」

「ああ？　ネズミはネズミだろ」

「あら、それなら貴女あなたもネズミですわね？　路地裏でこそこそと何をなさっていたのですか？　それとも、あそこが貴女の住み処かですか？」

「なにぃ……!?」

「憤ふん怒ぬの悪鬼を倒たおしたからといって、少しばかり驕おごっているのではなくて？　優秀な方を悪しざまに言い、自分が偉えらくなったと勘かん違ちがいなさるのは控ひかえた方がよろしくてよ」

　あからさまな侮ぶ蔑べつの言葉に、アルティは怒いかりで顔を真っ赤にした。

「はっ、な～にが『よろしくてよ』だ！　貴族だからってお高くとまりやがって！　あんまり調子くれてっと、冒ぼう険けん者の総力あげて潰つぶすぞ！」

「まあ、怖こわい怖い。やはり、『ブレイブ＝スカーレット＝カスティーリャ』なんて取ってつけたような家名の方は、何をしでかすか知れたものではありませんわね」

「あぁ!?　おめえこそ、フランソワ～、とか、フェルディナン～、とか、脳みそお花畑みてえな甘ったるい名前だろうが！」

「なんですって!?」

「なんだよ!?」

　貴大を放置して、ふたりの喧けん嘩かは続く。

　やいのやいのと言葉の応おう酬しゆうは続き、今にもつかみ合いの喧嘩に発展しそうだ。

　もう、このままドアを閉めてもいいんじゃないかな。

　でもそれをするとあとが怖いな。

　馬車の脇わきに立つフェルディナン家の侍じ従じゆうたちは、貴大を鋭するどい目つきで見つめている。

　彼らの手前、フランソワを無視することは、結局できなかった貴大だった。




「それからクルミアも来て、お前も来て……」

「うん……」

「なし崩し的に、今の状じよう況きようになったわけなんだ」

「うん、分かった……分からないけど、分かった」

　エルフが家の前で待っていて、そこに貴族のお嬢様とストーカーが飛び込んできて、約束通りわんこが来た。貴大はそう語る。

　居間で思い思いにくつろいでいる面めん子つを見れば、確かに話の通りではあるけれど、なぜこのような状況になったのだろうか。カオルにはまったく分からない。そもそも、公爵どころか男だん爵しやくとさえ繫つながりのない彼女だ。大貴族の娘むすめや王国一の天才、そして悪鬼殺しの英雄などの大物の出現に、どのような態度をとっていいのかすら分からなかった。

　そんなガチガチに緊きん張ちようするカオルへと、問題のご令れい嬢じようが声をかけた。

「ふふ、そう硬かたくなることもありませんわ。今こ宵よいは年に一度の大晦日。それも、ここはあなたがた庶しよ民みんの生活の場である中級区。『郷ごうに入っては郷に従え』とも申しますし、私は無礼講でもかまいませんわよ」

「は、はひっ！」

　ビクーン！　と棒立ちになり、嚙かみながらも答えるカオル。

　その横でため息をつく貴大。小上がりに置かれたこたつの中で丸まるわんこたち。

　居間を見て回るアルティ。暖だん炉ろの前で＠ wiki を読みふけるエルゥ。

　そして台所近くに待機して、無表情に来客を見つめるユミエル。

　まるで統一感のない光景は、まったく大晦日らしくなかった。
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「では、いただきます」

「「「いただきま～す」」」

　やがて夕飯の時間を迎むかえた頃。

　いつもは静かな《フリーライフ》の居間は、多くの客人によってにぎわっていた。

「まあ、これが先生の故郷に伝わる料理ですか」

「おう」

「あら、美味おいしい！　フォンは何ですの？」

「鶏とりと青魚の焼干しだな。なかなかイケるだろ？」

「この海え老びの揚あげ物が嬉うれしいね。私はエルフだけど、肉や魚ぎよ介かい類るいの方が好きなんだ」

「わうわう！」

「ああっ、クーちゃん！　そんなにがっつくと火傷やけどしちゃうよ？　ほら、ふ～ふ～しなさい、ふ～ふ～！」

「うまいけどさ、ちょっとばかし量が少ねえな」

「……つるつる、はふはふ、つるつる、はふはふ」

　少女たちが舌した鼓つづみを打っているのは、貴大が作った年越し蕎そ麦ばだった。

　二八蕎麦を鶏と魚の出だ汁しに入れ、やや大ぶりなエビ天を載のせている。風味づけに微み塵じんに刻んだポロ葱ねぎを入れてはいるが、それだけだ。

　カオルが持ってきたスズキの香こう草そう焼きや、ルードスがクルミアに持たせたザンポーネがなければ、年とし越こしの食事としてはあり得ないほどに貧相だっただろう。

　それでも少女たちは何の不満もなく食事を進めていた。

「う～ん、まぁまぁの出で来きかな。ずず～」

　自分が打った蕎麦を評価しながら、音を立ててすすっていく貴大。

　それを見て、育ちのいい面々はわずかに顔をしかめた。

「タカヒロ君、行ぎよう儀ぎが悪いよ？　パスタは、こう、音を立てずに食べるものだ」

　フォークで巻き取った蕎麦を、上品に口に運ぶエルゥ。

「先生？　私は別に気にしませんが、いずれ恥はずかしい思いをするかもしれませんよ？」

　そう言って手本を見せるフランソワ。さすが貴族はマナーに厳しかった。

　それとは対照的に、庶民の女性はマナーに対して大らかだ。

「別にいいんじゃねえの？　オレらが飯食う時は、もっと汚きたねえ食い方すんぞ？」

　そう言うのは、粗そ野やな者たちが多いことで知られる冒険者のアルティだ。

　彼女は丼どんぶりに口をつけ、ずるずると汁しるごと蕎麦をかきこんでいる。

「わう？」

　フォークをグーで握にぎり、口の端はしから蕎麦を垂らしているのはクルミアだ。

「何か問題でもあるの？」と不思議そうな顔をしては、足元でご飯をがっつく愛犬ゴルディを見て首を傾かしげている。

「わたしはどっちでもいいと思うな」

　大衆食堂で客への給きゆう仕じを行っているカオルは、料理を散々に食い散らかす者たちも見てきた。それに比べれば、音を立てて麵めんをすするなどかわいい方だ。

「……つるつる、はふはふ、つるつる、はふはふ」

　ユミエルは良いも悪いも言わず、好物の蕎麦を夢中になって口に運んでいた。

　小さな口では一度に多くの量は入らないのか、ちょっとずつ箸はしでつまんではつるつると吸い込み、はふはふと口の中で冷ましている。

　そんな彼女らにかまうことなく、貴大はずるずると蕎麦をすすり続けていた。

「ずっずずー……ふふふ、無知とは罪だな……ずずー……これはな、ジパングにおいて由ゆい緒しよ正しいパスタの食べ方なのだよ……ずずず……」

「なにぃ!?」

「なんですって！」

　驚おどろく少女たちの前で、これ見よがしに蕎麦をすすってみせる貴大。

　それを真ま似ねして、早さつ速そく、フランソワが麵をすすり始めるが──。

（どちらにしたって、食べながら話すのはお行儀悪じゃないのかな）

　と、カオルは思っていた。




「さて、飯も食ったし、お前ら帰れよ」

　あらかた料理を食べつくし、食器の片づけも終わった頃ころ、貴大はくつろぐ面々に向かってそう言った。大おお晦みそ日かは親しい者だけでゆっくり過ごす時間だ。それに、もうすぐ区間をさえぎる門も閉まる。その前に帰れということなのだが──。

　返ってきたのは、なぜか疑問の声だけだった。

「あら？　寒中稽げい古こも始まっていないのに帰れとは、妙みような事をおっしゃいますのね？」

「そうだぞ！　寒中稽古をやろうぜ！」

　貴大が秘密の特訓を行うものだとばかり考えているふたりは、帰る気配を見せない。

「私は許可をもらっているし」

　エルゥなど、我関せずで＠ wiki を読んでいる。

「くぅ～ん、くぅ～ん」

「きゅ～ん、きゅ～ん」

　クルミアとゴルディは、もっと一いつ緒しよにいたいと視線で訴うつたえてくる。

　それに加えてカオルは、

「わ、わたしね？　家を追い出されちゃって……今晩、泊とまるところがないの……」

　顔を赤らめ、もじもじと言いづらそうに手を挙げた。

　それはつまり、

「お前ら全員、俺んちで年越しするのか？」

　そういうことになる。誰だれも首を横に振ふる者などいない。

「そうか……そうか……」

　ここまで来てしまえば、いくら貴大とはいえ無む駄だな抵てい抗こうはしない。

　こういう時は抵抗をしても無駄だ。どうせ押し切られることになる。

　そう諦あきらめた貴大は、どっかと椅い子すに座りこみ、

「もう……そういうことでいいです……」

　と投げやりな口調でお泊まりを認にん可かしたのであった。
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「それで先生、寒中稽古とは？」

　各おの々おのが【コール】で家族に事情を伝えたあと、フランソワが待ちきれないとばかりに口を開いた。

「寒中稽古ねえ」

　もちろん、寒中稽古など彼女の思い込みだ。

　貴大は、そんな七しち面めん倒どうくさいことをするつもりは毛頭なかった。

　しかし、本当のことを言っても彼女は信じてくれないだろう。誤ご魔ま化かす必要があった。

「フランソワ、よく聞くんだ」

「はい」

　ついに東洋の伝統行事、寒中稽古が行われるのだ。

　居住まいを正して言葉を待つフランソワ。そんな彼女に、貴大はこう言った。

「お前が言っていたのは、実に古典的な寒中稽古だ。現代のものとは大きく異なるな」

「そんなっ……!?」

　お前はものを知らないと言われたフランソワ。ショックを受けている彼女をそのままに、貴大は最さい先せん端たんの流行を語る。

「今のジパングでは、肉体よりも精神的な鍛たん錬れんに重きが置かれている。一年の始まりに向け、心を鍛きたえるんだ。そのような意図を持って、ジパング国民の半数が年末は欠かさず行っているもの……それは、つまり……」

「つまり……？」

「こたつで紅白を観みることだ」

　そう言って、貴大は映像水すい晶しようを取り出した。




「ああ、これは良いな。とても新しん鮮せんな響ひびきだ」

「なんて騒そう々ぞうしい音楽……『エンカ』はまだ理解できるのですが、やはり苦行ということですか。聞くに堪たえません」

「そうか？　なかなかいいんじゃねえの？」

「まあ、音楽の好みは人それぞれだからな」

　その後、貴大たちはこたつに入って紅白鑑かん賞しようをしていた。

　にぎやかなＪ‐ＰＯＰを聞きながら、少女たちはあれやこれやと言っている。

　しかし、それがどのような精神的鍛錬になるのだろうか。

　それは──。

「わう、ねむい……」

「あら、いけませんよ？　眠ねむってしまっては」

「そうだぞ！　これも修しゆ行ぎようなんだから」

「おいおい、クルミアは関係ないだろ？　寝ねさせてやれよ」

「う、それもそうか」

「いや、ですが、これはなかなか……」

　曲の合間やＣＭの際、うとうとする者が出始めた。

　クルミアやゴルディなど、もう眠りかけてしまっている。

　エルゥもその隣となりで舟ふねを漕こぎ、アルティやフランソワも少し辛つらそうにしている。

　気持ち良すぎるのだ。こたつが。こたつに入りながらテレビ、いや、映像水晶を見るという行こう為いが！

　人間、痛みは我が慢まんできても気持ち良さには抗あらがえない。

　いずれ全員倒たおれていって、朝までぐっすりと眠りこけてしまうだろう。

（ククク……）

　策はうまくいった。

『こたつに入って紅白を観て、眠らず朝を迎むかえる』

　それが精神的な鍛錬だと騙だましたが、経過は実に順調だ。

　こたつ用【ウォーム】のマジックアイテムには予備がある。アニメや映画、ドラマを録画した映像水晶は、まだまだ数十時間分は残っている。

　いずれもＶＲで年越ししようとして、ゲーム内で用意した代しろ物ものだった。それがまさか、異世界でこのように役立つなんて──。

　おかげで、天下泰たい平へいこともなし。

　咄とつ嗟さに思いついたにしては上出来な部類と言えた。

「……おや、薪まきが」

　鍛錬と称しようして来客を寝落ちさせる作戦。

　その途と中ちゆうでユミエルが、暖だん炉ろにくべる薪が切れかけているとつぶやいた。

「ん？　じゃあ、俺が行ってくるわ。トイレにも行きたかったしな」

　ここで珍めずらしく貴大が申し出た。

　平和な雰ふん囲い気きに気を良くしたのだろう。

　貴大はすでに立ち上がり、居間を出ようとしていた。

「……ご主人さまに行かせるわけには」

「いーって、いーって。いつもお前に行ってもらってるだろ？　たまには俺がするわ」

　それだけ言って、貴大は事務所に移り、倉庫の中へと入っていった。

「…………」

　彼が出ていったあと、少女たちは変わらず紅白を観ていた。

　特に問題は起きていない。《フリーライフ》はいたって平和なものだ。

　しかし──そこに波は紋もんを起こす一石が投じられた。

「あの……ずっと気になっていたんですけど、みなさんはタカヒロとどのような関係なんですか……？」

　なぜこのような面めん子つが集まったのか、いまだに分かっていないカオルだ。

　面識のあるアルティやクルミアがいる理由は何とはなしに分かるのだが、なぜ貴族や学者がここにいるのかは理解できなかった。

　彼女らは貴大とどんな繫つながりを持っているのだろうか。

　貴大を意識しているカオルとしては、それを聞かずにはいられなかった。

「あら、まだ話していませんでしたわね。私わたくしは、《グランフェリア王立学園》で先生に師事している者ですわ」

「《グランフェリア王立学園》!?」

　これにはカオルもたまらず、大声を上げてしまった。

　貴大が学園で働いていることは知っていたし、そのことに関する愚ぐ痴ちも聞いていた。

　しかし、まさか、それがあの《グランフェリア王立学園》だったとは！

（一番すごい学校じゃない……！）

　学園と言うものだから、てっきり中級区の《ミルポワ学園》だとばかり思っていた。

　そんなカオルにとって、この発言はまさに青天の霹へき靂れきだった。しかし、驚おどろきはそれだけでは終わらず、次の言葉にも彼女は仰ぎよう天てんしてしまった。

「私は王立図書館所属の研究員だ。タカヒロ君とは仕事の関係で出会ってね。以来、懇こん意いにしてもらっているよ」

　波打つ黒くろ髪かみをかき上げ、エルフ特有の艶つややかな目を細めて笑うエルゥ。

　まさか彼女が王立図書館の学者だったとは！

　いや、それ以上に、あの色っぽい仕草。

　彼女の言動に、カオルは良からぬことを考えてしまう。

「懇意にしているって……エ、エルゥさんは、タカヒロの彼女、なんですか……？」

　それこそが最も気になることだった。

　もしも彼女らが貴大の彼女なら、自分なんかが敵かなうわけがない。

　妙みような緊きん張ちよう感かんから声を震ふるわせ、カオルはおずおずと問いかけたのだが──。

　それに答えたのは、問題のふたりではなくアルティだった。

「ははは！　なに言ってんだ。タカヒロのやつに恋こい人びととかできるわけねえだろ！　アイツは誰ともつき合ってねえぜ。独り身のまんまだ」

　ほっとするカオル。

　しかし、

「何を言っているんだい。タカヒロ君は私のことが好きなんだよ？」

「「「ええええええええ!?」」」

　これには、その場にいた全員が驚いてしまった。

　まさか、エルゥとつき合っている？

　あの貴大が？　なんで？　驚く少女たちにエルゥは語る。

「ふふふ、なに、簡単なことだよ。彼は頼たのまれもしないのに、図書館に来る時はいつも美味おいしい食べ物を持ってきてくれる。他ほかにも掃そう除じや洗せん濯たくなど、あれこれ世話を焼いてくれるんだよ。好きでもない者を甲か斐い甲が斐いしく世話する者などいないだろう？　これこそ、彼が私のことが好きだという明白な証しよう拠こだ。まさか私がこのように熱ねつ烈れつなアプローチを受けるとは……いやはや、参ってしまったね」

　エルゥ以外の全員がずっこけた。

　それは好意ではなく憐あわれみだ。あまりにもエルゥがだらしないので、さすがの貴大も見ていられなくなったのだろう。それをどう解かい釈しやくしたらそうなるのか──。

　ツッコミを入れながら、アルティが声を上げた。

「そりゃあ犬いぬ猫ねこの餌え付づけと同じだよ！　それならオレの方がずっと上だね！　なにせ、命をかけて助けてもらったんだぜ！」

　どうよ！　と胸を反らすアルティ。

　だが、それを笑って流す者がいる。

「まあ、おほほ……先生はお優やさしいので、食事の世話や人命救助もいとわないでしょう。ですが、先生と切っても切れない絆きずなを結んでいるのはこの私。目に入れても痛くない愛まな弟で子し、フランソワ・ド・フェルディナンですわ！」

　貴大にとってみれば、むしろ学園以外ではできるだけ目に入れたくないだろう。

　なのにお貴族様は鼻高々に主張している。

「わ、わたしだってたまに朝起こしてあげたり、ご飯食べさせたりしてるもん！」

　お次は庶しよ民みん代表ロックヤードさんだ。

　便乗してわんこも名乗りを上げる。

「わんわん！　わうん！」

　やいのやいのと姦かしましく騒さわぎ出す乙おと女めたち。

　主張をヒートアップさせていく彼女たちは、自分こそが貴大の想おもい人だと言ってゆずらない。そんな嵐あらしの中を──。

　件くだんの貴大が薪を抱かかえて戻もどってきた。

「おい、お前ら。夜中に騒いだら近きん所じよ迷めい惑わくだろ？」

　その声に、少女たちはぴたりと動きを止めた。

「「「「「………………」」」」」

　貴大を見つめたあとに、お互たがいに顔を見合わせる。

　その目はそろって、本人に聞けばいいと言っていた。

　くいと顎あごをしゃくって、言いだしっぺに口火を切らせようとするアルティ。他のふたりも、大きくゆっくりとうなずいている。

　言い出したのは確かに自分だ。

　それを思い出したカオルは、もうあとには引けない。

　それに、自分も気になる人の気持ちは知りたい。そんな気持ちに後押しされ、顔を真っ赤にしたカオルは、一歩進み出て、恐おそる恐る貴大に問いかけた。

「ね、ねえ！　タカヒロ。タカヒロって、この中だったら誰だれが一番好き……？」

　自分が選ばれて当然だと自信満々な者。

　もしかしたら自分かもしれないとそわそわする者。

　そんな乙女たちに向けて──彼は何の躊躇ためらいもなく言い放った。
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「え？　この中で一番好きな子？　んなもん、クルミアに決まってるだろ」

「「「「は？」」」」

　その言葉に固まる一同。

「タカヒロ！」

　クルミアだけが大喜びで彼に抱だきついていた。

「いや、だって、クルミアは俺の大事な癒いやしだよ？　仕事やトラブルを持ち込むやつらとは比ひ較かくにもならんわ。な～、クルミア？」

「わうん！　わうん！」

　そう言って、クルミアやゴルディを撫なで回し始める貴大。

　それを大喜びで受け止めて、ぺろぺろ頰ほおをなめるわんこたち。

　他の女性陣じんを置いてけぼりにしていちゃいちゃするふたりと一いつ匹ぴき。

　それを虚うつろな目で見つめる少女たち──。

（十にも満たないわんこに負けた）

　その事実は、彼女らの自尊心を酷ひどく傷つけた。

「このロリコン野や郎ろうっ！」

「え？　いや、私が好きなんだろう？」

「ま、まあ、貴族では珍めずらしくもない趣しゆ味みですわ、おほほ」

「……イヌミミがお好きでしたか」

「そんなーっ!?」

　暴れる者、戸と惑まどう者、動どう揺ようする者、嘆なげく者。

　アルティが激げつ昂こうしたかと思うと、その隣となりでエルゥはうろうろし始めて、フランソワが手にしたティーカップをぶるぶる震わせたかと思うと、ユミエルがわんわん衣装でご登場。

　最後にカオルの嘆きの声が加わって──。

　何でも屋《フリーライフ》の混こん迷めいは、今まさに頂点に達しようとしていた。
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　とんでもない大おお晦みそ日かだった。

　騒がしくてドタバタな年とし越こしだった。

　少女たちのコイバナから始まった騒そう動どうは明け方近くまで続き──。

　結局、もう昼前だ。もそもそと起きてきて、そのままこたつに包くるまっている少女たちを見て、貴たか大ひろは頭が痛くなるような思いがした。

「おい、お前ら。初はつ詣もうでに行くぞ！」

　せめてそれくらいは予定通りに行こうとしたが、

「ハツモウデ？　何だい、それは」

　思ったよりも食いつきがよかった。

　聞き慣れない言葉に反応し、少女たちが顔を上げている。

「新年のミサのことだ。ジパングでは初詣っていうんだよ」

「ああ、ミサのことだったか。君は見かけによらず敬けい虔けんなんだね」

「いえいえ、感心なことですわ。安全を祈き願がんし、一年の抱ほう負ふを神に報告するのは、教養ある者として当然のことです」

「あ？　なんでこっち見ながら言うんだよ」

「わうわう！」

「きゃっ、引っ張っちゃダメよ、クーちゃん！　すぐ用意するから！」

　それぞれの反応を見せる少女たちに、貴大はまた、こたつから出るようにうながす。

「そうそう、用意しろよ。エルゥ。お前もだ」

「私はいいよ。ここで《アートウィキ》を読んでいるから。こんな寒い日に外に出ることはないよ。タカヒロ君もここにいたまおわああ何をするやめろーっ!?」

「わんわん！」

　すっかりお出かけ気分になったクルミアが、エルゥをこたつから引っ張り出した。

　それに合わせてフランソワやアルティも腰こしを上げ、控ひかえていたユミエルが彼女たちにコートを差し出した。

　それを確かく認にんした貴大は、自分も厚手のジャケットを羽織って、率そつ先せんして家の外へと出ていった。

「う～、さむっ！」

　昼間とはいえ、一月のグランフェリアはとても寒い。

　貴大はジャケットの襟えり元もとを合わせながら、ぶるりと体を震ふるわせた。

　しかし少女たちは元気なもので、《フリーライフ》の玄げん関かんから出てきては、貴大よりも早く教会へと歩き出した。

「ちょっと、アルティさん。襟えりが曲がってましてよ？」

「あ？　いいんだよ、それくらい」

「わうわうわうーっ！」

「まっ、待って！　落ち着いて～っ！」

　フランソワとアルティが軽い口くち喧げん嘩かをしながら先頭を歩く。それに続いてクルミアがカオルを引っ張っていく。＠ wiki を読みながら歩くエルゥは、あっちにふらふら、こっちにふらふらと覚おぼ束つかないが、なんとか逸それずにはいるようだ。

　それを後ろから見ながら貴大は、

（まったく、よくこんなに集まったもんだ）

　そう思って、隣にいたユミエルの頭をぐしぐしと撫でた。

（去年はこいつとふたりだけだったのにな）

　あれからもう一年か。早いものだとしみじみ思う。

　そんな貴大を、ユミエルは毛糸の帽ぼう子しの位置を直しながら見上げ、

「……今年も良い年になりそうですね、ご主人さま」

「まあ……そうかもな」

　短く答え、ユミエルと手を繫つないだ貴大は、少女たちが待つ道の先へと歩き出した。

　積もった雪はまだ溶とけず、空にはちらほらと雪が舞まっていた。

　そこに海風も吹ふき始め、寒さが体を芯しんから凍こごえさせた。

　それでも、貴大の心は不思議と温かかった。
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あとがき




　二巻を読んでいただき、ありがとうございます。

　晩秋から年明けにかけての「フリーライフ」、いかがだったでしょうか？

　新章こそありませんが、今回も加筆修正に力を入れました。ＷＥＢ版を読まれた方も、「あれ？　結構変わってる？」と思われたのではないでしょうか？　読みやすく、そして面おも白しろくなるようリメイクしましたので、楽しんでいただけたのなら幸いです。

　その二巻の内容についてですが、ヒロインたちがとうとう集合しましたね！

　こたつを囲んで顔合わせ。みんなで年とし越こし蕎そ麦ばなどを食べ、貴たか大ひろのこと、そしてコイバナなどで盛り上がりました。

「フリーライフ」はヒロイン個別エピソードが売りのひとつではありますが、こういった全員集合回もちょこちょこありますので、ヒロイン同士の絡からみが好きな方は、ぜひぜひ、ご期待ください。

　といったところで、二巻の話は終わりまして……。

　実は「フリーライフ」、コミカライズが決定しました！

　なんと、「少年エース」での連れん載さいだそうです。この本が出る頃ころには漫まん画が家かさんのお名前も公表できるようになっているんでしょうか？　いずれにせよ、今から楽しみですね！




　さて、末筆になりましたが、関係者の皆みな様さまに謝辞を。

　担当編集Ｏさん、今回もお世話になりました。いわゆる「見せ場」等の提案、助かりました。自分だけだと日常シーンに偏かたより過ぎてしまうので、サービスシーンのことも含ふくめ、これからもご助言、よろしくお願いいたします。

　イラストレーターのかにビームさん、今回も素す晴ばらしいイラストをありがとうございました。季節、そして服装が変わると、ヒロインの新しい魅み力りよくが出てきますね。冬だけどほっこりした雰ふん囲い気き、読者の方も感じてくれると思います。

　その他、装そう丁ていや制作、校正、この本に携たずさわったすべての方々に感謝を送ります。そして何より、この本を手に取ってくださった方、本当にありがとうございました。

　三巻でまたお会いしましょう。ではでは。


気きがつけば毛け玉だま　















「落ち葉焚き」




　何でも屋の仕事にも季節感というものがある。

　春は引越しのシーズンだった。都会に不慣れな若者を案内したこともあった。

　夏はレジャーのシーズンだった。近くの海でライフセーバーなんかをしたりした。

　そして秋は──。

「ふん、ふん、ふんふふん♪」

　鼻歌混じりに箒を動かす。

　公園に散らばる落ち葉を掃き集め、小さな山を作っていく。

　これが俺の今日の仕事だ。秋が深まるとどうしても増える落ち葉。それを片付けてくれというのが今回受けた依頼だった。

「ふんふ～ん♪」

　まあ、なんというか、実に秋らしい仕事だ。

　落ち葉掃きだなんて、響き自体が秋っぽいじゃないか。

　ぶっちゃけ清掃作業なんてまっぴら御免だけど、これだけは別だ。自然と心が躍りだして、それに合わせて体の方も──。

「……ずいぶんと楽しそうですね」

　俺の近くで掃除をしていたユミエルがぽつりと言った。

「……なぜか乗り気のようですが」

　無表情ながら、腑に落ちないって顔をしている。

　そりゃまあそうか。いつもグータラな俺が活き活きと仕事を始めたら、俺だって同じように驚くわ。

　ただまあ、今回はちゃんと理由がある。

　それはやっぱり秋という季節、そして今やってる仕事に関係があった。

「よし、と。こんなもんかな」

　どっさりと積もった落ち葉を前にして、俺はふうと息をついた。

　よし、ここからだ。これからが本番だ。本当はこれを燃やしたら終わりなんだが──。

　俺にとってこれは始まりで、そしてお目当てのものだった。

「ふふふ……」

　小首を傾げているユミエルを置いて、俺は落ち葉に火をつけ、そして持ってきたバッグを漁り始めた。

　本日快晴、風なし、雨なし、曇りなし。

　実にいい日和だ。この上なくいい天気だ。

　そう、アレを焼くには絶好の──。

　焼き芋日和だ！

「……お芋、ですか？」

　燃える落ち葉に注意しつつ、ユミエルが俺の手元をのぞき込んできた。

　そう、俺が持ってきたのは芋。サツマイモはないからジャガイモになったけど、これも芋であることに代わりはない。

　こいつを熾き火でじっくりと火を通すと、ほっくほくの最高に美味しい焼き芋になる。そいつにバターなんぞをかけて、ふうふう言いながら口に入れると──。

　あ～っ！　もう、待ち切れんぞ！　自然と顔がにやけてしまう。

　だけど、そんな時間も楽しいものだ。俺は濡れた紙袋でジャガイモを包みつつ、それを鉄鍋の中に押し込んで蓋を閉じた。

「……ご飯でしたらおうちで用意しますが」

「分かってないな、ユミィ。まあいいから見てろって」

「……はあ」

　いまいち釈然としない様子のユミエルを残し、俺は掃除用のフォークで焚き火をいじった。満遍なく燃えるように、燃え残りがないように、落ち葉を中心に被せていく。そしてそれらに火がつき、黒ずみ、灰になる頃に──。

　待ってましたの鉄鍋投入だ！　中に芋を詰め込んだ鉄鍋を灰の中に埋め、その上を落ち葉で覆いつくす。

　あとはのんびりまったり待つだけだ。熾き火が弱くなったら予備の落ち葉を追加しつつ、ただ気長に待てばいい。

「……何ができるのでしょうか」

　ユミエルのやつは最後まで不思議そうな顔をしていたが──。

　こればっかりはできてからのお楽しみだな。じっと焚き火に食い入るユミエルににやりと笑いながら、俺は数十分、気長に待った。

　そして──。

「ほら、出来上がりだ」

「……っ」

「これが落ち葉焚きで作った……焼き芋だ！」

　仕上がりは完璧だった。

　紙袋に包まれ、半ば蒸し焼きにされたジャガイモは、濃い芋の匂いをほっこりと立ち昇らせている。それを手で割ってやると、ますます匂いは強くなり、そこにバターをひとかけのせて、

「ほら、食えよ」

「……よろしいのですか？」

「ずっと横でそわそわされてちゃな」

「…………」

　そのまま口に入れたいところだったが、最初はユミエルにあげることにした。

　今にもお腹が鳴りそうな顔してたからな。いや、無表情だけど、何考えてるのかこんなに分かりやすいなんて珍しい。

「……では、いただきます」

「ああ」

　恥ずかしそうにしながらも、紙袋ごと芋を受け取るユミエル。

　バターをかけた焼きジャガイモ、いわゆるジャガバターを、おずおずと口に運んでいって、

「……っ！」

　ちびりとかじった途端、わずかに目を見開いた。

　こいつにしては大きな表情の変化だ。その証拠に、ユミエルは黙々とジャガバターを食べ進めている。

　小さな口でちびちびと、リスみたいに芋を食べるユミエル。その夢中な姿に満足しつつ、俺は改めて自分の分を取り出して、

「あれ？　タカヒロ？　何食べてるの？」

「え？」

　振り返るとカオルがいた。

　買い物帰りなんだろう。籠を提げたカオルは、通りの方からこちらに近づいてくるところだった。

「わっ、なんかいい匂い」

　くんくんと鼻を動かして、ちらりと俺の手元を見るカオル。

　興味津々といったところか。もしかすると小腹も減っているのかもしれない。

「お前も食べるか？」

「いいの？」

「いいのも何も、そのつもりだったんだろ？」

「えへへ……」

　はにかむカオルに紙袋を渡してやる。

　こいつはいかにも幸せそうな顔をして、匂いを楽しみ、温もりを楽しみ、我慢できないとばかりにジャガバターにかぶりついていた。

「あふっ、あつ、ふふっ。美味しいね、これ！」

「そりゃよかった」

　にこにこと満面の笑みでのたまうカオルさん。

　依然としてジャガバターをちびちび食べてるユミエルさん。

　そんなやつらの横で、まだ一口も食べてない当事者、俺。

　いい加減、秋の味覚を味わってもいい頃だ。三度目の正直、俺はジャガイモにバターをつけると、満を辞して口を開き──。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「……………………」

　隣にクルミアがいた。

　愛犬のゴルディといっしょにお座りをして、なぜか目をキラキラさせている。

　これは、あれだ。お利口に待っていれば、きっと分けてくれるのだと信じて疑わない目だ。

　そんな目をしたクルミアが、今、俺の隣にいる。

「…………」

　へろへろと舌を出し、無邪気な笑顔で、俺の芋を見ている。

　ちょっとよだれが垂れている。こいつもお腹が空いているんだろう。そうだよな、今、ちょうどおやつ時だもんな……。

「やるよ……」

「わーい！」

　クルミアとゴルディは、文字通り跳び上がって喜んだ。

　尻尾をぶんぶん、腰ごと振りまくったわんこたちは、俺に体をこすりつけるようにじゃれついてきた。

「ありがとー！」

「わふっ！」

「どういたしまして」

　こんなわんこたちを置いて、先に芋を食えるはずがない。

　自明の理のように根負けした俺は、クルミアにジャガバターを渡して肩を落とした。

「あちち……はぐはぐ」

「わふっ、わふっ」

「おいしー♪」

「わうん！」

　まあ、喜んでくれてるみたいだからいいか。

　芋が逃げるわけでもなし、俺はゆっくり、ジャガバターを味わって──。

「なんだこれ？　芋？　芋焼いてんのか？」

「あら、素敵な香り。食欲をそそりますわね」

「ふーむ、熾き火を使った調理法か。興味深い」

　振り返ったらやつらがいた。

　アルティにフランソワに眼鏡のエルゥ！

　ここ最近、ちょくちょく会っているやつらが集まってきている！

「美味そうだな。オレにもくれよ」

「私は味見程度で構いませんので」

「チーズはないのかい？　私は芋にチーズをかけたのが好きでね」

　なんて、うちのメイドにたずねている始末！

「失せろ！　これは俺の芋だ！」

　一週間も前から心待ちにし！

　市場で材料を吟味していて！

　苦労して落ち葉を掃いて用意した！

「俺の芋なんだああああああああっ！」

　なんて、俺の事情なんて露知らず、匂いと温もりに誘われてやってくる知人、友人、ご近所さん。

　そのすべてから芋を守りつつ、俺は何とかジャガバターを楽しもうとして──。

　いやいや、なんでこうなった。本当はユミエルとふたり、のんびりまったり芋を食おうと思ったのに──。

　秋らしい天気、絶好の焼き芋日和ではあったけど。

　理想とはほど遠い、どうにもままならない落ち葉焚きだった。
















カバー・口絵・本文イラスト／かにビーム

カバー・口絵・本文デザイン／ビィピィ
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